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序     文 

 

独立行政法人国際協力機構は、ミャンマー連邦共和国政府との討議議事録（Record of Discussions ：

R/D）に基づき、技術協力プロジェクト「ミャンマー連邦共和国シャン州北部地域における麻薬撲滅

に向けた農村開発プロジェクト」を 2014年 5月から 5年間の計画で実施しています。 

プロジェクトの中間地点である 2016年 11月 6日から 11月 25日までの間、日本国及びミャンマー

連邦共和国側での合同評価を通じて、協力期間前半における活動の実績の確認と評価及び後半に向け

ての課題の抽出と提言を行うことを目的として、JICA 農村開発部農業・農村開発第一グループ第一

チーム課長 平知子を団長とする中間レビュー調査団を現地に派遣しました。 

本報告書は、これらの中間レビュー調査団による現地調査や協議の内容・結果をまとめたものであ

り、今後のプロジェクト運営に広く活用されることを願うものです。 

最後に、調査の実施にあたりご協力を頂いた内外の関係者の方々に深い感謝の意を表するとともに、

引き続き一層のご支援をお願いする次第です。 

 

平成 28年 12月 

 

独立行政法人国際協力機構 

農村開発部長 三次 啓都 
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中間レビュー調査結果要約表 

 

１．案件の概要 

国名： 

ミャンマー連邦共和国 
案件名： 

シャン州北部地域における麻薬撲滅に向けた 

農村開発プロジェクト 

分野：農村開発 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：農村開発部 農業・農村開

発第一グループ 第一チーム 

協力金額（評価時点）：3億 7,417万円 

 

協力期間： 

（R/D：2013年 9月 13日） 

2014年 5月 7日～2019年 5月 6日（5

年間） 

先方関係機関： 

国境省国境地域少数民族開発局（PBANRD）、農業畜産灌

漑省農業局（DOA-MOALI）、農業畜産灌漑省農業研究局

（DAR-MOALI） 

日本側協力機関：なし 

他の関連協力 

【国際協力機構：JICA】 

 代替開発事業実施可能性調査（1997年～1999 年） 

 代替作物（ソバ）によるケシ撲滅支援（1999 年～2004年） 

 コーカン特別区麻薬対策・貧困削減プロジェクト（2005年～2011年） 

 

【他ドナー：国際薬物犯罪事務所（UNODC）】 

 不正作物監視プログラムによるケシ栽培調査 

１－１ 協力の背景と概要 

ミャンマー連邦共和国（以下、「ミャンマー」と記す）シャン州北部地域（旧北シャン州）は

麻薬の原料となるケシ栽培で世界的に知られる「ゴールデントライアングル」の一角に位置し、

さまざまな反政府少数民族グループによって長年にわたりケシ栽培が行われてきた。ミャンマー

政府は1989年からこれらグループとの停戦・和平合意交渉を行い、同時に麻薬撲滅に対する同意

を取り付け、1999年から「麻薬撲滅15カ年計画」（1999年～2014年）を開始した。ミャンマー政

府の努力に加え、わが国の代替作物導入に関する技術協力並びに国際社会の支援もあり、ケシ栽

培は撲滅に向けて進展してきた。しかし急速にケシ栽培撲滅を行ったラオカイ県（旧コーカン特

別区）では、代替作物導入が追いつかず、収入源を喪失した農家の間で深刻な貧困状況が発生し

た。 

同状況を踏まえ、わが国は2005年からラオカイ県に協力を集中させた「コーカン特別区麻薬対

策・貧困削減プロジェクト」（以下、「コーカンプロジェクト」）（2005年～2011年）を立ち上

げ、緊急支援を行うとともに、ケシ撲滅後の貧困削減活動を実施した。その結果、2011年3月のプ

ロジェクト終了までに一定の成果を上げ、ラオカイ県はケシ撲滅状態をほぼ維持している。 

一方、国連薬物犯罪事務所（United Nations Office on Drugs and Crime：UNODC）報告（2011年）
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によれば、ラオカイ県以外のシャン州北部地域は、ケシ栽培がいったんは撲滅に近いレベルまで

達したものの、近年は増加の兆しを示している。 

これらの背景から、JICAは、ミャンマー政府の要請に基づき2014年5月から2019年5月までの予

定で、シャン州北部地域の3県において、農家の生活環境と生計に関する現状を把握し、農家や市

場ニーズに基づき同定された代替作物/品種を普及し、かつ農外収入源確保のためのパイロット活

動を通じ、農家の生計手段の多様化を図り、もって、同地域のケシ撲滅状態維持に寄与すること

を目的とした「シャン州北部地域における麻薬撲滅に向けた農村開発プロジェクト」（以下、「本

プロジェクト」）を実施している。本プロジェクトは、ミャンマー国国境省国境地域少数民族開

発局（Progress of Border Areas and National Races Development：PBANRD）をカウンターパート

（Counterpart：C/P）機関、農業畜産灌漑省農業局（Department of Agriculture, Ministry of Agriculture, 

Livestock and Irrigation：DOA-MOALI）、同農業研究局（Department of Agricultural Research：DAR）

を協力機関として実施中である。 

今般、当該プロジェクトが協力期間の中間地点を迎えるにあたり、2013年9月に締結された討議

議事録（R/D）に基づいて、日本側評価調査団による中間レビュー調査を実施した。本調査では、

プロジェクトの投入、活動、成果を確認し、プロジェクト目標と上位目標の達成見込みを分析す

るとともに、評価5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点からプロジェク

トの進捗と達成状況を分析した。そのうえで、今後のプロジェクト運営及びプロジェクト目標の

達成に向けて、とるべき措置を中間レビュー調査報告書に取りまとめ、ミャンマー側へ報告を行

った。 

 

１－２ 協力内容 

本プロジェクトはミャンマーにおいて、PBANRDをはじめとするシャン州北部地域における麻

薬撲滅にかかわるすべての関係機関の効果的な関与により、シャン州北部地域において、農家の

生計手段の多様化を通じて生活環境の向上を図り、同地域のケシ撲滅状態維持に寄与することを

めざすものである。 

 

（1）上位目標： 

シャン州北部地域におけるケシ栽培面積が増加しない。 

 

（2）プロジェクト目標： 

ケシ栽培回帰を防止するための収入源多様化と農業生産性向上を通じ農家の家計状況が改善

する。 

 

（3）成果： 

1）対象地域において、農家の生活環境と生計に関する課題と優先事業が特定され報告書にまと

められる。 

2）農家の意向・市場性・技術上の妥当性等を考慮した代替作物/品種が同定され農家に提示さ

れる。 

3）農業改良普及員の普及方法が改善される。 
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4）対象地域における生計向上と収入向上手段が特定される。 

 

（4）投入（中間レビュー調査時点） 

日本側：現地経費総額 約 0.94億円 

専門家派遣 ：専門家延べ 9名（長期専門家延べ 6名、短期専門家 3名） 

資機材：自動車、気象観測装置、オフィス機器、その他 

ミャンマー側： 

C/P 配置：26 名 （2016年 11月現在） 

２．評価調査団の概要 

調査者 ＜日本側＞ 

総 括 平  知子 JICA農村開発部 農業・農村開発第一グループ 

第一チーム 課長 

代替開発 清家 政信 JICA国際協力専門員 

協力企画 今井 祐明 JICA農村開発部 農業・農村開発第一グループ 

第一チーム 調査役 

評価分析 望月 昭宏 株式会社アイコンズ 

＜ミャンマー側＞ 

総 括 U Soe Lwin Deputy Director, Inspection Section PBANRD 

Headquartes 

評価分析 U Hein Zaw Latt Assistant Director, IR Section, PBANRD Headquartes 

評価分析 U Tin Maung Oo Deputy Staff Officer, IR Secton, PBANRD Headquartes 

評価分析 U Nay Win Assistant Director, Plannig Division, DOA Headquarters 
 

調査期間：2016年 11月 6日〜2016年 11月 25日 評価種類：中間レビュー調査 

３．評価結果の概要 

３－１ 実績の確認（成果の達成状況及びプロジェクト目標達成の見込み） 

（1）投入・活動実績 

本プロジェクトは2015年2月以降、当初、対象地域における治安悪化のため実施方法など活動

の変更が生じた。他方、日本側、ミャンマー側ともにほぼ予定どおりに投入を行い、活動はお

おむね計画どおりに実施されている。 

 

（2）成果の達成状況 

成果1：対象地域において、農家の生活環境と生計に関する課題と優先事業が特定され報告書に

まとめられる。 

成果1は達成したと判断される。プロジェクト開始当初の対象地域は7地区（Village Tract：V/T）

であったが、治安悪化に伴い6モデル村に変更された。現行プロジェクト・デザイン・マトリッ

クス（Project Design Matrix：PDM）にはプロジェクト実施の前提条件として、「プロジェクト

対象地域の治安安定」が設定されており、前提条件が満たされない状況下では、対象地域の変

更は妥当であると判断される。 

 

成果2：農家の意向・市場性・技術上の妥当性等を考慮した代替作物/品種が同定され農家に提

示される。 
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成果2は中間レビュー調査時点においては、達成に向け順調に推移していることが確認され

た。10以上の作物/品種の提示（指標2-1）は2017年3月までに策定予定のマニュアルの完成をも

って達成する見込みである。他方、10以上の営農技術開発（指標2-2）に関しては、中間レビュ

ー調査時点では、農家のニーズに基づき三つの営農技術が開発された。 

 

成果3：農業改良普及員の普及方法が改善される。 

成果3は目標達成に向けて順調に進展している。評価基準を満たした12名の普及員育成（指標

3-1）については、14名に対して研修が実施された。現在、評価基準の策定中であり、完成しだ

い、評価を実施する予定である。また、20の作物/品種及び営農技術の導入（指標3-2）につい

ては、中間レビュー調査時点では14の作物/品種及び営農技術の導入が完了している。 

 

成果4：対象地域における生計向上と収入向上手段が特定される。 

成果4は目標の達成に向けて、順調に進展している。2015年の治安悪化による影響より、当初

のプロジェクト対象地域から変更されたことに伴い、予定されていた生計向上手段及び収入源

開拓の活動は新たに設定されたモデル村において実施中である。 

 

（3）プロジェクト目標の達成状況 

【プロジェクト目標】ケシ栽培回帰を防止するための収入源多様化と農業生産性向上を通じ農

家の家計状況が改善する。 

2015年2月に勃発した軍事衝突による治安悪化に伴い、プロジェクトの対象地域を7 V/Tから6

モデル村に変更した。他方、治安悪化よりほぼ2年が経過したが、当初の対象地域である7 V/T

における治安回復のめどは依然として見込まれていない。そのため、プロジェクトはC/Pの能力

強化及び普及活動を6モデル村に集中している。 

なお、現行PDMでは7 V/Tが対象地域として設定されており、全成果目標が達成したとして

も、プロジェクト目標の達成とはならない。そのため、現行PDMではプロジェクトの達成度を

適切に評価することができない。 

 

（4）上位目標の達成状況（見込み） 

【上位目標】シャン州北部地域におけるケシ栽培面積が増加しない。 

中間レビュー時点におけるプロジェクト目標の達成状況より、上位目標の達成見込みを判断

することは時期尚早である。また、上位目標の達成には治安の安定が必須であること、プロジ

ェクト目標で設定している対象地域の変更が必要である。 

 

３－２ 評価結果の要約 

（1）妥当性：高い 

本プロジェクトの妥当性は「高い」と判断される。麻薬撲滅に伴う代替開発政策の能力向上

は実施機関であるPBANRDとDOAさらにミャンマー政府の開発政策ニーズにも合致している。

また、日本政府の対ミャンマー国援助政策との整合性も高い。 
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（2）有効性：やや低い 

本プロジェクトの有効性は「やや低い」と判断される。現行PDMではプロジェクト実施の前

提条件として「プロジェクト対象地域の治安が安定している」及びプロジェクト目標達成のた

めの外部条件として「対象地域の社会・経済・政治の環境が大きく悪化しない」が設定されて

いるが、治安悪化によりこれらの条件が満たされていない。また、中間レビュー調査時点では

対象地域における治安改善の見込みは立っておらず、現行PDMの枠組みでは、成果が達成して

も、対象地域におけるプロジェクト目標の達成は困難であると判断される。 

 

（3）効率性：中程度 

本プロジェクトの効率性は「中程度」と判断される。日本側の投入は日本人専門家、機材の

面において質・量及び時期についておおむね適正であり成果の産出に貢献した。ミャンマー側

はPBANRD、DOA、DARよりC/Pを任命した。 

なお、治安上の問題より、プロジェクトの活動地域が大きく制限された。他方、C/P機関以外

にも、生計向上関連の活動において関係機関と積極的に連携し協力を得たことにより、効果的、

効率的な研修、ワークショップの実現につながった。 

 

（4）インパクト：中程度 

治安の悪化に伴い、プロジェクト目標で定める対象地区における活動が実施不可能となった。

そのため、現行PDMで設定されている成果目標とプロジェクト目標の相関関係が成立しなくな

っており、中間レビュー調査時点において、現行PDMを用いた上位目標の達成見込みを評価す

るのは困難であると判断される。 

他方、本プロジェクトを通じてDOAとDARの連携が促進されており、正の波及効果が確認さ

れた。 

 

（5）持続性：中程度 

中間レビュー時点における本プロジェクトの持続性は「中程度」と判断される。政策面にお

ける持続性は高いと判断される。他方、組織面、財政面、技術面においては、プロジェクト終

了後の持続性確保に向けてC/P機関による改善が求められる。 

 

３－３ 効果発現に貢献した要因 

（1）計画内容に関すること 

特になし 

 

（2）実施プロセスに関すること 

1）現場レベルにおける DOA スタッフの積極的な参加 

プロジェクト開始当初、本来の対象地域である遠隔地も含めて、DOA職員はパイロット活

動に積極的に参加していた。これはDOA普及員のうち数名はシャン州北部に長期配属されて

いたこと、また、JICAが以前にシャン州北部で実施した各プロジェクトへの参加経験を有し

ているためである。さらにDOAは数名のタウンシップ普及員にも、農村普及員の職務を任命
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するなど、プロジェクトに非常に積極的に関与してきており、プロジェクトの重要な促進要

因として挙げられる。 

 

2）関連機関との協力による効果的な研修 

現行PDMには生計向上に関連する活動は規定されていないが、国境省教育研修局

（Department of Education and Training：DET）、畜水産省畜産獣医局（Livestock Breeding and 

Veterinary Department：LBVD）、内務省中央麻薬統制事務所（Central Committee for Drug Abuse 

Control：CCDAC）などの関連機関と共同で実施した研修は、関連機関が当該分野で有する経

験及び使用言語の観点より、研修の効果的実施に大いに貢献している。 

 

3）DOA C/P のラオカイ地区における優れたイニシアティブ 

JICAが以前、ラオカイ地区で実施したプロジェクトへの参加経験があるDOAのC/Pは、2015

年に勃発した軍事紛争後、一時的に治安が回復した際に、PBANRD等と調整を行い、種子、

肥料などの必要な物資の調達、配送を行うなど、非常時における優れたイニシアティブを発

揮した。このようなJICA事業の経験を有したDOA C/Pによる自主的な対応は、日本人の活動

が制限されている地区でのプロジェクト活動の円滑な実施に大いに貢献した。 

 

３－４ 問題点及び問題を惹起した要因 

（1）計画内容に関すること 

特になし 

 

（2）実施プロセスに関すること 

1）武力衝突における治安の悪化 

2015年2月に勃発した軍事紛争によりプロジェクトは一時中断を余儀なくされた。その後、

プロジェクト活動は再開したが、活動可能地域が大幅に制限されたことにより、プロジェク

ト活動の対象地域と活動の見直しを行った。 

 

2）普及員が遠隔地で活動を実施する際の課題 

遠隔地における栽培技術指導は普及員により実施されるが、以下の点が課題として確認さ

れた。 

遠隔地における治安情勢は頻繁に変化すること。また、普及員が必ずしも、訪問先の農村

において使用されている言語を十分に解しないため、一部農村では村民への指導が十分行え

ないことがあること。さらに、遠隔地訪問に際しての事前の準備、調整が非常に困難である

こと。 

これらの点が遠隔地域で活動を実施する際の阻害要因となった。 

 

3）PBANRD の不十分なプロジェクト活動への参加 

プロジェクトの活動地域を管轄するラショー事務所レベルでは、人員不足より主要実施機

関であるPBANRDのC/Pが多忙を極めており、プロジェクト活動への関与度が十分とはいえ

なかった。 
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３－５ 結 論 

本プロジェクトは2014年5月に開始されたが、2015年2月に勃発した軍事衝突により、3カ月間の

中断を余儀なくされた。プロジェクト活動再開後も本来のターゲットエリアである7 V/Tにおいて

は、治安上の観点より日本人専門家の立ち入りが全面的に制限された。また、一部、対象地域で

はC/P職員のアクセスにも制限がなされた。このような状況下において、プロジェクト対象地区を

当初の7 V/Tから、日本人専門家がアクセス可能な地域より6カ所のモデル村に変更し、プロジェ

クト活動を実施してきた。 

プロジェクト目標、成果の達成度及び関係者に対するインタビュー結果から判断した結果、評

価5項目に関して妥当性は高い、有効性はやや低い、効率性、インパクト及び持続性は中程度と判

断される。なお、現行PDMでは前提条件として治安の安定が設定されているが、中間レビュー調

査時点では前提条件が満たされていない状況下にて実施された。 

 

３－６ 提 言 

（1）人材開発への転換（プロジェクトに対する提言） 

2015年2月に発生した武力衝突により、プロジェクトの前提条件である「社会治安が保たれる」

が満たされなくなってしまった。このため、現行PDMによる通常の評価方法では、プロジェク

トの残り期間における活動を考慮しても十分な結果を達成する見込みが期待できない。このよ

うな経緯を踏まえ、代替開発に向けた人材開発を強力に推進することを提言する。 

 

1）代替開発トレーナーの養成 

本プロジェクトは特定の作物、技術の普及をめざしているのではなく、代替開発のプロ

セスを実行できる人材を養成することをめざしている。 

このことより、中間レビュー調査団は代替開発トレーナー（ADトレーナー）を養成する

活動を導入し、PBANRD、DOA、DARより候補者を選出し、代替開発の包括的な知識のみ

ならず、彼ら自身の活動のなかより抽出された教訓を合わせて他者に指導できる人材を養

成することを提案する。そのため、プロジェクトはADトレーナー養成に係る活動を再編成

することが求められる。 

 

2）農業普及員に対する講師養成研修の実施 

シャン州北部地域においてより広範囲に代替開発のインパクトと普及を実現させるため

には、ADトレーナーが普及員（PBANRDとDOAのタウンシップ職員及びDAR試験場の職

員）に対して指導する必要がある。また、本中間レビュー調査団はターゲットグループの

拡張を提言する。ADトレーナーによる研修に招へいされるのは、シャン州北部地域の全タ

ウンシップ事務所となる。ただし、Mabein、Mongmit、Monglon及びWa自治区のタウンシ

ップ事務所は地理的問題よりラショーでの研修参加が困難なため対象外とする。 

中間レビュー調査時点では、プロジェクトはADトレーナーの育成と普及員に対するToT

（訓練者のための訓練）の開始に注力すべきである。このため中間レビュー調査団は、持

続性の観点よりプロジェクトがステークホルダーとともに同制度の確立について、議論を

開始すべきことを提案する。 
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（2）コミュニティ・インフラ・コンポーネント（プロジェクトに対する提言） 

本中間レビュー調査団は村人を含めたステークホルダーに対してインタビューを実施したと

ころ、雨期には通行不能になるような場所では土砂道の整備、住宅地区より少し離れている地

域では給水設備といったコミュニティ・インフラの向上を強く希望していることが確認された。

プロジェクトサイトの視察及び先述した代替開発の妥当性より、本中間レビュー調査団はプロ

ジェクト活動にコミュニティ・インフラ・コンポーネントを加えることを提言する。なお、コ

ミュニティ・インフラの規模は、コミュニティが計画し、建設と維持に参加可能な規模である

べきである。 

 

（3）モデル村における活動のスケールアップ（プロジェクトに対する提言） 

中間レビュー調査団は、ラショー近郊のモデル村において、養豚、ハトムギ栽培、小規模養

魚、家庭内菜園など生計向上に係る活動が農家に受け入れられ確実に成果を表しつつあること

を確認した。他方、現状はまだ小規模であるため、今後スケールアップしていくことが求めら

れる。これにより、多くの農民が新しく導入された生計向上手段から裨益することが期待され

る。 

中間レビュー調査団は農民から直接農民に対して技術普及することの効率性を認識してお

り、そのため、オリジナルのターゲットサイトである7 V/Tの農民に、モデル村で確立される優

良モデルを視察させ、農民間のネットワーク構築に貢献すべきであると提言する。これにより、

モデル村の農民が他村の農民に教える役割を努めることが可能となる。モデル活動のスケール

アップ実現は、新たに実施するのではなく、既に確認された、あるいは近く確認される作物に

限定すべきであり、新たに実験を行う対象品種を増やすべきではない。上述した提言を実施す

ることにより、プロジェクトはプロジェクト期間中に見える成果（モデル及びインフラ）及び

見えない成果（能力強化）をバランスよく実現することが可能となる。 

 

（4）PDM プロジェクトアプローチの見直し（プロジェクト、JICA、PBANRD、MOALI に対す

る提言） 

上述した提言と関連づけるため、PDMと活動計画表（Plan of Operations：PO）を修正するべ

きである。なお、修正PDM案及び修正理由について合同評価文書ANNEX4に記載した。 

 

（5）PBANRDによるフルタイムスタッフの任命（PBANRD 本部に対する提言） 

プロジェクト活動の円滑な実施のため、プロジェクト活動にフルタイムで従事するスタッフ

をラショーで最低1名任命すべきである。 

 

以 上 
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Summary of Mid-term Review 

 

I. Outline of the Project 

Country: Republic of the Union of 

Myanmar 

Project title: Project for Eradication of Opium Poppy 

Cultivation and Rural Development in the Northern Part of 

Shan State 

Issue/Sector: Rural Development Cooperation scheme: Technical Cooperation 

Division in charge: JICA Rural 

Development Department 

Total cost (at of the Mid-term Review) : 374 million Japanese 

Yen  

Period of 

Cooperation: 

From 7
th

 May 2014 to 6
th
 

May 2019 (5 Years) 

Partner Country’s Implementing Organization: 

Progress of Border Areas and National Races Development 

(PBANRD), Department of Planning, Ministry of Agriculture , 

Livestock and Livelihood(DOA-MOALI), Department of 

Agricultural Research, Ministry of Agriculture , Livestock and 

Livelihood(DAR-MOALI), 

Supporting Organization in Japan：None 

Related Cooperation: 

【JICA】 

・ Feasibility survey for alternative development project (1997-1999) 

・ Buckwheat cultivation project for crop substitution(1999-2004) 

・ Project for Eradication of Opium Poppy Cultivation and Poverty Reduction in Kokang Special Region 

No.1(2005-2011) 

【Other donors】 

・ UNODC Illicit Crop Monitoring Programme (2014-2017, UNODC) 

1. Background of the Project 

Northern part of Shan State in Myamnar is well-known in that ethnic groups and local famers had 

systematically carried out illicit opium poppy cultivation for many years. Opium poppy has been 

confirmed almost entirely in the Shan State, and, in particular, the production of opium poppy in the 

Kokang and Wa Regions in the northern part of the State has reached at the 90 percent of the level of late 

1990’s. After Myanmar government negotiated and reached ceasefire agreement with ethnic rebel groups 

in these two regions, Myanmar government gained commitment to eliminate drug production. In 1999, 

Myanmar government and local authorities in areas cultivating opium poppy started implementation of the 

15-Year Plan for Elimination of Narcotic Drugs until the year 2014. Since then, there has been a 

considerable decrease in the areas under cultivation and in potential opium cultivation from approximately 

55,000 ha in the year 2002 to 240 ha in 2005 according to the UNODC Opium Survey Reports. 

After ban of the poppy cultivation, ex-poppy farmers became very vulnerable due to loss of income. To 

cope with the urgent situation, Myanmar government requested assistance to the international community. 

So far, in the response to the request, JICA, World Food Program (WFP), Chinese Government and several 

NGOs had provided assistance for ex-poppy farmers. Although poppy cultivation area was declined 



x 
 

drastically once due to efforts of the Myanmar government, local authorities and communities and 

international assistance, it is found that the cultivation acreage is slightly and gradually increasing from 

240 ha in 2005 to 3,700 ha in 2010. 

To stabilize agriculture production, farmer households require modern agricultural techniques such as 

good quality seed of food crops for domestic consumption (rice) and cash crops (maize, soybean, 

vegetable, etc), maintenance of soil fertility by efficient fertilizer application and pest/disease control 

practices. Also, farmers need to produce marketable agricultural products.  

JICA is one of the most experienced organizations in alternative livelihood program in the northern part 

or Shan State since 1997 till now through crop substitution program and agricultural based comprehensive 

rural development project in cooperation with Progress of Border Areas and National Races Department 

(PBANRD), MOBA. The Project for Eradication of Opium Poppy Cultivation and Rural Development in 

the Northern part of Shan State (the Project) was envisaged to contribute to rural development and poverty 

alleviation through agriculture development and livelihood improvement in order to preserve the situation 

of declined poppy cultivation in the northern part of Shan State.  

 

2.  Project Overview 

(1) Overall Goal 

The status quo of opium poppy eradication in the target area is sustained. 

 

(2) Project Purpose 

Means of farmer's livelihood is diversified through extension of sources of income for preventing opium 

poppy re-cultivation. 

 

(3) Outputs 

Output 1: Development opportunities and constraining factors are identified and documented for local 

development. 

Output 2: Substitute crops/varieties are identified based on the farmer's opinion, marketability and technical 

feasibility, and demonstrated to the farmers. 

Output 3: Extension methods are improved. 

Output 4: Measures for livelihood improvement and income generation are identified in the target area. 

 

(4) Inputs (as of the Mid-term review)  

Japanese side: Total cost 94 million yen  

Japanese Experts: 9 persons 

Mchinery and Equipment : Vehicles, weather statio, office appliance and others  

  

Myanmar side: 

Counterparts: 26 persons 
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II. Evaluation Team 

 <Japanese Side> 

Members of 

Evaluation 

Team 

Tomoko Kitani Team Leader (JICA) 

Masanobu Kiyoka Masanobu 

Kiyoka Masanobu Kiyoka 

Rural Development(JICA) 

 (JICA) Hiroaki Imai Cooperation and Planning (JICA) 

Akihiro Mochizuki Evaluation and Analysis (ICONS Inc.) 

<Myanmar Side> 

U Soe Lwin Team Leader (PBANRD) 

U Hein Zaw Latt Evaluation and Analysis (PBANRD) 

U Tin Maung Oo Evaluation and Analysis (PBANRD) 

U Nay Win Evaluation and Analysis (DOA) 

Period of 

Evaluation 
2016/11/6-2016/11/26 Type of Evaluation: Mid-term Review 

III. Results of Evaluation 

3. Project Performance 

3-1. Input and Activities 

Owing to security deterioration, the Project has been suspended for three months in 2015. However, after 

resuming the activities, most of the planned activities and inputs have been implemented according to the 

Plan of Operation (PO). 

 

3-2. Outputs 

Output 1: Development opportunities and constraining factors are identified and documented for local 

development. 

Output 1 is considered as achieved. In the original plan, the target area was seven VTs. However, the 

target area was changed from seven VTs to six model villages owing to security deterioration. This change 

is considered as rational because “Society is secured in peace” set as an important assumption in PDM. 

 

Output 2: Substitute crops/varieties are identified based on the farmer's opinion, marketability and 

technical feasibility, and demonstrated to the farmers. 

Output 2 is in progress steadily toward the achievement of the Project purpose at the time of Mid-term 

Evaluation. Regarding the number of crops (Indicator 2-1) has not been achieved the target, but will be 

achieved by March 2017. On the other hand, the number of farming techniques (2-2) is selected three 

techniques, although the target is ten techniques. 

 

Output 3: Extension methods are improved. 

Output 3 is in progress steadily toward the achievement of the Project purpose at the time of the 

Mid-term Evaluation. The target “12 extension staff members fulfill the evaluation criteria (Indicator 3-1)” 

is in the progress. The Project has been implementing trainings for 14 extension staff members; they have 

been evaluated. After the evaluation criteria is developed, the Project plans to start evaluating the 

extension staff. Meanwhile, 14 types of crops/varieties and farming techniques have been introduced for 

the “20 kinds of crops/varieties and farming techniques by farmers (Indicator 3-2)”. 
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Output 4: Measures for livelihood improvement and income generation are identified in the target 

area. 

Output 4 is in progress steadily toward the achievement of the Project purpose. The original target area 

has been changed since the security deterioration in 2015. The indicator sets 20 measures; only seven have 

been implemented for experiments in the model villages. 

 

3-3. Project Purpose 

Project Purpose: Means of farmer's livelihood is diversified through extension of sources of 

income for preventing opium poppy re-cultivation. 

The Project has changed the main target areas from the seven V/Ts to six model villages owing to 

security deterioration in the original target areas since February 2015. Almost two years have passed since 

occurring military turmoil, but no affirmative symptom for security restoration is observed in target V/Ts. 

The Project has forcused on the capacity development of the C/Ps and extension activities in six model 

villages, where are newly selected as target areas. However, the target V/Ts remain as target area in the 

current PDM. Therefore, even though all Outputs were achieved, Project Purpose would not be 

accomplished. Under this circumstance, preset PDM is not appropriate to assess properly the Project 

achievement. 

 

3-4. Overall Goal 

Overall Goal: The status quo of opium poppy eradication in the target area is sustained. 

Judging from the current achievement degree towards the Project’s Purpose, it is too early to predict the 

achievement of the overall goal at the time of Mid-term Review. In addition, security stability is 

indispensable to achieve Overall Goal. Furthermore, the target area shown in the indicator of Project 

Purpose needs to be changed. 

 

4. Summary of Evaluation Results 

4-1. Relevance: High. 

The Relevance of the Project is assessed as high owing to observed consistency among the needs of 

PBANRD and DOA, the development policy of the Myanmar government, the Japanese assistance policy 

to Myanmar and the comparative technical advantages of Japan. 

 

4-2. Effectiveness: Relatively low  

The Relevance of the Project is assessed as Relatively low. One of the important assumptions in PDM 

has not been fulfilled owing to security deterioration in the target areas since 2015. In addition, 

considering the current security situation, the Project cannot implement activities in the target V/Ts. 

Therefore, it is not confirmed that the Project Purpose can be achieved by the end of the Project. 

Meanwhile, all “Outputs” are linked to the “Project Purpose”. However, the indicators set for the Project 

Purpose were seven V/Ts, which experienced security deterioration. Under the current situation, 

improvement in the security situation remains uncertain. Thus, there is little possibility in achieving the 

Project Purpose within the framework of the current PDM. 
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4-3. Efficiency: Moderate 

The proper provision of the inputs, including experts and equipment has contributed to the achievement 

of Outputs. The Project has constraint in implementing its activities for security reason. Apart from the 

implementing organizations, the Project collaborates with other organizations such as LBVD, DOF and 

DET in livelihood improvement activities. These collaborations contributed to the increased efficiency of 

the trainings and workshops. 

 

4-4. Impact: Moderate 

Spillover effect has been confirmed in the improvement of DOA and DAR collaboration. Achievement 

of the Overall Goal is uncertain because the causal relationship between Outputs and Project Purpose is 

disintegrated. 

 

4-5. Sustainability: Moderate 

The Sustainability of the Project has been deemed moderate at the time of Mid-term Evaluation. 

Although the political aspect is expected to be stable, the institutional, financial, and technical aspects 

need further improvement. 

 

5. Factors that Promoted Realization of Effects 

5-1. Factors concerning the Planning 

 Non 

 

5-2. Factors concerning the Implementation Process 

1) Active participation of DOA extension staff in field level 

In the beginning stage, the Project enhanced field level extension work in the target township level as 

the pilot activity.  DOA township staff tend to actively participate in the pilot activities even in the stage 

of remote management.  Because several DOA extension staff who are long-term assignment in Northern 

Shan State have accumulated work experiences with JICA Experts through JICA’s buckwheat programme 

and Kokang Project. In addition, DOA allocated several extension staff in township office for field level 

extension activities.  Thus, DOA’s active participation seems to be considered as one of contributing 

factors to the Project progress. 

 

2) Collaboration of the relevant organization for conducting trainings in livelihood improvement 

The collaboration of related organizations such as DET and LBVD has contributed significantly to 

conducting effective trainings.Any activities related to livelihood improvement is not shown in current 

PDM, therefore, collaboration with those organizations enables to improve the quality of trainings for their 

experiences and language. 

 

3) Proactive and quick acton of DOA C/P staff in Laukai District 

DOA C/Ps who accumulated field experiences during the previous JICA Project in Laukai District, 

took initiative and coordinated with PBANRD and local authorities for delivery of seed/fertilizer 

(maize/lowland rice/bean/pea) to necessary V/Ts in time after slightly improved security situation in May 
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and September in 2015. Thus, experienced C/P staff of DOA enabled the resumption of project activities in 

restricted areas through remote operation by the Project. 

 

6. Factors that Impeded Realization of Effects  

6-1. Factors concerning the Planning 

None 

 

6-2. Factors concerning the Implementation Process 

1) Security deterioration caused by military turmoil 

Given the security instability caused by military turmoil, the Project was suspended for three months 

from February 2015 and then was restricted in terms of operational area. The Project was obliged to revise 

the target area and activities. The Project managed to conduct activities with ingenuity and collaboration 

with related organizations. However, the effectiveness and efficiency of the Project suffered. 

 

2) Challenges in activity implementation in remote areaｓ by extension staff 

Extension staff are in charge of diffusion of cultivation methods to remote area. Meanwhile, security 

situation changes frequently in remote area. In addition, there exists language barrier between extension 

staff and villagers. Furthermore it is difficult to visit the remote areas for extension staff in terms of 

coordinations mentioned above. These factors make it difficult to implement activities in the remote areas. 

 

3) Active participation of PBANRD required to the Project actvities 

Participation of PBANRD C/P to the Project activities is limited owing to shortage of staff in the field 

level. PBANRD is main implementing agency, thus more active participation to the project is expected in 

the remaining period of implementation. 

 

7. Conclusion 

The Project started in May 2014, but it was suspended for three months in 2015 owing to military issues 

in February 2015. Upon resuming, the Project had to change the target areas from seven village tracts to 

six model villages. With this change, the activities have been constrained significantly. The achievement 

of target Outputs shows the great efforts of the C/Ps and expert team. 

Judgeing from current achievement of Outputs, Project Purpose, and interview with C/Ps and experts, 

the evalution of five criteria based on current PDM are as follows. Relevance is assessed as high, 

Effectiveness is assessed as relatively low. Efficiency, Impact, and Sustainability are assessed as moderate. 

 

8. Recommendations 

1) Shift to Human Resource Development (to the Project) 

The evaluation team strongly proposes and includes in the recommendation that the major thrust of the 

Project be shifted to human resources development for alternative development. 
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a. Training on Alternative Development Trainer (AD Trainer):  

The evaluation team recommends to explicitly introduce the activity to train alternative development 

trainer (AD trainer) selected from PBANRD, DOA and DAR who are able to practice the alternative 

development and teach others not only the comprehensive knowledge about the alternative development 

but also the lessons learned from their own experience of alternative development practice. Class room 

learning is necessary but not enough for creating AD trainer. The accumulation of own practice and 

lessons learned is necessary. So the project should reorganize their activities for training AD trainer. 

 

b. Training by AD trainer for extension staff: 

In order to seek wider impact and dissemination of AD practice in all areas of northern part of Shan 

State, there should be an occasion in which AD trainers train extension staffs so that these extension 

staffs can practice alternative development in their responsible areas.  

The evaluation team recommends to expand the target group who will be invited to the training 

conducted by AD trainer to all township offices in northern part of Shan State excluding Mabein, 

Mongmit, Monglon and township offices in Wa self-administration zone which are geographically 

difficult to participate to the training in Lashio. We call the original target group as “primary target 

group” and newly added group as “secondary target group
1
”. The evaluation team recommends to focus 

the provision of budgetary assistance to extension staffs in primary target group due to two reasons. 

First reason is management issue. The project team needs to closely supervise and monitor the 

expenditure of project budget. Secondly, the alternative development should become PBANRD, DOA 

and DAR’s regular operation so the resources for extension activities should be aligned to the township 

office resource (staff, budget, etc). It will enhance the sustainability after project completion. 

Institutionalization of the ToT system is necessary so that the training of trainers (extension staff) 

become sustainable, however, at this stage, the project should focus on the development of AD trainer 

and commencement of ToT to extension staff
2
. So the evaluation team proposes the issue of 

institutionalization of the ToT system for the project stakeholders to start discussion about the 

establishment of the system in self-sustainable way.  

 

2) Community nfrastructure Component (to the Project) 

The evaluation team conducted interviews to project stakeholders, including village residents. Villagers 

are keen to improve their community infrastructure such as earth road which will be unpassable in rainy 

season or water supply facility which is a little bit far from residential areas. Small scale improvement of 

these infrastructure will highly effective to improve their standard of living. Also, it may improve the 

villagers’ income through various indirect way.  

The project originally did not include community infrastructure component because the project focused 

on generation of alternative source of income. However, based on the site observation and above 

mentioned relevance to alternative development, the evaluation team recommends to add community 

                                                 
1
 Including PBANRD (Manton) and DOA (Kunlong, Theini, Tangyan, Mongyai, Thipaw, Nawngcho, Namtu, Manton, Kyaukme) 

2
 Inviting participants from remote areas take time so the frequency ad duration of each training should be well examined during the project 

implementation. 
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infrastructure component to the project activities. 

The community infrastructure should be in the size in which the local community can manage to plan, 

participate to construction and maintain.  

 

3) Scale up of the model village activities  (to the Project) 

The evaluation team points out that the farmer to farmer technical dissemination is one of the effective 

way to scale up and disseminate the model activities. So the evaluation team recommends to make 

attractive models as well as inviting local residents from original pilot sites for the site visits to model 

villages and facilitate networking between farmer to farmer, and community to community. By doing so, 

farmers in model village will play the role as a resource person for other farmers. In order to scale up the 

model activities, it is necessary to focus on the activities which have already been verified or to be verified 

soon later rather than increasing the number of new trials. 

 

4) Revising the PDM and the Project approach (to the Project, JICA, PBANRD, MOALI HQs) 

The evaluation team proposes the revision of PDM and PO accordingly so as to incorporate these 

recommendations into future course of action. The ANNEX 1 shows proposed PDM and ANNEX 1 

explains about the revised points and its reason.  

 

5) Allocation of the full-time counterpart assignment of PBANRD (to PBANRD HQs) 

At least one full time counterpart should be appointed to the project at Lashio for smooth 

implementation of the project activities upon these recommendations. 

 

End 



 

 

第１章 評価調査の概要 

 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

ミャンマー連邦共和国（以下、「ミャンマー」と記す）シャン州北部地域（旧北シャン州）は麻薬

の原料となるケシ栽培で世界的に知られる「ゴールデントライアングル」の一角に位置し、さまざま

な反政府少数民族グループによって長年にわたりケシ栽培が行われてきた。ミャンマー政府は 1989

年からこれらグループとの停戦・和平合意交渉を行い、同時に麻薬撲滅に対する同意を取り付け、1999

年から「麻薬撲滅 15 カ年計画」（1999 年～2014 年）を開始した。ミャンマー政府の努力に加え、わ

が国の代替作物導入に関する技術協力並びに国際社会の支援もあり、ケシ栽培は撲滅に向けて進展し

てきた。しかし急速にケシ栽培撲滅を行ったラオカイ県（旧コーカン特別区）では、代替作物導入が

追いつかず、収入源を喪失した農家の間で深刻な貧困状況が発生した。 

同状況を踏まえ、わが国は 2005年からラオカイ県に協力を集中させた「コーカン特別区麻薬対策・

貧困削減プロジェクト」（以下、「コーカンプロジェクト」）（2005 年～2011 年）を立ち上げ、緊急支

援を行うとともに、ケシ撲滅後の貧困削減活動を実施した。その結果、2011 年 3 月のプロジェクト

終了までに一定の成果を上げ、ラオカイ県はケシ撲滅状態をほぼ維持している。 

一方、国連薬物犯罪事務所（UNODC）報告（2011年）によれば、ラオカイ県以外のシャン州北部

地域は、ケシ栽培がいったんは撲滅に近いレベルまで達したものの、近年は増加の兆しを示している。

同地域の農家の多くは、所有農地規模は小さい一方で、農業資材（化学肥料）の投入率は同国平均に

比べ高く、借金して資材投入を行っている。しかし適切な利用技術が普及していないこともあり生産

性は低く、貧困から抜け出せない状態に陥っている〔国連世界食糧計画（World Food Programme：

WFP）、2010 年〕。現状の貧困が継続すれば、人道上の問題のみならず、ケシ栽培の再開と増加につ

ながり、さらに、地域経済格差の広がりが、沈静化しつつある少数民族と中央政府との対立を再燃さ

せる危険をはらんでいる。こうした点から、まずは当該地域における食糧生産と収入の安定が望まれ

ている。 

これら背景から、JICA は、ミャンマー政府の要請に基づき 2014 年 5 月から 2019 年 5 月までの予

定で、シャン州北部地域の 3県において、農家の生活環境と生計に関する現状を把握し、農家や市場

ニーズに基づき同定された代替作物/品種を普及し、かつ農外収入源確保のためのパイロット活動を

通じ、農家の生計手段の多様化を図り、もって、同地域のケシ撲滅状態維持に寄与することを目的と

した「シャン州北部地域における麻薬撲滅に向けた農村開発プロジェクト」（以下、「本プロジェクト」）

を実施している。本プロジェクトは、ミャンマー国国境省国境地域少数民族開発局（PBANRD）を

カウンターパート（C/P）機関、農業畜産灌漑省農業局（DOA-MOALI）、農業研究局（DAR）を協力

機関として実施中である。 

2015 年 2月にコーカン地区で発生した反政府勢力と政府軍の武力衝突の影響を受け、2015年 2月

以降、プロジェクトは、活動範囲を当初設定したモデルサイトから大幅に縮小し、ラショー以南の幹

線道路沿いを中心に活動を行っている。これに伴い、活動の手法も、当初想定した“専門家が遠隔地

のモデルサイトで住民に対する直接的な技術指導を行いつつ、C/P に OJTの機会を提供し、C/P の育

成を図る”モデルから、“活動可能な地域において C/P を座学やモデルビレッジ等において育成し、

遠隔地のサイトにおいては C/P のみで住民にサービスの提供を行う”手法に変更している。 
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今般、当該プロジェクトが協力期間の中間地点を迎えるにあたり、2013 年 9 月に締結された討議

議事録（R/D）に基づいて、日本側評価調査団による中間レビュー調査を実施した。本調査では、プ

ロジェクトの投入、活動、成果を確認し、プロジェクト目標と上位目標の達成見込みを分析するとと

もに、評価 5項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点からプロジェクトの進捗

と達成状況を分析した。そのうえで、今後のプロジェクト運営及びプロジェクト目標の達成に向けて、

とるべき措置を中間レビュー調査報告書に取りまとめ、ミャンマー側へ報告を行った。 

 

１－２ 調査団の構成と調査日程 

（1）調査団の構成 

調査団のメンバーは以下のとおりである。 

担 当 氏 名 所属先/役職 

総 括 平  知子 
JICA農村開発部 農業・農村開発第一グループ 第一チーム 

課長 

代替開発 清家 政信 JICA国際協力専門員 

協力企画 今井 裕明 
JICA農村開発部 農業・農村開発第一グループ 第一チーム 

調査役 

評価分析 望月 昭宏 株式会社アイコンズ 

 

（2）調査日程 

本中間レビューは 2016 年 11 月 6 日（日）から 2016 年 11 月 25（金）の日程で実施された。

なお、評価調査日程の詳細は以下のとおり。 

日順 日 付 平団長 清家団員 今井団員 望月団員 

1 11/6 日  ネピドー着 

2 7 月  
PBANRD本部との協議 

DOA of MOALI本部との協議 

3 8 火  
PBANRDラショーとの協議 

DOA ラショーとの協議 

4 9 水  C/P との協議 

5 10 木  
サイト視察（Pinglon村、Narhpot村、

Hpethtuk村） 

6 11 金  
モデル村視察（Pachi村、Namhtanma

村、Khashi村） 

7 12 土  書類整理 

8 13 日  書類整理 

9 14 月 ネピドー着 書類整理 
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10 15 火 
PBANRD本部との協議 

DOA 本部との協議 

関連機関との協議 

（DET、LBVD、DOF、CCDAC） 

11 16 水 サイト視察（DAR Kyaukme 農場） 

12 17 木 
サイト視察（Pinglon村、Narhpot村、 

DAR Naungmon 農場） 
書類整理 

13 18 金 
日本側調査団団内打合せ 

合同評価委員会打合せ 

14 19 土 合同評価委員会打合せ 

15 20 日 移動日（陸路にてラショーからネピドーへ移動） 

16 21 月 書類整理 

17 22 火 合同評価委員会打合せ 

18 23 水 合同評価委員会打合せ 

19 24 木 協議議事録案最終化 

20 25 金 
JCC開催 

ネピドー発 

DET：Department of Education and Training（国境省教育研修局） 

LBVD：Livestock Breeding and Veterinary Department（畜水産省畜産獣医局） 

DOF：Department of Fischery（水産局） 

CCDAC：Central Committee for Drug Abuse Control（内務省中央麻薬統制事務所） 

JCC：Joint Coordinating Committee（合同調整委員会） 

 
 

 

１－３ プロジェクトの概要（中間レビュー調査調査時点） 

（1）プロジェクトの概要 

2013年 9月に署名された R/Dで合意されたプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）

の内容に基づくプロジェクトの概要は以下のとおりである。 

 

表－１ プロジェクト概要表 

プロジェクト名 ミャンマー連邦共和国シャン州北部地域における麻薬撲滅に向けた

農村開発プロジェクト 

（英語名） Project for Eradication of Opium Poppy Cultivation and Rural Development 

in the Northern Part of Shan State 

プロジェクトサイト ミャンマー国シャン州 

協力期間 2014年 5月 7日～2019年 5月 9日（5年間） 

相手国対象機関 国境省国境地域少数民族開発局（PBANRD） 

農業畜産灌漑省農業局（DOA-MOALI）、農業畜産灌漑省農業研究局
（DAR-MOALI） 
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対 象 パイロット地区の農家約 2万 8,000名 

PBANRD職員約 30名 

DOA の対象地域事務所職員及び農場職員約 80名、DARの農場職員約
10名 

 

表－２ プロジェクトの要約と指標（PDM Ver.1.2） 

上位目標：シャン州北部地域におけるケシ栽培面積が増加しない。 

指標 1：シャン州北部地域のケシ栽培面積がプロジェクト開始時より増えない。 

指標 2：本プロジェクトを参照した活動が、パイロット地区以外の 20地区でも実施される。 

 

プロジェクト目標：ケシ栽培回帰を防止するための収入源多様化と農業生産性向上を通じ農

家の家計状況が改善する。 

パイロット地区の農家において： 

指標 1：消費用借金が減少した農家の割合が 20％上がる。 

指標 2：自給用作物の生産量が 10％上がる。 

指標 3：750戸以上の農家が代替収入源を新たに得る/強化する。 

 

成果 1：対象地域において、農家の生活環境と生計に関する課題と優先事業が特定され報告書

にまとめられる 

指標 1-1：報告書が取りまとめられ、関係者と共有される 

 

活動 1-1：PBANRDと DOA が合同調査チームを形成する。 

活動 1-2：農家の生活環境と生計に関する社会経済調査を行う。 

活動 1-3：調査を基に優先事業を特定し、開発計画策定を提言する。 

活動 1-4：報告書を関係者に共有するワークショップを開催する。 

 

成果 2：農家の意向・市場性・技術上の妥当性等を考慮した代替作物/品種が同定され農家に

提示される。 

指標 2-1：10種類以上の作物・品種が DARと DOA により提示される。 

指標 2-2：10種以上の栽培技術が農家のニーズに基づいて確立する。 

活動 2-1：農家の意向と市場性を考慮した有望な代替作物・品種の選定を行う。 

活動 2-2：栽培と肥培管理技術の実証を行う。 

活動 2-3：有望な代替作物の研究開発拠点を対象試験農場と農家の圃場に設置する。 

活動 2-4：モデル活動を実施する。 

活動 2-5：技術マニュアルを作成する。 

 

成果 3：農業改良普及員の普及方法が改善される。 

指標 3-1：12人以上の普及員が評価基準を満たす。 

指標 3-2：20種以上の作物/品種と営農技術が普及員を通じ農家へ導入される。 

 

活動 3-1：対象地域における農業普及の現状を調査する。 

活動 3-2：普及員に対し、農家のニーズに基づく普及方法に関する研修を実施する。 

活動 3-3：普及拠点を設置する。 

活動 3-4：農家に対し、普及サービスを行う。 

活動 3-5：普及員が実施した普及サービスを評価し、フィードバックする。 

 

成果 4：対象地域における生計向上と収入向上手段が特定される。 
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指標 4-1：対象地域にて 20以上の生計向上と収入向上手段が実証される。 

 

活動 4-1：有益な農村開発活動（日本の ODA 事業含む）に係る情報の収集/レビュー/分析を行

う。 

活動 4-2：可能性のある収入源に関するバリューチェーン分析と妥当性確認調査を実施する。 

活動 4-3：パイロット活動を計画する。 

活動 4-4：パイロット活動を実施し、評価する。 

活動 4-5：実施のためのガイドライン、実施体制等を取りまとめる。 

 

 

 

（2）プロジェクトの実施体制 

本プロジェクトでは、PBANRDの局長がプロジェクト・ディレクター、PBANRD副課長がプ

ロジェクト・マネジャーとしてプロジェクトの全体的なマネジメントを担っている。また、

PBANRD 本部を議長とし、DOA、DAR を実施機関とし、計画財務省対外経済関係局（Foreign 

Economic Relations Department：FERD）、DET などシャン州のケシ撲滅の代替作物開発に携わる

関連機関及び JICA ミャンマー事務所及び日本人専門家から構成される合同調整委員会（JCC）

が本プロジェクトのモニタリング機関として形成されている。 

 

１－４ プロジェクトをとりまく環境の変化 

2015 年 2 月のラオカイ地区に端を発する治安の不安定化は、他のシャン州北部地域にも拡大し、

本プロジェクトの実施運営に対する大きな制約要因となった。本プロジェクトの実施プロセスをレビ

ューすると、代替開発の追求、実現はプロジェクトをとりまく環境により左右されることが改めて共

通認識として確認された。その一方で中間レビュー調査団はミャンマー政府と JICAの長期的なコミ

ットメントが、プロジェクトの柔軟な運営管理を可能にしていることを再確認した。 

本プロジェクトの実施プロセスは、現行 PDMにおいて、対象地域と規定されている 7地区（V/T）

における治安状況の悪化に伴い、以下の 3ステージに区分される。 

 ステージ 1 【プロジェクト開始から治安が悪化した 2015年 2月まで】 

 ステージ 2 【2015年 2月から 2016年 2月（第 3回 JCC）まで】 

 ステージ 3 【2016年 2月から 2016年 11月（中間レビュー調査）まで】 

各ステージにおけるプロジェクトをとりまく環境は以下のとおりである。 

 

（1）ステージ 1  

この期間はプロジェクトの実施に際して特段の問題は生じておらず、C/P とともに日本人専門

家が対象地域である V/Tを訪問し、生計向上に関する活動を直接実施するとともに、C/P の能力

強化も並行して実施することが計画されていた。  

7 V/T
1においてニーズ調査を実施し、農業開発と生計向上活動を含む 99 件のパイロット活動

が特定された。これらは地域住民のオーナーシップの醸成を目的としていたが、ステークホルダ

ーの期待は非常に大きなものであった。そのため、プロジェクトは 99 件の活動のうち数件をフ

ァストトラックで実施すべく選定を行った。目に見える結果をプロジェクト実施の早い段階で示

                                                 
1 プロジェクトの対象地域として設定されている、以下の七つのビレッジ・トラクト（地区）を指す。Phayargyi、Myothit、Kaungkha、

Mongpaw、Pansay、Manlaw、Sinpinkai。 
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すためである。選定されたのは、チャの生産向上【Phayargyi（Namsan）】、ウォールナッツ苗木

の配布【Sinpinkai（Konkyan）】、カリン苗木の生産と配布【Kaungkha（Kutkai）】、有望なコムギ

種の選定【Pansay（Namkham）】といった活動が、他の活動に先駆けて実施された。さらに、プ

ロジェクトはヤンゴンへのスタディツアーを企画し、農民、PBANRD、LBVD の職員を招へいし

た。コミュニティ開発の推進には地元のニーズを調査し、ニーズに対応した政府機関（例えば

LBVD）の行政サービスが的確に提供されるよう調整することである。また、農業研究開発に関

する活動（成果 2）では、DAR 及び DOA が所有する合計 4 カ所の農場整備が計画された。 

なお、ステージ 1 の段階でも幾つかの制約が確認された。第一にパイロットサイトは地理的に

広範囲にわたって点在しており、訪問には時間を要した。プロジェクト事務所の所在地であるラ

ショーから、車両で移動する場合片道 2 時間から 8 時間要する。タウンシップに居住している普

及員ですら、パイロットサイトまで 30 分から 3 時間程度を要した。このようにプロジェクトサ

イトが遠隔地に位置していることが、プロジェクト管理を難しくしている一因であった。個々の

プロジェクトサイトの管理は可能であったものの、地理的にも遠い 7 地域に点在している 99 件

のパイロット活動を同時に遠隔管理することは非常に困難であった。2 点目として、全体として

の治安状況は、当時は安定していたが、それでも幾つかのサイトではステージ 1 時点より既に治

安が不安定であった。例えば Pansay パイロットサイトでは、当時から既に少数民族による反政

府活動が活発であったため、日本人専門家は同 V/T を訪問したことがない。同 V/T でのニーズ

調査は村民を近隣の街に呼び寄せ、そこで聞き取り調査を行う方法で実施した。同様に Myothit 

V/T でも治安が不安定であった。3 点目として、インフラ建設に関しては、JICA 本部がプロジェ

クトに対して JICA の品質管理・安全管理基準を順守するよう指導したことが挙げられる。同指

導に基づきプロジェクトは在ヤンゴンのコンサルタントを雇用し設計と建築管理を実施したが、

プロジェクト側は当初このプロセスを 4 カ所の農場で実施することは想定しておらず、農場設備

向上プロセスの遅れの要因となった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

チャの生産性向上の指導風景（2014 年 11 月、Namsan 農場） 

 

（2）ステージ 2 

2015 年 2 月 9 日、Laukai 地区において全国ミャンマー民主同盟軍（Myanmar Nationalities 

Democratic Alliance Army：MNDAA）によるミャンマー国軍への攻撃が開始された。当時、Konkyan

タウンシップに2名の日本人専門家が滞在していたが、ラショーに帰還するまで3週間を要した。

農民 

日本人専門家 

普及員 
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軍事活動の勃発に伴い、プロジェクトサイトの治安が急速に悪化したことから、JICA 本部は現

地の JICA 職員、現地雇用職員及び現地コントラクターに対して、移動はラショー及びラショー・

マンダレー間の幹線道路のみを許可し、シャン州北部地域への立ち入りを禁じた。 

治安の悪化に伴い日本人専門家は対象地域とされていた 7 V/T への立ち入りが不可能になっ

た。そのため、プロジェクトは活動の実施方法とアプローチについて修正を行う必要が生じた。

選択肢は 7 V/T で活動を継続するか、もしくは対象地域を日本人専門家の立ち入りが治安上問題

のない場所に変更するかのいずれかであった。 

当時、プロジェクトは比較的短期間で治安情勢が改善すると見込んでおり、通常活動が再開可

能であると判断した。その根拠として、ミャンマー政府は武装した少数民族グループとの間で、

全土的停戦合意交渉の枠組みを通じて治安の安定と事態の改善に努めていたためである。そのた

め、プロジェクトは日本人専門家の代わりに C/P が当該地域を訪問する遠隔管理によって、7 V/T 

で活動を継続することとした。 

遠隔管理の効率性改善のため、プロジェクトはラショーに普及員を呼び寄せ、定期的に能力強

化研修を実施してきた。また、DAR の二つの実験農場での農業試験活動の拡充、さらにラショ

ーのタウンシップにおける六つの村が、生計向上活動のモデル村として新規に加えられた。他方、

DOA の Nali 農場と Kutkai 農場を代替作物のための実験農場として機能向上させる活動は、JICA

本部による当該地域（Laukai 地区、Kutkai 地区）への JICA 職員、専門家、現地スタッフの立入

禁止令により実施を見送った。 

また、プロジェクトは、紛争に巻き込まれ全資産を失った農民が生活を立て直すための一助と

なるべく、Laukai 地区の農民に対してタイミング良く迅速に種子と肥料を配布した。同活動は当

初計画には含まれていなかったものの、軍事紛争により甚大な被害を被ったプロジェクト対象地

域の農民に対する支援が必要と判断され実施された。この活動は地域農民とプロジェクトの信頼

関係の維持に大きく貢献した。なお、同活動は JICA が当該地域において実施した過去のプロジ

ェクト（コーカンプロジェクト）に参加経験のある PBANRD 職員と DOA 普及員によって実施

されたことも特筆すべきである。 

 

 

 

 

 

 

 

※日本人専門家は現場に立ち会

っていない。 

種子と肥料の配布(2015 年 9 月、Laukai 地区及び Konkyan 地区） 

普及員 

農民 



 

 

プロジェクトは 2015年 6月に開催された第 2回 JCCにおいてPDMの軽微な修正を行ったが、

当時、治安が改善する見込みもあったため PDMの大幅修正は見送られた。他方、遠隔管理は期

待されていたようには機能せず、治安悪化後、対象 V/T におけるパイロット活動は十分にモニ

タリングが実施できなかった。モニタリングが十分に実施できなかった理由として、主に以下の

2点が挙げられる。 

① C/P が勤務しているタウンシップ事務所からプロジェクトサイトへの訪問が困難であっ

たこと 

② 農民、普及員、日本人専門家の 3者間の言語コミュニケーションに問題があったこと 

結論として、距離とコミュニケーションの問題が遠隔管理の制約要因となった。一例として、

プロジェクトは当初、2015年に Namkhanタウンシップの Pansay V/T での栽培に最も適した種類

を 3 種類の候補から確認し、2016 年に栽培開始の予定であったが、活動の遅れにより、有望種

の特定が完了したのは 2016年になってからであった。 

また、治安に対する現地の人々と JICAの認識の相違も課題であった。JICA本部はラショー及

びラショー・マンダレー間の幹線道路沿いのみでの活動を許可し、シャン州北部地域での活動を

禁止した。一方、現地の人々は Kutkai、Namsan と一部地域での活動に関しては日本人専門家の

安全が十分に確保できると考えていた。この認識の相違は、当初の対象地域における遠隔管理の

困難さと相まって、プロジェクトチームに対して大きな負担となった。 

 

（2）ステージ 3 

治安状況には回復の兆しがみられず、コーカン地区における戒厳令は当初 2015年 5 月までの

3 カ月間の予定であったが、9カ月間延長され 2015 年 11月までとなった。そのため、治安情勢

の見通しに対する認識の修正が必要となった。 これは、プロジェクトの残り期間においても、

当初より対象地域と設定されている 7 V/T への立ち入りが不可能になったことを意味する。先に

記したとおり遠隔管理の課題に照らし合わせ、プロジェクトは国家和解プロセスと平和会議の動

向を見守りつつも、プロジェクトアプローチを修正する時期が到来したと判断した。 

JICAは2015年12月に運営指導調査団を派遣し、その結果をPBANRD局長に対して報告した。

その後、2016年 2月には修正 PDM案を JCCメンバー間で協議し、2016年 6月の第 3回 JCCに

修正 PDM案を提案し、承認された。これが現行 PDM（Version 1.2）である。この修正により以

下の点が承認され、ラショータウンシップがモデル村として正式に対象地域に追加された。 

① 対象地域である V/T におけるパイロット活動は中断されるが、プロジェクトは遠隔管理

により 7 V/T のパイロット活動のモニタリングとフォローアップを継続する。 

② 6モデル村とDOA及びDARの合計4農場における代替開発モデルの開発並びにPBANRD、

DOA、DARの C/P 及び関連部署の能力強化活動は拡大して継続される。 
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ラショーにおける PBANRDと DOA C/Pに対する社会経済調査手法研修風景 

 

対象 V/T におけるパイロット活動が中断されている現状より、プロジェクトは現プロジェク

ト目標及び上位目標の達成について戦略を再構築する必要がある。中間レビュー調査実施期間中

の 11 月 20 日に、対象地域から約 170km 付近の Muse 地域において、カチン独立軍（Kachin 

Independence Army：KIA）、タアン/パラウン民族解放軍（Ta'ang National Liberation Army：TNLA）、

MNDAA が合同でミャンマー政府軍に対する攻撃を行っており、治安改善の兆候はみられない。

このような状況並びにこれまでの経緯を考慮すると、中間レビュー調査時点において、プロジェ

クトアプローチ並びに現行 PDMの修正に関する検討が必要であると判断される。 
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第２章 評価の方法 

 

２－１ 評価の枠組み 

本中間レビューでは、「新 JICA事業評価ガイドライン第 1版」（2010年）を指針として、以下の手

順にて評価を実施した。 

 

（1）プロジェクトの実績、実施プロセス、評価 5 項目に関する詳細な評価設問と必要な情報・デ

ータ、情報源、情報収集手段等を記述した評価グリッドを作成する。 

 

（2）PDMに基づいて、プロジェクトの実績を確認する（PDMは「付属資料１の Annex 1」または

「表－２ プロジェクトの要約と指標（PDM Ver. 1.2）」を参照）。 

 

（3）実施プロセスを検証し、プロジェクトの活動実施及び成果産出に貢献した要因または阻害し

た要因を分析する。 

 

（4）評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）の観点から、現状・実績に基

づき、包括的に評価を実施する。 

 

（5）評価結果に基づき、2019年 5月のプロジェクト終了を見据え、プロジェクトチーム及び C/P

がプロジェクト期間中に取り組むべき事項、プロジェクト終了後に C/P が継続して取り組むべ

き事項を整理する。 

 

（6）評価・協議結果を評価報告書として取りまとめる。 

 

２－２ 中間レビュー調査のポイント 

本調査では現状・実績に基づき評価 5項目を用いて、影響する貢献・阻害要因とともに検証、評価

を行う。加えて、実施プロセスの検証を重点的に実施し、円滑なプロジェクト実施に向けた改善点を

検討する。 
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表－３ 中間レビュー調査のポイント 

項 目 評価の視点例 

実績の検証 - 投入は計画どおりか。（計画値との比較） 

- 成果は計画どおり産出されているか。（目標値との比較） 

- プロジェクト目標の達成の見込みはあるか。（目標値との比較） 

実施プロセ

スの検証 

- 活動は計画どおりに実施されているか。 

- 実施機関や C/P のプロジェクトに対する認識は高いか。 

- 技術移転の方法に問題はないか。 

- プロジェクトのマネジメント体制（モニタリングの仕組み、意思決定過程、プ

ロジェクト内のコミュニケーションの仕組み等）に問題はないか。 

- プロジェクトの実施過程で生じている問題はあるか。その原因は何か。 

〈評価 5項目〉 

妥当性 - （必要性）対象地域・社会のニーズに合致しているか。ターゲットグループの

ニーズに合致しているか。 

- （優先度）ミャンマー政府の開発政策との整合性はあるか。日本の援助政策・

JICAの援助実施方針との整合性はあるか。 

- （手段としての適切性）プロジェクトはミャンマー政府の麻薬撲滅と代替作物

開発に対する効果を上げる戦略として適切か。日本の技術の優位性はあるか。 

- （その他）プロジェクト開始以降、プロジェクトをとりまく環境（政策、経済、

社会等）の変化はないか。 

有効性 - （プロジェクト目標の達成予測）投入・成果の実績、活動の状況に照らし合わ

せて、プロジェクト目標の達成の見込みはあるか。プロジェクト目標の達成を

阻害する要因はあるか。 

- （因果関係）成果は、プロジェクト目標を達成するために十分か。成果からプ

ロジェクト目標に至るまでの外部条件は、現時点においても正しいか。外部条

件が満たされる可能性は高いか。 

効率性 - （成果の達成度）成果の達成度は適切か。 

- （実績と目標値との比較）成果達成を阻害した要因はあるか。 

- （因果関係）成果を産出するために十分な活動であったか。成果を産出するた

めに十分な投入であったか。 

- （投入の実施状況）計画に沿って活動を行うために、過不足ない量・質の投入

がタイミング良く実施されたか、実施されているか。 

インパクト - （上位目標の達成予測）投入・成果の実績、活動の状況に照らし合わせて、上

位目標は、プロジェクトの効果として発現が見込まれるか。上位目標を達成す

るための方策が考えられているか。 

- （因果関係）上位目標とプロジェクト目標は乖離していないか。 

- （波及効果）上位目標以外の効果・影響が想定されるか。 

持続性 - 援助が終了しても、プロジェクトで発現した効果が持続する見込みがあるか。 

- （政策・制度面）政策支援は協力終了後も継続するか。 

- （組織・財務面）協力終了後も、効果を上げていくための活動を実施するに足

る組織能力はあるか（人材配置、意思決定プロセス、等）。将来プロジェクトの

成果を持続させていくための予算確保の対策は十分か。 

- （技術面）資機材の維持管理は適切に行われているか。中核となる人材は質量

ともに十分に育成され、環境保全のための継続的な実施が期待できるか。また、

技術の定着・発展が期待できるか。 
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２－３ 情報収集手段 

本中間レビュー調査では、既存資料レビュー、質問票・インタビュー調査、現地調査により、情報・

データを確認、収集した。 

 

（1）プロジェクト関連資料レビュー 

本プロジェクトに関する報告書 ・ シャン州北部地域における麻薬撲滅に向けた農

村開発プロジェクト詳細計画策定調査報告書

（2013年、和文） 

・ シャン州北部地域における麻薬撲滅に向けた農

村開発プロジェクトベースライン調査報告書

（2013年、和文） 

プロジェクト作成資料 ・ 第 3回技術協力実施運営総括表（2016年、和文） 

・ プロジェクト中間評価資料（2016年、和文） 

・ Completion Report in FY 2015 on Training courses 

for Agriculture Extension Staff fron June 2015 to 

March 2016 （2016年、英文） 

日本政府の対ミャンマー援助政策文書 ・ 対ミャンマー経済協力方針（2012年、和文） 

 

（2）質問票調査・インタビュー調査 

専門家及び C/P に対して質問票を作成・配布した。質問票への回答結果及び上記 1）のプロジ

ェクト関連資料を基礎情報として個別インタビュー調査を行った。 

 

表－４ 面談者リスト 

氏 名 所属組織 

U San Wai Director HQ Nay Pyi Taw, PBANRD 

U Hla Myint Aung Deputy Director General, DOA of MOALI HQ Nay Pyi Taw 

Daw Lin Lin Thi Deputy Director, DOA of MOALI HQ Nay Pyi Taw 

Daw Nang Thien Gi Htwe Assistant Director, PBANRD 

U Myat Kyaw Assistant Director (Shan State North, State Officer), DOA 

U Sai Than Aung Laukai District Manager, DOA 

Daw Ni Ni Win Nali Farm Manager, DOA 

U Maung Maung Aye Kyaukme District Manager, DOA 

U Sai Aung Win Namsan T/S, DOA 

U Maung Maung Lay Muse (Pansai-Kyukok Sub-T/S office), PBANRD 

U Maung Zaw Namsan T/S, PBANRD 

Daw Swe Swe Oo Head Mistress, DET 

Dr. Soe Naing Win Township Officer, LBVD 

U Ye Nyunt District Manager, DOF 

Pol. Maj. Ye Naing Head of Unit, CCDAC 

吉田 実 日本人専門家、チーフアドバイザー 

今村 甲 日本人専門家、業務調整/広報 

－12－



 

 

片山 克己 日本人専門家、農業普及/研修 

藤山 修 日本人専門家、営農 

中村 直子 日本人専門家、農村開発 

 

（3）現地調査 

プロジェクトの実施サイトにおける活動状況確認のため、以下を訪問・視察した。 

 6モデル村（Pinglon、Narhpot、Hpethtuk、Pachi、Namhtanma、Khashi） 

 DAR Kyaukme農場、DAR Naungmon農場 

－13－



 

 

第３章 プロジェクトの実績と実施プロセス 

 

３－１ 投入の実績 

（1）日本側の投入 

1）専門家の派遣 

プロジェクト開始から中間レビュー調査時点までに延べ 9名の専門家が派遣された。専門家

氏名と担当分野は以下のとおりである。 

 

表－５ 専門家派遣リスト 

氏 名 担当分野 派遣期間（予定を含む） 

長期専門家 

吉田 実 チーフアドバイザー 2014年 3月 30日～2017年 3月 29日 

片山 克己 農業普及/研修 2014年 5月 6日～2017年 5月 5日 

福山 誠 農村開発 2014年 5月 7日～2016年 4月 24日 

今村 甲 業務調整/広報 2014年 9月 6日～2017年 9月 5日 

藤山 修 営農 2015年 2月 9日～2017年 2月 8日 

中村 直子 農村開発 2016年 9月 29日～2018年 9月 28日 

   

短期専門家 

渡辺 利通 チャ栽培 2014年 10月 24日～2014年 11月 23日 

高橋 昭雄 社会経済調査 
2015年 1月 13日～2015年 3月 2日 

2016年 7月 22日～2016年 9月 11日 

松本 満夫 工芸作物 2016年 10月 9日～2016年 10月 29日 

 

 

2）資機材の供与 

プロジェクト実施に必要なオフィス機器（パソコン、プリンター）、気象観測装置、穀物

水分計、プロジェクターなどが購入され、プロジェクト活動に効果的に利用されている。な

お、プロジェクト期間中であるため、機材の管理はプロジェクトチームによってなされてい

る。機材リスト、インフラ及び資材リストは下記のとおり。 

 

表－６ 機材リスト 

品  目 数量 

自動車（4 WD） 4 

発電機 1 

ラップトップ PC 7 

デスクトップ PC 3 

プロジェクター 3 

カラープリンター 1 

スキャナー 1 

UPC 1 

穀物水分計 5 

気象観測装置 5 
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デジタル秤 2 

ハンディカム 1 

金 庫 1 

 

表－７ インフラ及び資材リスト 

（単位：米ドル） 

品  目 金額 

農業開発  

（2014会計年度）  

気象観測装置 （DAR Naungmon 農場） 2,367 

ウォールナッツ苗木（Laukai） 19,655 

チャ苗床（Namsan） 3,337 

（2015会計年度）  

チャ苗床（Namsan） 3,119 

気象観測装置、秤、その他 23,886 

種子配布（コメ、トウモロコシ）（Laukai） 6,392 

カリン苗木（Kutkai） 5,682 

肥料配布（Laukai） 46,960 

種子配布（エンドウ、肥料 ）（Laukai） 7,804 

（2016会計年度）  

種子（コメとトウモロコシ）、肥料配布（Laukai） 8,313 

生計向上  

（2015会計年度）  

養豚（Namsan） 1,270 

養豚（Kutkai） 1,810 

養豚（Lashio） 4,411 

種子バンク（Lashio） 2,619 

（2016会計年度）  

養豚（Lashio） 1,023 

農場施設改善  

（2015会計年度）  

DAR Kyaukme 農場、DAR Naungmon 農場 191,602 

機材  

（2014会計年度）  

4WD 車（4台） 154,500 

合 計 484,750 

出典：プロジェクトチーム 

 

3）C/P 研修の実施 

プロジェクト開始後、中間レビュー時点までに本邦研修及び第三国研修が実施された。本邦

研修は 2015年と 2016 年に実施され、合計 12名が参加した。また、第三国研修は、タイ（2015

年）とラオス（2016 年）で実施され、合計で 17名が参加した 
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表－８ 本邦研修参加者リスト 

 氏 名 所属組織 

1 U Htwe Hla Director General, PBANRD 

2 U Ohn Myint Deputy Director, PBANRD 

3 U Tun Aung Deputy Director, PBANRD 

4 U Maung Kyaw Chairperson, Palaung Self Administrated Zone, PBANRD 

5 U Tang Goon Regional Development in charge, Mongpaw Militia, PBANRD 

6 U Myin Shaw Chan 
Executive Committee Member, Kokang Self Administrated 

Zone, PBANRD 

7 U Saw Thein Htike Deputy Staff Officer, DOA 

8 U Aung Zin Oo Deputy Staff Officer, PBANRD 

9 U Soe Lin Aye Deputy Commander, Myanmar Police Force 

10 U Thant Lwin Maung Staff Officer, Myanmar Police Force 

11 U Sai Than Aung Assistant Director, DOA 

12 U Aung Zaw Moe Staff Officer. DOA 

 

表－９ 第三国研修参加者リスト 

 氏 名 所属機関 研修実施国 

1 U Ohn Myint Deputy Director, PBANRD タ イ 

2 U Soe Yu Lwin Assistant Director, PBANRD タ イ 

3 Daw Naw Siblu Assistant Director, PBANRD タ イ 

4 U Naing Aung Staff Officer, PBANRD タ イ 

5 Daw Pyae Phyo Htet Staff Officer, PBANRD タ イ 

6 U Sai Chit Lwan Wai Oo Deputy Staff Officer, PBANRD タ イ 

7 U Sai San Mine Deputy Staff Officer, PBANRD タ イ 

8 U Sai Yan Sin Nyein Deputy Staff Officer, PBANRD タ イ 

9 U Aung Aung Tun Deputy Staff Officer, PBANRD タ イ 

    

1 U Hlaing Min Htun Deputy Director, DOA ラオス 

2 U Aung Zaw Moe Staff Officer, DOA ラオス 

3 U Sai Aung Win Deputy Staff Officer, DOA ラオス 

4 U Than Naing Deputy Staff Officer, DOA ラオス 

5 U Maung Aung Deputy Staff Officer, DOA ラオス 

6 U Nyi Tin Win Deputy Staff Officer, DOA ラオス 

7 Daw Nwe new Deputy Staff Officer, DOA ラオス 

8 Daw Nway Nway Zaw Assistant Staff Officer, DOA ラオス 
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4）プロジェクト現地経費の支出 

プロジェクト開始から 2016 年 10 月末までに、合計約 9,398 万円2（93 万 4,179 米ドル）の

プロジェクト現地経費が支出された。内訳は以下のとおり。 

- 在外事業強化費：564,191米ドル  

- 機材調達費  ：178,386米ドル 

- 農場整備費  ：191,602米ドル 

 

表－10 現地経費支出内訳 

（単位：米ドル） 

支出項目 2014 2015 2016 合計 

在外事業強化費 219,211 234,229 110,751 564,191 

1 農業部門 50,561 98,998 22,366 171,924 

2 生計向上部門 6,580 34,551 2,632 43,764 

3 日常経費 162,070 100,680 85,753 348,503 

機材調達費 154,500 23,886 0 178,386 

農場整備費 

（DAR 農場：Kyaukme 農場及び

Naungmon 農場） 

0 191,602 0 191,602 

合 計 373,711 449,717 110,751 934,179 

 

 

（2）ミャンマー国側の投入 

1）カウンターパート（C/P）の配置 

ミャンマー側は PBANRD、DOA、DAR からプロジェクト活動に必要な職員を以下のとおり

C/P として配置した。 

 

表－11 カウンターパート・リスト 

（2016 年 11月 13日現在） 

氏 名 所属機関 肩書/担当 

U Ye Naing Director General, PBANRD Project Director 

U Maung Maung Naing Deputy Director, PBANRD Project Manager 

U Mya Kyaw Assistant Director, DOA Lashio Office 

U Sai Chit Lwan Wai Oo Deputy Staff Officer, PBANRD Chief Counterpart 

U Aung Zaw Moe Staff Officer, DOA Chief Counterpart 

Daw Thandar Win Senior Research Assistant, DAR Chief Counterpart 

U Tun Hla Deputy Staff Officer, PBANRD Laukai District Office 

U Mai Hein Zar Oo Deputy Staff Officer, PBANRD Konkyan Township Office 

                                                 
2 JICA換算レート（2016年 10月、1米ドル=100.606円）にて換算 
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U Yan Aung Kyaw Myo Deputy Staff Officer, PBANRD Kutkai Township Office 

U Maung Maung Lay Deputy Staff Officer, PBANRD Kutkai Township Office 

U Moe Kyaw Aung Staff Officer, PBANRD Kyaukme Township Office 

U Maung Zaw Deputy Staff Officer, PBANRD Namsan Township Office 

U Maung Maung Aye Staff Officer, DOA Kyaukme District Office 

Daw Nang Lwin Lwin Sein Assistant Director, DOA Muse District Office 

U Sai Than Aung Assistant Director, DOA Laukai District Office 

U Sai Aung Win Deputy Staff Officer, DOA Namsan Township Office 

U Hla Taung Deputy Staff Officer, DOA Kutkai Township Office 

U Than Naing Deputy Staff Officer, DOA 
Pansai-Kyukok Sub-Township 

Office 

U Nyi Tin Win  Deputy Staff Officer, DOA Namkhan Township Office 

U Maung Aung Deputy Staff Officer, DOA Laukai Township Office 

U Aung San Myint Deputy Staff Officer, DOA Konkyan Township Office 

U Maung Maung Hla Assistant Staff Officer, DOA Lashio Township Office 

Daw Thandar Win Senior Research Assistant, DAR DAR Naungmon Farm 

U Tin Maung Htay Senior Research Assistant, DAR DAR Kyaukme Farm 

U Aung Moe Tun Deputy Staff Officer, DOA DOA Kutkai Substitute Crop Farm 

Daw Ni Ni Win Staff Officer, DOA DOA Nali Farm 

 

2）施設の提供 

当初、専門家用執務室の提供が計画されたが、C/P側の都合により提供されなかった。その

ため、専門家チームは独自に事務所を借り上げてプロジェクト運営に利用している。 

 

3）プロジェクト現地経費の支出 

ミャンマー側は C/P の人件費をプロジェクト現地経費として支出した。ただし、具体的な金

額については、不明である（各 C/P より情報が提供されず未確認）。 

 

３－２ 活動の実績 

活動計画表（PO）第 1版に示されているように、本プロジェクトの活動は 2015年 2月以降、当初、

対象地域における治安悪化のため変更を余儀なくされた。その後は、おおむね計画どおりに実施され

ている。 

 

活 動 進捗状況 

成果 1 

1-1  PBANRD と DOA が合同調査チームを形成

する。 

［完了］ 

 2014 年 6 月にラショーでタスクチームとニ

ーズ調査チームが形成された。 

 2016 年 2 月にモデル村を対象とした社会経

済調査チームが形成された。 
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1-2 農家の生活環境と生計に関する社会経済調

査を行う。 

［実施中］   

 ニーズ調査（実施済み）：七つの対象タウン

シップで調査が実施された。そのうち三つの

タウンシップ（Myothit、Mongpaw、 Pansay）

に関しては、プロジェクトは代表をラショー

に招へいして聞き取り調査を行うことで対

応した。同調査結果はビルマ語と英語に翻訳

された。また、プロジェクトは 2015 年 6 月

から 2015 年 7 月にかけて社会経済調査を実

施し、その結果はプロジェクトサイト選定用

資料として活用された。 

 社会経済調査（実施中）：同調査は治安の悪

化に伴い、2 V/T（Phayargyi、Manlaw）のみ

で実施された。他方、モデル村において調査

を実施し、現在取りまとめの最終化段階にあ

る。 

1-3 調査を基に優先事業を特定し、開発計画策

定を提言する。 
［完了］ 

 2014年に実施したニーズ調査結果に基づき、

モデル村における優先事業を提案した。 

1-4 報告書を関係者に共有するワークショップ

を開催する。 
［実施中］ 

 プロジェクトはラショーで開催されたワー

クショップを通じて調査結果をステークホ

ルダーと共有した。 

 ワークショップは全部で 5回の実施が予定さ

れており、中間レビュー調査時点では 3回ま

で実施済みである。 

成果 2 

2-1 農家の意向と市場性を考慮した有望な代替

作物・品種の選定を行う。 
［実施中］ 

 ニーズ調査に基づきプロジェクトは 7 V/T

（Phayargyi、Myothit、Kaungkha、Mongpaw、

Pansay、Manlaw、Sinpinkai）における有望作

物を選定した。 

 ニーズ調査に基づき選定された有望作物は

以下のとおりである。 

- トウモロコシ（CP-888 3G） 

- 水稲（202, DU-12） 

- コムギ（Yezin-8,-9,-10） 

- ソラマメ（Yunnan variety） 

- エンドウ（Yunnan variety） 

2-2 栽培と肥培管理技術の実証を行う。 ［実施中］ 

 プロジェクトは下記に記す作物、営農技術を

展示目的として試験的に DAR、DOA、モデ

ル村で実施した。 

 作物：野菜類、トウモロコシ、陸稲、コムギ、

サツマイモ、コンニャクイモ 

 ハトムギ（本邦民間企業との連携により実施） 

 営農技術：ぼかし、被覆技術、竹筒栽培、施

肥技術 
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2-3 有望な代替作物の研究開発拠点を対象試験

農場と農家の圃場に設置する。 
［完了］ 

 DARとDOAの試験農場を研究開発拠点とし

た。プロジェクト活動に基づき、チャ、カリ

ン、ウォールナッツ、エンドウ、ソラマメな

どが有望作物として選定された。 

2-4  モデル活動を実施する。 ［実施中］ 

 2016年 3月よりHpethtuk村とNarhpot村で野

菜栽培が開始された。 

2-5  技術マニュアルを作成する。 ［実施中］ 

 2016 年 4月より 14作物の栽培技術と四つの

施肥技術に関するマニュアルを作成中であ

る。 

成果 3 

3-1  対象地域における農業ニーズを調査する。 ［実施中］ 

 農民のニーズと追加調査の結果より 7 V/Tに

おいて栽培作物が決定された。 

 7 V/T とは以下の 7地区である。Phayargyi、

Myothit、Kaungkha、  Mongpaw,、Pansay、

Manlaw、Sinpinkai 

 農民のチャ栽培に対する強いニーズに基づ

き、プロジェクトはチャ生産計画策定のため

DOA 普及員を通じて、農民の状況とニーズ

の詳細につき確認中である。 

3-2  普及員に対し、農家のニーズに基づく普及

方法に関する研修を実施する。 
［実施中］ 

 普及員の能力強化のため、2016年第 4四半期

から普及手法に関する活動が計画されてい

る。 

 2014年から中間レビュー調査時点までに、16

回の研修が C/P 普及員に対して実施された。 

3-3  対象地域において普及計画を作成する。 ［実施中］ 

 プロジェクトは 2016 年に実施した研修（活

動 3-2）を通じて、普及計画を作成した。現

在、一部地域で同普及計画が実施されてい

る。 

3-4  対象地域の農家に対し普及活動を行う。 ［実施中］ 

 2014 年 10 月よりプロジェクトはチャ、ウォ

ールナッツ、カリンの栽培普及活動を実施し

ているが、治安悪化に伴い遠隔管理で実施し

ている。 

 上記活動は 2015 年 7 月以降、チャとカリン

の苗木が配布され再開されている。 

3-5  普及員が実施した普及活動を評価し、フィ

ードバックする。 

［未実施］ 

 当該活動は毎年実施することが予定されて

いるが、活動の中断と遅延のため、中間レビ

ュー調査時点では実施されていない。 
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成果 4 

4-1 活動を選定する。 

 
［実施中］ 

 調査結果に基づきロングリストが作成され

た。トウモロコシ、チャ、蜂蜜のバリューチ

ェーン分析が実施された。 

 2015年 5 月から 2015年 6 月にかけて、パイ

ロット活動を実施するためのモデル村選定

調査が、Lashio タウンシップから Hsipaw タ

ウンシップまでの道路沿いの村を対象に実

施された。 

 2015 年 7 月から 2015 年 8 月にかけて、6 モ

デル村における有望作物を確認するための

簡易ニーズ調査が実施された。 

4-2 活動の実施準備を行う。 ［実施中］ 

 養豚研修が Phayargyi V/T、Kaungkha V/T及

びモデル村で実施された。 

 養蜂のフィージビリティ調査が 2 V/Tで実施

された。 

 エコツーリズム調査のための視察が

Kaungkha V/T と Myothit V/T において実施

された。 

 生計向上マニュアル（初版）が修正された。 

 主要 6分野（養豚、養魚、果実加工とマーケ

ティング、裁縫、種子銀行、薬物管理）の開

始に向けた準備が実施された。 

4-3  活動を実施する。 ［実施中］ 

 プロジェクトは主要6分野における研修を実

施し、その後、農民はパイロット活動を開始

した。 

4-4  活動をモニタリングし評価する。 ［実施中］ 

 プロジェクトは毎月モデル村における活動

のモニタリングを実施している。 

 2016 年 9 月、Pinglon と Narhpot において活

動のレビューを目的としたワークショップ

を開催した。 

4-5 実施のためのガイドライン、実施体制等を

取りまとめる。 
［実施中］ 

 プロジェクトは「実施ガイドライン（案）」「生

計向上コンポーネントの実施体制（案）」を

作成し PBANRD に提出した。 

 養豚技術マニュアルが作成された。 
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３－３ 成果の達成状況 

成果 1：対象地域において、農家の生活環境と生計に関する課題と優先事業が特定され報告書にま

とめられる。 

成果 1は達成したと判断される。プロジェクト開始当初の対象地域は 7 V/T であったが、治安悪

化に伴い 6 モデル村に変更された。現行 PDM にはプロジェクト実施の前提条件として、「プロジ

ェクト対象地域の治安安定」が設定されており、前提条件が満たされない状況下では、対象地域の

変更は妥当であると判断される。 

指 標 進捗状況 

1-1 報告書が取りまとめられ、

関係者と共有される。 

指標 1-1は達成した。プロジェクトは 2014 年にニーズ調査を 6

タウンシップで実施した。その後、社会経済調査を実施予定であ

ったが、2015 年の治安悪化により活動は中断されている。プロ

ジェクト再開後、対象地域を 7 V/Tから 6モデル村に変更して以

来、簡易ニーズ調査と社会経済調査を 6モデル村で実施し、調査

結果はステークホルダーに共有された。 

 

成果 2：農家の意向・市場性・技術上の妥当性等を考慮した代替作物/品種が同定され農家に提示

される。 

成果 2は中間レビュー調査時点においては、達成に向け順調に推移していることが確認された。

10 以上作物/品種の提示（指標 2-1）は 2017年 3月までに策定予定のマニュアルの完成をもって達

成する見込みである。他方、10以上の営農技術開発（指標 2-2）に関しては、中間レビュー調査時

点では、農家のニーズに基づき三つの営農技術が開発された。 

指 標 進捗状況 

2-1 10種類以上の作物・品種が

DAR と DOA により提示さ

れる。 

 

 

プロジェクトは DAR 及び DOA の試験農場において 14 作物/

品種の実験を行っており、実験結果に基づきこのうち 10作物/品

種の栽培マニュアルを 2017年 3月までに策定予定である。 

現在DAR及びDOAの試験農場において 14作物/品種の実験を

行っているが、今後、モデル村において農民の畑で実験を継続す

る予定である。 

2-2 10種以上の栽培技術が農家

のニーズに基づいて確立

する。 

指標 2-2は実施中である。中間レビュー調査時点では、三つの

営農技術が開発された。 

 

成果 3：農業改良普及員の普及方法が改善される。 

成果 3は目標達成に向けて順調に進展している。評価基準を満たした 12名の普及員育成（指標

3-1）については、14名に対して研修が実施された。現在、評価基準の策定中であり、完成しだい、

評価を実施する予定である。また、20 の作物/品種及び営農技術の導入（指標 3-2）については、

中間レビュー調査時点では 14の作物/品種及び営農技術の導入が完了している。 

指 標 進捗状況（中間レビュー時点） 

3-1 12人以上の普及員が評価基

準を満たす。 

2014 年以降中間レビュー調査時点までに、14 名の C/P 普及員

に対して、16 回の研修が実施された。他方、評価基準について

は現在作成中であり、中間レビュー調査時点では、指標達成に関

する判断はできない。成果達成のため、プロジェクトは遅くとも

2017 年 5 月に開催予定である第 4 回 JCC までにステークホルダ

ーと共有し了承を得る予定を計画している。 
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3-2 20 種以上の作物/品種と営

農技術が普及員を通じ農

家へ導入される。 

目標達成に向けて順調に進展している。14 の作物/品種及び営

農技術は農民に対して技術移転がなされた。詳細は以下のとお

り。 

- 13 作物/品種：ハトムギ、コンニャクイモ、トウモロコシ

（CP-888 3G）、野菜栽培技術、エンドウ、ソラマメ、ウォー

ルナッツ、水稲（202）、水稲（DU-12）、マカデミアナッツ、

コムギ（Yezin-9）、カリン、チャ 

- 営農技術：トウモロコシ栽培における施肥技術 

なお、残りの作物/品種及び営農技術については、プロジェク

ト後半に実施される予定である。 

 

成果 4：対象地域における生計向上と収入向上手段が特定される。 

成果 4 は目標の達成に向けて、順調に進展している。2015 年の治安悪化による影響より、当初

のプロジェクト対象地域から変更されたことに伴い、予定されていた生計向上手段及び収入源開拓

の活動は新たに設定されたモデル村において実施中である。 

指 標 進捗状況（中間レビュー時点） 

4-1 対象地域にて20以上の生計向上と収

入向上手段が実証される。 

対象地域における活動は治安悪化以降、実施されて

いない。治安悪化後、プロジェクトは対象地域を新た

に六つのモデル村に設定し、活動を実施しているが、

PDM の修正は行われていない。他方、生計向上に係

る活動は、収入としての成果はまだ具現していないも

のの、プロジェクトが実施している七つの生計向上手

段（養豚、養魚、果実加工など）は、成果の具現に向

けて確実に進展している。 

 

３－４ プロジェクト目標達成の見込み 

プロジェクト目標：ケシ栽培回帰を防止するための収入源多様化と農業生産性向上を通じ農家の

家計状況が改善する。 

2015年 2月に勃発した軍事衝突による治安悪化に伴い、プロジェクトの対象地域を 7 V/T から 6

モデル村に変更した。他方、治安悪化よりほぼ 2年が経過したが、当初の対象地域である 7 V/T に

おける治安回復のめどは依然として見込まれていない。そのため、プロジェクトは C/P の能力強化

及び普及活動を 6モデル村に集中している。 

なお、現行 PDMでは 7 V/T が対象地域として設定されており、全成果目標が達成したとしても、

プロジェクト目標の達成とはならない。そのため、現行 PDMではプロジェクトの達成度を適切に

評価することができない。 

指 標 進捗状況（中間レビュー時点） 

1. 消費用借金が減少した農家の割合が 20％

上がる。 

2015年以降の治安悪化に伴い、JICA本部により

日本人専門家は対象地域への立ち入りが禁止され

た。このため、対象地域である 7 V/T における活動

のモニタリングが困難となった。そのため、プロジ

ェクトは新たに六つのモデル村をプロジェクトの

活動場所として選定するに至った。 

2. 自給用作物の生産量が 10％上がる。 同 上 

3. 750 戸以上の農家が代替収入源を新たに得

る/強化する。 

同 上 
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３－５ 上位目標達成の見込み 

上位目標：シャン州北部地域におけるケシ栽培面積が増加しない。 

中間レビュー時点におけるプロジェクト目標の達成状況より、上位目標の達成見込みを判断する

ことは時期尚早である。また、上位目標の達成には治安の安定が必須であること、プロジェクト目

標で設定している対象地域の変更が必要である。 

指 標 達成状況 

1. シャン州北部地域のケシ栽培面積がプロ

ジェクト開始時より増えない。 

中間レビュー調査時点では、目標の達成見込みを

判断するのは時期尚早である。 

2. 本プロジェクトを参照した活動が、パイロ

ット地区以外の 20地区でも実施される。 
同 上 

 

３－６ プロジェクトの実施プロセス 

本プロジェクトは治安の悪化より、3カ月の一時中断、再開後は、日本人専門家による活動地域が

大幅に制限されているが、大部分の活動はおおむね計画どおりに実施されてきている。促進要因とし

て DOAの積極的な参加、関係機関との効果的な連携が挙げられる。他方、阻害要因としては、武力

衝突による治安の悪化、遠隔地での活動実施の困難などが指摘される。 

 

（1）プロジェクト実施の促進要因 

1）現場レベルにおける DOA スタッフの積極的な参加 

プロジェクト開始当初、本来の対象地域である遠隔地も含めて、DOA 職員はパイロット活

動に積極的に参加していた。これは DOA 普及員のうち数名はシャン州北部に長期配属されて

いたこと、また、JICA が以前にシャン州北部で実施した各プロジェクトへの参加経験を有し

ているためである。さらに DOAは数名のタウンシップ普及員にも、農村普及員の職務を任命

するなど、プロジェクトに非常に積極的に関与してきており、プロジェクトの重要な促進要因

として挙げられる。 

 

2）関連機関との協力による効果的な研修 

現行 PDMには生計向上に関連する活動は規定されていないが、DET、LBVD、CCDACなど

の関連機関と共同で実施した研修は、関連機関が当該分野で有する経験及び使用言語の観点よ

り、研修の効果的実施に大いに貢献している。 

 

3）DOA C/P のラオカイ地区における優れたイニシアティブ 

JICAが以前、ラオカイ地区で実施したプロジェクトへの参加経験があるDOAのC/Pは、2015

年に勃発した軍事紛争後、一時的に治安が回復した際に、PBANRD 等と調整を行い、種子、

肥料などの必要な物資の調達、配送を行うなど、非常時における優れたイニシアティブを発揮

した。このような JICA事業の経験を有した DOA C/P による自主的な対応は、日本人の活動が

制限されている地区でのプロジェクト活動の円滑な実施に大いに貢献した。 
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（2）プロジェクト実施の阻害要因 

1）武力衝突における治安の悪化 

2015年 2月に勃発した軍事紛争によりプロジェクトは一時中断を余儀なくされた。その後、

プロジェクト活動は再開したが、活動可能地域が大幅に制限されたことにより、プロジェクト

活動の対象地域と活動の見直しを行った。 

 

2）普及員が遠隔地で活動を実施する際の課題 

遠隔地における栽培技術指導は普及員により実施されるが、以下の点が課題として確認され

た。 

遠隔地における治安情勢は頻繁に変化すること。また、普及員が必ずしも、訪問先の農村に

おいて使用されている言語を十分に解しないため、一部農村では村民への指導が十分行えない

ことがあること。さらに、遠隔地訪問に際しての事前の準備、調整が非常に困難であること。 

これらの点が遠隔地域で活動を実施する際の阻害要因となった。 

 

3）PBANRD の不十分なプロジェクト活動への参加 

プロジェクトの活動地域を管轄するラショー事務所レベルでは、人員不足より主要実施機関

である PBANRD の C/P が多忙を極めており、プロジェクト活動への関与度が十分とはいえな

かった。 
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第４章 評価結果 

 

４－１ 妥当性 

本プロジェクトの妥当性は「高い」と判断される。麻薬撲滅に伴う代替開発政策の能力向上は実施

機関である PBANRD と DOA さらにミャンマー政府の開発政策ニーズにも合致している。また、日

本政府の対ミャンマー国援助政策との整合性も高い。 

 

（1）ミャンマー政府の開発政策との整合性 

ミャンマー政府は 1999 年から「麻薬撲滅 15 カ年計画」を開始し 2014 年までの麻薬撲滅を目

標としてきている。また、同政府はケシ撲滅のための法的統制と国境地域の少数民族に対する代

替開発による地域の安定をめざし、30 カ年少数民族開発マスタープラン（2001～2030 年）を策

定している。PBANRDと関連機関は、同マスタープランに基づき国境地域において 2001年から

医療施設、教育施設、橋梁などのインフラ施設の整備を行ってきている。 

 

（2）受益者である PBANRD と DOA のニーズとの整合性 

本プロジェクトの C/P である PBANRDは国境管理の監督官庁であり、DOAは国境地域も含め

てミャンマーにおける農業活動の監督官庁である。両機関ともケシ栽培撲滅のための有効なアプ

ローチを模索している。このような背景より本プロジェクトは、国境地域におけるケシ栽培撲滅

に向けた代替開発政策能力の向上を必要とする両機関のニーズに合致している。 

 

（3）日本の対ミャンマー国援助政策との整合性 

わが国はミャンマーに対する経済協力方針（2012 年 4 月）において三つの重点分野を掲げて

いる。なかでも「1. 国民の生活向上のための支援」では、少数民族や貧困層支援、農業開発、

地域開発の支援が挙げられている。本プロジェクトはケシ栽培撲滅後の経済的に脆弱な少数民族

をはじめとする農民に対して、食糧安全、収入向上などの手段によって生計向上の実現をめざす

ものであり、日本政府の援助方針に合致している。 

 

（4）日本の技術的優位性 

わが国は 1999 年よりミャンマー国シャン州北部地域において包括的な代替開発支援を行って

きた。「代替開発事業実施可能性調査」（1997 年～1999 年）、「代替作物（ソバ）によるケシ撲滅

支援」（1999年～2004 年）、「コーカン特別区麻薬対策・貧困削減プロジェクト」（2005年～2011

年）などを実施してきており、これらの事業より蓄積された経験と知見を有している。 

 

４－２ 有効性 

本プロジェクトの有効性は「やや低い」と判断される。現行 PDMではプロジェクト実施の前提条

件として「プロジェクト対象地域の治安が安定している」及びプロジェクト目標達成のための外部条

件として、「対象地域の社会・経済・政治の環境が大きく悪化しない」が設定されているが、治安悪

化によりこれらの条件が満たされていない。また、中間レビュー調査時点では対象地域における治安
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改善の見込みは立っておらず、現行 PDMの枠組みでは、成果が達成しても、対象地域におけるプロ

ジェクト目標の達成は困難であると判断される。 

 

（1）プロジェクト目標の達成見込み 

プロジェクト対象地域の治安悪化に伴い、日本人専門家、C/P ともに現場での活動が困難な状

況になったことより、治安上安全が確保される地域に活動範囲を限定している。現行 PDMで規

定されている対象地域である 7 V/Tにおいて、日本人専門家が直接、活動を実施できない状況に

あり、プロジェクト目標の確実な達成を見込むことは困難である。このため、プロジェクト目標

の達成には「第６章 提言」に基づき、必要な対策を講じる必要がある。 

 

（2）プロジェクト目標の達成に至るまでの外部条件 

現行 PDM においてプロジェクト実施の前提条件として、「プロジェクト対象地域の治安が安

定している」が設定されていることに加えて、プロジェクト目標達成のための外部条件として、

「対象地域の社会・経済・政治の環境が大きく悪化しない」が設定されている。2015 年 2 月に

勃発した政府軍と反政府軍の武力対立により、これらの条件が満たされない状況下にあることか

ら、中間レビュー調査時点の治安情勢に基づき PDMの修正が必要である。 

 

（3）プロジェクト目標と成果の因果関係 

本プロジェクトでは、対象地域における「農家の生活環境と生計に関する課題と優先事業の特

定（成果 1）」がなされ、この結果に基づくプロジェクト活動を通じて、「農家の意向・市場性・

技術上の妥当性等を考慮した代替作物/品種が農家へ提示（成果 2）」、「農業改良普及員の普及方

法改善（成果 3）」及び「対象地域における生計向上手段と収入源が特定（成果 4）」が産出し、

プロジェクト目標（ケシ栽培回帰を防止するための収入源多様化と農業生産性向上を通じ農家の

家計状況が改善する）が達成されるというデザインになっており、各成果からプロジェクト目標

に至る因果関係は十分にあるといえる。 

しかしながら、2015 年 2 月に発生した軍事衝突以降、プロジェクトサイトにおける治安状況

が急速に悪化し、JICA により日本人専門家の立ち入りが禁止され、プロジェクト活動の運営が

大幅に制限された。これに伴い対象地域に対するプロジェクト活動は C/P をメインに実施する遠

隔管理に移行したものの、一部、対象地域では C/P の立ち入りも困難な状況に陥った。そのため、

活動地区を当初の 7 V/Tから専門家が訪問可能な地区に移行し、六つのモデル村を選定すること

とした。これにより、現行 PDMでは四つの成果目標が達成しても、プロジェクト目標の指標達

成が困難となり、プロジェクト目標と成果の因果関係に乖離が生じることとなった。 

 

４－３ 効率性 

本プロジェクトの効率性は「中程度」と判断される。日本側の投入は日本人専門家、機材の面にお

いて質・量及び時期についておおむね適正であり成果の産出に貢献した。ミャンマー側は PBANRD、

DOA、DARより C/P を任命した。 

なお、治安上の問題より、プロジェクトの活動地域が大きく制限された。他方、C/P 機関以外にも、

生計向上関連の活動において関係機関と積極的に連携し協力を得たことにより、効果的、効率的な研

修、ワークショップの実現につながった。
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（1）成果の達成状況 

「３－３ 成果の達成状況」に記したとおり、治安の悪化によりプロジェクト活動地区を、当

初設定されていた 7 V/Tから 6モデル村に変更した。この変更に伴い日本人専門家が現場で直接

活動を行うことが可能になり、成果の達成に貢献していることが中間レビュー調査において確認

された。 

 

（2）関連機関との協力 

関連機関（LBVD、DOF、DET、CCDAC）との連携、協力によって実施した研修、ワークシ

ョップは、生計向上に係るプロジェクト活動の効果的な実施に貢献している。 

 

４－４ インパクト 

インパクトは「中程度」と判断される。治安の悪化に伴い、プロジェクト目標で定める対象地区に

おける活動が実施不可能となった。そのため、現行 PDMで設定されている成果目標とプロジェクト

目標の相関関係が成立しなくなっており、中間レビュー調査時点において、現行 PDMを用いた上位

目標の達成見込みを評価するのは困難であると判断される。 

他方、本プロジェクトを通じて DOA と DAR の連携が促進されており、正の波及効果が確認され

た。 

 

（1）上位目標の達成見込み 

現行 PDM で前提条件として設定されている治安の安定が、プロジェクト開始後、1 年以内で

満たされなくなり、その後も改善の兆しが見込まれていない。このことから、プロジェクト後半

を考慮しても、プロジェクト目標の達成見込みが困難な状況にある。そのため、中間レビュー調

査時点における状況より、上位目標の達成見込みは困難であると判断される。 

 

（2）波及効果 

中間レビュー時点までに、本プロジェクトの実施を通じて、現場レベルにおける DARと DOA

の連携が促進されたことにより、本プロジェクト以外でも、DAR が管轄する研究活動を DOA が

管轄する普及活動へ活用するための情報共有、連携が積極的に行われるようになってきた。この

ような両者の連携は営農技術の普及のため有効に作用することが期待され、正の波及効果といえ

る。 

 

４－５ 持続性 

中間レビュー時点における本プロジェクトの持続性は「中程度」と判断される。政策面における持

続性は高いと判断される。他方、組織面、財政面、技術面においては、プロジェクト終了後の持続性

確保に向けて C/P 機関による改善が求められる。 

 

（1）政策面 

政策面の持続性は「高い」と判断される。「４－１ 妥当性」に記したとおり、ミャンマー施

府は「麻薬撲滅 15 カ年計画」により、国境地域に居住する少数民族に対して、ケシ栽培撲滅に

向け、開発推進を通じて、法律による管理体制の確立をめざしている。そのため、本プロジェク
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トが目的とする代替開発を通じてケシ栽培撲滅に取り組むミャンマー政府の政策は、継続される

見込みが高い。 

 

（2）組織面 

主要 C/P である国境省は、本プロジェクトに対して専属の担当者を配置したものの、その後の

人事異動に伴い空席となっている。プロジェクトの現場であるラショーにおいては、人員不足の

ため慢性的に多忙であり、本プロジェクトに対する関与が希薄であったため、プロジェクト後半

では現地レベルにおける積極的な関与が期待される。他方、DOA、DAR に関しては、両機関と

もに現場レベルにおける人事異動はほとんどなく、組織面における持続性が見込まれる。 

 

（3）財務面 

中間レビュー調査時点では、PBANRD、DOA、DAR のいずれも財政面における持続性が確実

に担保されていると断定するのは困難である。各 C/P 機関はプロジェクト終了後に向けて予算確

保の必要性が求められる。特に DOAについては、普及員が農村を訪問する際に必要となる交通

費の手当てについて検討を行っていくことが求められる。現状では、公共交通機関の使用が前提

となっているが、一部普及員は移動時間短縮のため、個人所有のバイクを利用しているものの燃

料費の一部補助も行われていない。 

 

（4）技術面 

プロジェクト活動の実施を通して作成されたマニュアル類及び C/P に対して実施された研修

により、技術移転はおおむね的確かつ円滑に実現されてきている。なお、本プロジェクトの対象

となる農村では公用語のビルマ語のみでなく、シャン語などの地方言語が多く話されている村も

ある。他方、シャン語など公用語以外の言語を十分に解する普及員は少ないため、技術的な指導

を行う際に、十分な説明が困難であるといった問題点が指摘されている。この点を考慮してプロ

ジェクトでは、シャン語等のマニュアルを作成し課題に対応、補完している。 
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第５章 結 論 

 

本プロジェクトは 2014年 5月に開始されたが、2015 年 2月に勃発した軍事衝突により、3カ月間

の中断を余儀なくされた。プロジェクト活動再開後も本来のターゲットエリアである 7 V/T において

は、治安上の観点より日本人専門家の立ち入りが全面的に制限された。また、一部、対象地域では

C/P 職員のアクセスにも制限がなされた。このような状況下において、プロジェクト対象地区を当初

の 7 V/Tから、日本人専門家がアクセス可能な地域より 6カ所のモデル村に変更し、プロジェクト活

動を実施してきた。 

プロジェクト目標、成果の達成度及び関係者に対するインタビュー結果から判断した結果、評価 5

項目に関して妥当性は高い、有効性はやや低い、効率性、インパクト及び持続性は中程度と判断され

る。なお、現行 PDMでは前提条件として治安の安定が設定されているが、中間レビュー調査時点で

は前提条件が満たされていない状況下にて実施された。 
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第６章 提 言 

 

上記の分析を踏まえ、本調査団は、円滑なプロジェクト運営、プロジェクト目標や上位目標の達成、

持続性の確保に向けて、以下のとおり提言する。 

 

６－１ 人材開発への転換（プロジェクトに対する提言） 

2015 年 2 月に発生した武力衝突により、プロジェクトの前提条件である「社会治安が保たれる」

が満たされなくなってしまった（「１－４ プロジェクトをとりまく環境の変化」参照）。このため、

現行 PDM による通常の評価方法では、プロジェクトの残り期間における活動を考慮しても十分な結

果を達成する見込みが期待できない。このような経緯を踏まえ、代替開発に向けた人材開発を強力に

推進することを提言する。 

 

 
 

この修正の実現には、代替開発トレーナー（AD トレーナー）の養成、そして AD トレーナーによ

る普及員に対する研修の実施という、2 段階のアプローチが必要になる。 

 

（1）代替開発トレーナーの養成 

「代替開発」は本プロジェクトのキーコンセプトである。1998 年の国連議決 S-20/4 によれば、

代替開発は「包括的、恒久的な不正薬物問題の解決という枠組みにおいて、対象となるコミュニ

ティ及び集団に特有の社会文化的特徴を認識しながら、薬物対策を実行している国における持続



 

 

的な国民経済成長及び持続可能な開発努力のコンテクトにおいて、明確かつ具体的に策定された

農村開発措置を通じ、麻薬及び向精神薬の成分を含む植物の不正栽培を防止・排除するプロセス」

と定義されている。本プロジェクトは特定の作物、技術の普及をめざしているのではなく、代替

開発のプロセスを実行できる人材を養成することをめざしている。 

このことより、中間レビュー調査団は代替開発トレーナー（ADトレーナー）を養成する活動

を導入し、PBANRD、DOA、DAR より候補者を選出し、代替開発の包括的な知識のみならず、

彼ら自身の活動のなかより抽出された教訓を合わせて他者に指導できる人材を養成することを

提案する。座学は重要であるものの、AD トレーナー養成は座学だけでは不十分である。なぜな

ら、彼ら自身の実践と教訓の蓄積が不可欠だからである。そのため、プロジェクトは ADトレー

ナー養成に係る活動を再編成することが求められる。 

 

（2）農業普及員に対する講師養成研修の実施 

AD トレーナーの養成は必要なステップであるが、これだけでは十分ではない。なぜならば、

養成される ADトレーナーの人数には限りがあり、代替開発を実施できる場所は限定されている。

シャン州北部地域においてより広範囲に代替開発のインパクトと普及を実現させるためには、

AD トレーナーが普及員（PBANRD と DOA のタウンシップ職員及び DAR 試験場の職員）に対

して指導する必要がある。このアプローチにより普及員が担当部署において、代替開発を実践す

ることが可能になる。 

また、本中間レビュー調査団はターゲットグループの拡張を提言する。ADトレーナーによる

研修に招へいされるのは、シャン州北部地域の全タウンシップ事務所となる。ただし、Mabein、

Mongmit、Monglon 及び Wa 自治区のタウンシップ事務所は地理的問題よりラショーでの研修参

加が困難なため対象外とする。プロジェクト開始当初からのターゲットグループをプライマリー

ターゲットグループとし、新たに追加するグループをセカンダリーターゲットグループとする。 

各普及員に対する代替開発研修のフォローアップに関して、プロジェクトはプライマリーター

ゲットグループの普及員に対する予算的支援を計画中である。本中間レビュー調査団がプライマ

リーターゲットグループの普及員に予算支援の集中を提言する理由は、以下の 2 点からである。

1点目は管理面からである。プロジェクトチームはプロジェクト経費の支出管理を行う必要があ

ること、2点目として代替開発は PBANRD、DOA、DAR の通常業務として実施されるべきであ

り、そのため普及活動に必要となるリソースはタウンシップ事務所のリソース（人員、予算など）

と関連づけられることで、プロジェクト終了後の持続性の向上につながる。 

ToT（訓練者のための訓練）制度の組織化は普及員の持続性に不可欠である。他方、中間レビ

ュー調査時点では、プロジェクトは AD トレーナーの育成と普及員に対する ToT の開始に注力

すべきである。このため中間レビュー調査団は、持続性の観点よりプロジェクトがステークホル

ダーとともに同制度の確立について、議論を開始すべきことを提案する。 

 

６－２ コミュニティ・インフラ・コンポーネント（プロジェクトに対する提言） 

本中間レビュー調査団は村人を含めたステークホルダーに対してインタビューを実施したところ、

雨期には通行不能になるような場所では土砂道の整備、住宅地区より少し離れている地域では給水設

備といったコミュニティ・インフラの向上を強く希望していることが確認された。こうした小規模イ
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ンフラの向上は生活水準の向上に極めて有効である。また、間接的に農民の収入向上にも貢献するこ

とが期待される。 

本プロジェクトは、当初コミュニティ・インフラ・コンポーネントを含んでおらず、プロジェクト

は代替収入源の創出に注力していた。しかしながら、プロジェクトサイトの視察及び先述した代替開

発の妥当性より、本中間レビュー調査団はプロジェクト活動にコミュニティ・インフラ・コンポーネ

ントを加えることを提言する。なお、コミュニティ・インフラの規模は、コミュニティが計画し、建

設と維持に参加可能な規模であるべきである。 

 

６－３ モデル村における活動のスケールアップ（プロジェクトに対する提言） 

中間レビュー調査団は、ラショー近郊のモデル村において、養豚、ハトムギ栽培、小規模養魚、家

庭内菜園など生計向上に係る活動が農家に受け入れられ確実に成果を表しつつあることを確認した。

他方、現状はまだ小規模であるため、今後スケールアップしていくことが求められる。これにより、

多くの農民が新しく導入された生計向上手段から裨益することが期待される。 

中間レビュー調査団は農民から直接農民に対して技術普及することの効率性を認識しており、その

ため、オリジナルのターゲットサイトである 7 V/T の農民に、モデル村で確立される優良モデルを視

察させ、農民間のネットワーク構築に貢献すべきであると提言する。これにより、モデル村の農民が

他村の農民に教える役割を努めることが可能となる。モデル活動のスケールアップ実現は、新たに実

施するのではなく、既に確認された、あるいは近く確認される作物に限定すべきであり、新たに実験

を行う対象品種を増やすべきではない。先述した６－１から６－３までの提言を実施することにより、

プロジェクトはプロジェクト期間中に見える成果（モデル及びインフラ）及び見えない成果（能力強

化）をバランスよく実現することが可能となる。 

 

６－４ PDMプロジェクトアプローチの見直し（プロジェクト、JICA、PBANRD、農業畜産灌漑省本部

に対する提言） 

上述した提言と関連づけるため、PDMと POを修正するべきである。なお、修正 PDM案及び修正

理由について合同評価文書 ANNEX 4 に記載した。 

 

６－５ PBANRDによるフルタイムスタッフの任命（PBANRD本部に対する提言） 

プロジェクト活動の円滑な実施のため、プロジェクト活動にフルタイムで従事するスタッフをラシ

ョーで最低 1名任命すべきである。 
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AND 
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MINISTRY OF BORDER AFF AIRS 

ON 

THE PROJECT FOR ERADICATION OF OPIUM POPPY CULTIVATION AND 
RURAL DEVELOPMENT IN THE NORTHERN PART OF SHAN STATE 

The 4白 Joint Coordinating Committee (JCC) meeting for the Project for Eradication of 
Opium Poppy Cultivation and Rural Development in the Northem Part of Shan State 
(hereinafter referred to as “ the Project") was held on 25 November, 2016. As a result of the 
discussion, the Japan Intemational Cooperation Agency (JICA) and Progress ofBorder Areas 
and National Races Department (PBANRD), Ministry ofBorder Affaires (MOBA) agreed on 
the matters referred to the documents attached herewith. 

Mr. Masanobu Kiyoka 
Senior Advisor 
J apan Intemational Cooperation Agency 
Japan 

Nay Pyi Taw, November 25 ラ 2016

U YeNaing 
Director General 
Progress of Border Areas and N ational 
Races Department 
Ministry of Border Affairs 
The Republic of the Union of Myanmar 

１．協議議事録（M/M）、合同評価文書
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The Attached Document 

1. Joint Mid-term Evaluation 

JICA dispatched the Japanese Mid-term Evaluation Team (hereinafter refeηed to as 
“ the Japanese Team"), headed by Ms. Tomoko Kit値比 to Myanmar 企om 6 to 25 
November 2016, for the purpose of conducting the Joint Mid-term Evaluation with 
Myanmar Evaluation Team headed by Mr. Soe Lwin, PBANRD, MOBA for the Project 
in accordance with the Record of Discussions on the Project. 

After review and analysis of the activities and achievements of the Project, the Joint 
Mid-term Evaluation Team prepared the Joint Mid-term Evaluation Report attached as 
ANNEX, which was presented to the fourth JCC meeting. 

The JCC accepted the Report and agreed to the recommendations by the Joint Mid-term 
Evaluation Team. 

ANNEX: Joint Mid-term Review Report 

T五eEnd 01 the Document 
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JOINT MID-TERM EVALUATION REPORT OF 

PROJECT FOR ERADICATION OF OPIUM POppy 

CULTIVATION AND RURAL DEVELOPMENT IN 

THE NORTHERN PART OF SHAN STATE 

25血 November2016 

Joint Mid-Term Evaluation Team organized by Ministry of Border Affairs, Progress of 
Border Areas and National Races Department (PBANRD) and Japan Intemational 

Cooperation Agency (JICA) 

U Soe Lwin 
Deputy Directo巳
Inspection Section, Progress ofBorder Areas 
and National Races Department 
Ministry of Border Affairs 
The Republic ofthe Union ofMyanmar 

3伽~ß-~じ1bMJ/
Ms. Tomoko Kitani 
Director. Team 1 
Agricultural and Rural Development Group 1, 
Rural Development Department, 
Japan Intemational Cooperation Agency 
Japan 
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Abbreviations and Acronyms 

CCDAC Central Committee for Dmg Abuse Control 
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DET Department of Education and Training 
DOA Department of Agriculture 
JCC Joint Coordinating Committee 
JICA J apan Intemational Cooperation Agency 
KIA Kachin Independence Army 
LBVD Livestock Breeding and Veterinary Department 

h在NDLA Myanmar Nationalities Democratic Alliance Army 
MOALI Ministry of Agriculture, Livestock and Irrigation 
MOBA Ministry of Border Affairs 
NGO Nongovemmental Organization 

PBANRD Progress ofBorder Areas and National Races Department 
PDM Project Design Matrix 
PO Pl組 ofOperations 

TNLA Ta'ang National Liberation Army 
UNODC United Nation Office on Dmgs and Crime 
WFP World Food Program 

2絞二 3 

ヤy 

－42－



。 怜 ¥{;
 

よ
』

, 

τa
rg
et
 V
il
la
ge
 T
ra
ct
s 
(
T
o
w
n
s
h
i
p
)
 

1.
 

P
h
a
y
a
g
y
i
 (
N
a
m
s
a
n
 T
/5
) 

2.
'
 M
y
o
t
h
i
t
 (
Na
'T
Is
an
 T
/5
) 

K
a
u
n
g
k
h
a
 (
Ku
tk
ai
 T
jS
) 

M
o
n
g
p
a
¥
N
 (
M
u
s
e
 T
/
5
 )

 

P
a
n
s
a
y
 (
N
a
m
k
h
a
n
 T
/5
) 

M
a
n
l
a
w
 (
la
uk
ai
 T
/
5
 )

 

Si
np
in
ka
i 
(
K
o
n
k
y
a
n
 T
/5
) 

司ì
Þ

Pr
oj
ec
t 
b
a
s
e
 a
t 
la
sh
io
 

o
 Pi

lo
t 
vi
ll
ag
e 
tr
ac
ts
 (
7)
 

Ag
ri
cu
lt
ur
al

 
te
ch
ni
ca
l 
ba
se
s 
(4
):
 
K
y
a
u
k
m
e
 O
A
R
 fa

rm
, N

a
m
m
o
n
 D
A
R
 fa

rm
, K
ut
ka
i 
D
O
A
 fa

rm
, N
al
i 
D
O
A
 fa
 

。 ュ ∞5 0 - 同 》 一 円 ♀. 0 2 巴 B Y A N W H》

－43－



Present Project Site 民1ap

JÞ氏 Lシ
5 

－44－



a 

Joint Mid-term Evaluation Team Members Joint Mid-term Evaluation Team 

6 
守系

、

.-/' 

－45－



1. Introduc“on 

1-1. Background ofthe Project 

Northern part of Shan State is well-known in 也at ethnic groups and local famers had systematically 

carried out illicit opium poppy cultivation for many years. Opium poppy has been confmned almost 

entirely in the Shan State" and" in particular，仕le production of opium poppy in the Kokang 釦d Wa 

Regions in the northem p紅t of the State has reached at the 90 percent of the level of late 1990ヲs.

A食ぽ Myanm紅 govemmentnegotiated and reached ceasefrre agreement with ethnic rebel groups in 也ese

two regions, Myanmar govemment gained commitment to eliminate dn喝 production. In 1999, Myanmar 

govermnent and loca1 authorities in areas cultivating opium poppy s泊目ed implementation of the 15-Ye紅

白組 for Elimination of N arcotic Drugs until the ye紅 2014. Since then" there has been a considerable 

decrease in the areas under cultivation and in potential opium cultivation 合'Omapproximately 55,000 ha in 

the year 2002 句 240ha in 2005 according to 也.e UNODC Opium Survey Reports. 

Aftぽ ban of the poppy cultivationラ ex-poppy farmers became very vulnerable due to loss of income. To 

cope with the ぽgent si加ation， Myanmar government requested assistance to 也e intぽnationa1 community. 

So far, in 出e responseω 血e request, JICA, World Food Program (WFP), Chinese Government and 

several NGOs had provided assistance for ex-poppy farmers. 

Although poppy 叫tivation area was declined drastically once due to efforts of 出e Myanmar 

gov町nment， local authorities and communities and internatlonal assistance, it is found that the cultivation 

aぽeage is slightly and gradually increasing 企om240 ha in 2005ω3，700 ha in 2010. 

It is presumed that food security has recently deteriorated in almost all areas of Shan State according to 

白.e UNODC and V.喧P. In Northem Shan State, food secぼity (percent of households 也at had enough rice 

for 12 mon伽)is stilllower than other areas of Shan S句悦 (Northem Shan State: 51-52%, Kachin, Kayah 

S旬te : 61 ・65%) due to erratic climatic condition of mountainous region such as northem Shan State made 

crop failure and induced pest and disease damage 出 food crops, hence farmers fel1 into vicious circle of 

pover守 and thepove抗y drives recurrence of poppy cultivation. 

To stabilize agriculture production, fannぽ households require mod回n agricultural techniques such as 

good quality seed of food crops for domestic consumption (rice) and cash crops (maize, soybeanラ

vegetable, etc), maintenance of soil fe抗日i勿 by efficient fertilizer application and pestldisease COllJ柱。l

practices. Also, farmers need to produce marketable agricultural products. 

nCA is one of伽 moは experienced organizations in alternative livelihood progr，細 in the northem part 

or Shan S匂te since 1997 凶lnow 伽oughcrop substitution program and agricultural based comprehensive 

rura1 development project in cooperation with Progress of Border Areas and National Races Depar回創設

(PBANRD), MOBA. 

百四 Project for Eradication of Opium Poppy Cultivation and Rural Development in 也e Northem part of 

Shan State (the Project) was envisaged to contribute ωrural development and poverty alleviation through 

agriculture development and livelihood improvement in orderωpreserve 由e situation of declined poppy 

cultivation in也e northern part of Shan State. 
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ト2.Summary of the Project Design 

(Version. 1.2 

<Overall Goa1> 

百le status quo of opimn poppy eradication in the target area is sustained. 

くProjectPurpose> 

Means of farmer's livelihood is diversified through extension of sources of income for preventing 
opiutn poppy re輔cultivation.

<Expected Outputs> 
(1) Development opportunities and cons佐aining factors 紅'e identified and docmnented for local 

development. 
(2) Substitute crops/varieties are identified based on 出e farmer's opinio~ m釘ke匂bility and 

technical feasib姐ity， and demons仕ated to 血e 伽mers.

((43)) Extension methods 紅'e improved. 
Measures for livelihood imprQY~ent_!ll1d income generation 紅e identified in 出e target 紅ea.

<Project Implementation Period> 

From 7 May 2014ω6 May 2019 (5 years) 

<Implementing Agency> 

Ministry ofBorder Affairs, Progress ofBorder Areas and National Races Dep訂tment(PBANRD) 

くOriginal Target Area> 

Kyaukme District, Muse District, Laukai District, Myanmar 
Pilot Site 
1 Phayargyi v迎age 凶ct， Namhsan township, Kyaukme District, 
2 Myothit village 甘act， Namhsan township, Kyaukme District, 
3 Kalll1gkha village 仕act， Kutkai township, Muse District 
4 Mongpaw village tract, Muse township, Muse District 
5 Pansay village 凶ct， Namhkan township, Muse District 

6M副首awv姐lage 柱act， L;， Kauoknakiytoan wtnoswhinpf , Laukai Dismct 
7 Sinpinkai village 甘act， Konkyan township, Laukai District 

1-3. Environment change ofthe Project 

百le Project has been facing uncontrollable cons仕aints in its implementation process since security 

incidents in Laukai Dis甘ict in Februぽy， 2015 which expanded in other parts of 也e N orthem Shan State 

afterwards. Reviewing the implementation process ofthe Project rea伍rms a commonly shared recognition 

出at conducive environment may not always be envisaged in pursuance of altemative development. The 

Evaluation Team, on the other handラa1so reconfrrms the long-term commitment both on 也epぽt of 

Myanmar govemment and nCA which has enabled flexible project management on site. 

Implementation process of the Project can be classified in three stages for the in:fluence of sec町ity

de缶百orationin origina1 seven v辻lage 甘acts which 訂e defmed as target area in PDM. 

• Stage 1 {企ombeginningωFebruary 2015(Security deterioration)} 

• Stage2 {企omFebru征y2015ωFebruary2016 (Core member meeting for 3rd JCC)} 

• s句ge 3 {企omFぬm的r 2016 to present time as ofNovember 20 16(Mid-term Evaluation)} 
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The circumstances of仕le Project in each s包geare fol1ows~ 

Stage 1 ・

百lere was no signi:ficant obstacle to implement project activities during 也.e Stage 1. At this stage, the 

Project planned 也at Japanese experts would visit 旬rget V /T with C/P ωimplement livelihood 

improvement activities directly, and also intended ωconduct capacity development of CIP 

simult組eously. 百lfough 血.e approach, the Project would develop success model to extend to other 

areas. 

百四 pr句ect conducted needs assessment survey in the target 7 V /T and specified 99 number of pilot 

activities including both agriculture development and livelihood improvement activities. Althou出

血ese activities were designed to be implemented systematically following the process to generate 

ownership of local residents, the expectation for 也e Project by relevant stakeholders was so high that 

the Project selected severa1 activities among 99 activities for fast 位協k implementation. In order to 

achieve tangible results in the early stage of the project period, such activities as tea production 

improvement in Phayargyi (Namsan), walnuts seedlings distribution in Sinpinkai (Konkyan), quince 

seedling production and distribution in Kaun渉ha (Kutkai), suitable wheat variety selection in Pansay 

(Namkham) w町e commenced earlier than other activities. Also, the Project organized 也e study visit 

ωYangon inviting loca1 residents, PBANRD and LBVD in orderωs国制len the role of PBANRD 

to lead 仕le development of community by researching local needs and provide government services 

suitable for the needs by mobilizing other govemment organizations such as LBVD. Regarding 

agricultura1 research and development activities (Output 2)，出e project planned ωlmprove 出eDAR

research farm and DOA farm in 4 places (Kyaukme Farm, Naungmon F紅m， Kutkai Substitute 

Crop Farm, and Nali F紅m).

However, there were several cons仕aints even at this s匂ge. Firstl)らせle original pilot sites were 

geographica11y widely sca性ered and 詑 took lot5 of time to visit 由ese sites. From Lashio, the Project 

experts should drive around 2 to 8 hours to visit 也e 訂ea of operation. Even for township extension 

sta首: they must drive 0.5 to 3 hours by motorbike to reach pilot sites. This remoteness made 也e

project management diffi.cult. Individual pilot activities were manageable, however, combining 99 

pilot activities in geographically scattぽed 7 紅'eas was not manageable. Second1y the security situation 

was stable unlike today, however, in some places，也e security was not good even at the time of Stage 

1. For example, Pansay pilot site was in 血e area where armed minority groups were active so the 

project expe此 have never visited the V庁 and conducted needs s町vey in remo旬 method inviting 

villagers to the nearby town which w邸白lly controlled by the government. Also, Myothit V rr was in 
unstable security condit�n. Thirdly, the JICA HQs requestβd 也e Project to adhere ω也e JICA qua1ity 

corr柱。1 and safety management gu�el�e for in企astruc加re construction. 百le project hired consultant 

in Yangon for designing and construction supervision. The Project did not expect 白is process at the 

beginn:ing which delayed 仕le progress of farm in企as仕切ture improvement at 血e 4 research farms. 
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Fanller 

J apanese expert 

Extension staff 

Improvement oftea production (Nov 2014) -Namsan 

Stage 2-

Military attack by MNDAA against Myanmar army occurred on 9lh Febn氾巧r 2015 in Lauka� Dìs住民t

Two JICA experts were at Konkyan township at 血at time, and they had to wait 3 weeks to 印刷mto

Lashio. Since the military turmoil, the security situation in target were deteriorated. So JICA HQs 

decided to prohibit JICA staff inc1uding 10ca1 staff and loca1 con柱actor to visit the northem p紅t of 

Shan State except Lashio and 訂eas neぽ the main route between Lashio and Mandalay. 

Because of 也e security measure, J apanese experts were forbidden to entぽ seven target V /Ts which 

were considered as t紅get area of the Project. The Project had to revise approach to implement the 

project. There were two options, to continue 仕le activities in 白e 7 V/Ts or to stop せlese activities and 

redesign 也eproject focusing on the activities possible in 也e area where J apanese experts c組 visit.

At 血e time, the Project deemed the sec町均 situation would be improved in short time and e却ected

to resume 也e activities in 仕lose target 紅easnormalIy. Because the Myanmar government attempted to 

stabilize and restore 也e situation 白rough 出e 企amework of negotiation on the nationwide ceasefrre 

agreement with armed minority groups. 

At this juncture, the Project has decided to continue the activi ties in 回rget seven village 凶cぉ by

remote management, which is implemented in ぬrget V /Ts on1y by CIP instead of visiting toge也er

with J apanese experts 

In order to improve e宜íciency of remote management system, the Project invited extension staff to 

Lashio for trainings periodically. In addition, agricultural experimental activities in DAR Kyaukme 

and Naun伊lon were enhanced, and six model villages in Lashio Township were newly added ぉ a

bぉe for experiments of livelihood improvement activities. Upgrading DOA Na1i and Kutkai 

Subs位tute Crop Farm were canceled because JICA staff and its con仕actors were prohibited to visit 

LaukaiandKutkaidueto 白e security policy of仕le JICAHQs. 

on the other hand，出e Project timely supplied the seeds and fertilizers to 血e residents in Laukai 

district who were temporarily displaced during fighting and had to re期比仕leÎr lives without any 
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ぉse包 left in 也eirhome villages. This activity was not in the original plan, but found necessary for the 

local farmers to cope with the hardship caused by the deteriorating sec百ity situation. Trus operat�n 

which contributβd to maintaln the trust between the Project and local residents was conducted by 

PBANRD and DOA extension sta:ffs utilizing the previous experiences ofthe JICA-PBANRD Project 

(Kokang Project). 

Farmers 

Extension staffs 

N 0 J apanese expert in the field 

Support seeds ood fertilizers for post-monsoon crops (b伺n ood pea) (Sep 2015) ・ Laukai and Kon匂'00

Accordingly，せle Project slightly modified PDM in 2nd JCC held in June 2015 (target fi思rres settmg 

on achievement indicators). At 也e moment, the Project hesitated ωchange the PDM drastically due to 

expectation for restoration of security situation. 

On the other hand, remote management did not work so e宜ectively as expected. Pilot 

activities implemented in the target V，庁's were not adequately veri.fi.ed through monitoring 

and evaluation after deterioration of the security situation due to the followings: (a) CJP 

extension sta宜 could hardly visit the target V trs 企om their township offices; (b) language 

barriers among extension sta包 localfarmers and J apanese experts. In short, the combination 
of two factors, i.e., remo胞ness itself and communication 出血culties worked as a serious 

constraint for the remote management. For example, the project originally planned to implement 

trial of :finding suitable wheat variety in Pansay village 佐act in Namhkan Township by doing 甘ial

production of 3 varieties in 2015, and identified the most promising v紅白砂 based on villagers 

preference for larger scale production in 2016. However，血is activity was delayed in 2015 and was 

terminated in 2016 {for the details, see the box in “4・6 (2) 2)"} 

Another difficulty was 白e gap of也eperception on securi句r situation between local people and nCA. 

JICA HQs imposed prohibition to visit Northem Shan State except Lashio and the 紅ea along the main 

route between Lashio and Mandalay. On 吐le other handフ local people thought they can secぽ'e safety of 

Japanese experぉ in several 紅eぉ such as Kutkai and Namsan and expected the Project could perform 

activities せlere . This perception difference gave psychological s住ess to the project te出n toge仕ler with 

the implementation difficulty in remote management of pilot activities in original pilot sites. 
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Stage 3 -

The sec町ity situation worsened longer 也知 it was expected. The martial law in Kokang area was 

origina11y imposed for three months until May 2015, however, it was extended fmally up to 9 months 

until N ovember 2015. A丘町wards， it was necess訂Y to change the security outlook so 也at 仕le

deteriorated security situation continues for the foreseeable fu旬re

It means 血e pr，句ect cannot visit origina1 pilot V trs in 也e rest of the project period. The remote 

management of pilot activities was troublesome as described above. The project te釦1 recognized its 

time to start discussion to modify the project approach while keep an eye on the national 

reconciliation process and 血e peace conference. 

JICA dispatched an advisoηmission in December 2015, and the result of 仕le rnlSSlon wぉ repor旬d

to the DG of PBANRD. In Febn埠η2016， the draft of revised PDM was discussed among core 

members of JCC and th.e revised PDM (version 1.2) was approved in 也e 3rd JCC in June 2016. In this 

modification, the following points were confmned as well as official addition of Lashio township as 

target area for model village activities 

a. Pilot activities in 血e target village tracts are to be halted, however, the Pr ‘ ject continued 

monitoring and follow-up of the on-going/done pilot activities at 7 VTs 也rough “remote

management 

b. Model development in 6 model villages and 4 DOAJDAR farms and capacity development 

activities for PBANRD/DOA/DAR counterparts and relevant departmental officials would be 

continued and enhanced. 

Training for PBANRD and DOA CIP (Socio-economic s百vey methodology) ー Lashio

u也並e 吐le project have halted pilot activities in the target village 住acお，仕le project needed to rethink 

也esせategy to achieve the project purpose and overall goal in this circumstances. Even at the time of 

mid-term evaluation, KIA, TNLA and rv倒DAAlaunched coordinated attack against Myanmar Army 

in Muse (105 miles 住ade zone) on 20也 November. There is no sign of improvement in security 

situation. Considering th.ese background, the joint eva1uation team recognized 血at the Project 

approach and present PDM must be modified in the mid-term evaluation. 
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2. Outline of tbe Evaluation 

2-1. Background of the Evaluation 

百le Project for Eradication of Opium Poppy Cultivation and Rural Development in the Northem Part of 

Shan State (hereinafter referredω ぉ“也e Project") is a bi1ateral technica1 cooperation project between the 

Government of Japan 也rough JICA, PBANRD, DOA, DAR and other relevant organizations and 

stakeholders of Myanmar. 百世s iive-year project was launched in May 2014 to con仕ibute to rural 

development and pover守 alleviation 白rough agriculture development in orderωpreserve the situation of 

declined poppy cultivation in the northem p紅t of Shan State with effective involvement of all 

stakeholders. As the Project has reached middle s旬ge of the whole project period, the Mid-tβm 

Evaluation of血e Project was conductβd by the Joint Mid-term Evaluation Team (hereinafter referred to as 

"Evaluation Team"), comprised of the representatives 企omJapanese side and Myanmar side. 

2-2. Objectives of the Evaluation 

百le objectives ofthe Mid寸βrm Evaluation are listβd as follows: 

(1) To evaluate inputs, activities, and outputs of the Project to date and assess 也e likelihood of achieving 

the Project Purpose ぉ well as the Overall Goal in due course; 

(2) To analyze the progress and achievements in reference ω 也.e Project Design MatrixσDM) (see 

ANNEX 3) and 也e five criteria for eva1uation (relevance, effectiveness, efficiency, impact, and 
sustainabi1ity); and 

(3) To discuss measures to be taken for 血e Project' s further improvement and ωprepare the Joint 

Mid-term Eva1uation report. 

2-3. Members of the Mid-term Evaluation Team 
Japanese Side 
...‘-一一一、--ウ--吋日~γ?でや-ー勺-七片町一廿一一十円ーで--ーで-ーで--プ?←-ーーすで-ιマポウマFア十 γ 引'"々セで11;伝I会I乞 γト山干:γv 川シぷぐ 全 I 一主以ぷ川三;さJ円三日丘11い川川ρ..  川久イ引Jι三

￥￥話話I三.五之;五三三i云三出:三I三;三11了I三:三:立I三乏去I三I註忌!主を主IιどJ三丈ξむI三I己I沿出.主忌I三I三I主I主Iγ11弓三1ミモI主三-己11三去三三三五三士山11と三i:ijj:212iLfils::3

Ms. Tomoko Kitani 

ち1r. Masanobu Kiyoka 

Mr. Hiroaki Imai 

Mr. Aki悩ro Mochizuki 

TeamLeader 

Alternative 
Development 

Cooperation 
and Planning 

Evaluation and 
Analysis 

Director Team 1, 
Agricultural and Rural Development Group 1, 
R.ural Development Department, JICA Headquarters 
nCA Senior Advisor, 
Rural Development Dep紅位lent， JICA Headquarters 

Assistant Director Team 1, Agricultural and Rural 
Development Group 1, 

Rura1 Development Dep紅白nent， JICA Headquarters 

Consultant 

ICONS Inc 
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Myanmar Side 

、一 援護量露I 翠塾経議選議盤議題以 九 ν--- 誌も ε当-司、ν 3 

やそ.，主Ii古nρ;久;夫 、戸 多 lIIIiイ主一7主III訴111一事な11選人会ぞii1主111語む似合;長I向V日- 与 日111“、1 
係dぜ11ト11 内、持、ち l!I炉 r、lG!Ifì‘ iI弘岬 11& 唱て11バー

gιよい 苧 Deputy Direct'Or, 

U S'Oe Lwin I Team Leader I I~~~~ti~~s~~~i~n， PBANRD Headquarters 
Evaluati'On and Assistant Direct'Or, 

U Hein Zaw Latt 
Analysis IR Secti'On, PBANRD Headquarters 

Evaluati'On and Deputy Staff Officer, 
U Tin Maung 0'0 

Analysis IR Secti'On, PBANRD Headquarters 

Evaluati'On and Assistant Direct'Or, 
UNayWin Analysis Planning Divisi'On, DOA Headquarters 

2・4. Schedule of the Evaluation 

百le Mid-term Evaluati'On was conducted 企omN'Ovember 6 t'O N'Ovember 25, 2016 as f'Oll'Ows. 

Date Mr. M'Ochizuki 

Interview with PBANRD HQ 
Interview with DOA 'Of MOALI 

N'Ov. 

14 I M'On I Arrival at Nay Pyi Taw 

Meeting with PBANRD HQ 

15 I Tue I Meeting with DOA HQ 

161 Wcω|Site visit (D品 Kya山e Farm) 
Site visit (Pingl'On, 

17 I 百lU I NalU1gm'On F~) 
Narhp'Ot, 

18 I Fri 
Intema1 Meeting 

|Jomt Evalmuon Meeting 

14 

iTaw 
Interview with PBANRD Lashi'O 
Interviewwi血 DOALashi'O

Interview wi也 CIP

Narhp 'Ot, 

Namhtanma, 

D'Ocumentati'On 

Int釘Vlewwl血 DET

Interview with LBVD 
Interview with DOF 
Interview wi血 CCDAC

DAR I D'Ocumentati'On 

Jﾆ / 
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19 Sat Joint Evaluation Meeting 

20 Sun Travel from Lashio to Nay Pyi Taw by cぽ

21 Mon Documentation 

22 Tue Joint Evaluation Mee也事

23 Wed Joint Evaluation Meeting 

24 百lU Finalization ofM/M 

25 Fri 
JCC Meeting 

Leaving from Nay Pyi Taw 

2-5. List of Interviewees 

The Mid-term Evaluation Team conduc旬d interviews with project stakeholder, including PBANRD, 

DOA, DAR, LBVD, DET, DOF, CCDAC staff members, and JICA experts. 

Name 白ganiz(ition
U SanWai J)ﾌ!ector HQ Nay Pyi Taw, PBANRD 
U Hla Myint Aung Deputy Director General, 

DOA ofMOALI HQ Nay Pyi Taw 
Daw Lin Lin Thi Deputy Director, 

DOA ofMOALI HQ Nay Pyi Taw 
Daw Nang Thien Gi Htwe Assistant. Director, PBANRD 
UMyatKyaw State Chief Offic民 ShanState (North), DOA 
U Sai Than Aung Laukai District Manager, DOA 
DawNiNiWin Nali Farm Manag民 DOA

U Maung Maung Aye Kyaukme District Manager, DOA 
U Sai Aung Win Namsan T/S, DOA 
U Maung Maung Lay Muse (Pansai圃Kyukok Sub-T/S office), PBANRD 
UMaungZaw N釦lsan T/S, PBANRD 
Daw Swe Swe 00 Headmis甘'ess， DET 

Dr. Soe Naing Win Township Officer, LBVD 

UYeNyunt Dis佐ictO宜ïcer， DOF 

Pol. M，匂. Ye Naing Head ofUnit, CCDAC 
Dr. Minoru Yoshida ChiefAdvisぽヲ nCAExpぽt
Mr. Mas紅u Imamura Coordinator/Public Relations, JICA Expert, 
Dr. Katsumi Katayama Agriculture Extension/ Training, JICA Expert, 
Mr. OSa.tI!ll_]?llj!y_~_a Fa.t111ﾌllg Systern, }ICA, ~xR~rt:~ 
Ms. Naoko Nakamura Rllfal Development, JICA Expert, 
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3. Methodology of tbe Evaluation 

3.1. Evaluation Method 

In accordance with the N ew JICA Guidelines for Pr句ect Evaluation (仕le First Edition (2010)，血e

Second Edition (2014))，也.e Mid-term Evaluation Team evaluated the Project, taking印刷owing 説明:

Step 1. Prepare an evaluation grid that lists questions, data/information necessary for the Evaluation 

and information so町ces;

Stβp 2. Collect data and information necessary for the Evaluation; 

StβP 3. Assess the Project's achievements in reference to 也ePDMand白e Plan of Operation (PO) (see 

ANNEX4); 

StβP 4. Analyze the factors 血at promotβd or inhibi旬d 出e Project's achievements, including factors 

relatingto 也eproject design and the project implementation process; 

Step 5. Analyze 血e Project 企om the viewpoints of the five evaluation criteria, defined in “3・2 Five 

Evaluation Criteria"; 

Step 6. Draw up recommendations 企om也e analysis; 

Step 7. Share the preliminary evaluation results with stakeholders and discuss the future direction of 

血ePr句ect; and 

StβP 8. Reach an agreement on 出e evaluation results between the Japanese and Myanmar sides. 

16 
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3.2. Five Evaluation Criteria 

Five evaluation criteria used in the Mid-term Evaluation 紅e defmed as follows: 

Relevance: Relevance is assessed in terms of 出e Pr，句ect's validity in relation ω 也e

development policy of Myanmar at the evaluation s旬ge， Japan's 0宜ícial

Development Asslstance (ODA) po1icy, and the needs of the Project 

beneficiaries, as well as 血.e appropriateness of the project approach to 

address 也e needs. 

Effectiveness: Effectiveness is assessed based on the prospect of achieving the Project 

Purpose by the end of the project period and whether 也is is due to the 

Project's Outputs. 

Efficiency: Efficiency is assessed by focusing on 血e relationship between Outpuお and

Inputs in terms of timing, quality and quantity of mputs. It measuresωwhat 

extent Project Inputs have economically been converted into Outputs in 

consideration of the achievements ofboth Inputs and Outputs. 

Impact: Impact is assessed based on 白e prospect of achieving the Overall Goal 

within three to five years of the project completion and the positive and 

negative changes 血at have been produced, directly or indirectly as a result of 

project implementation. 

Sustainability: Sustainability is assessed in terms of institutional, organizational, financial 

and technical aspec包， by examining the extent to which 也e achievements of 

the Project will be maintained or further expanded by 白.e Myanmar side after 

the project period. 

3.3. Data Collection Methods 

百le following sources of information and data were used in 血eMid・term Evaluation: 

1) Interviews with and questionnaires' answers 企om Counterparts (CIP) and 仕le J apanese expert 

team. 

2) Site visits; 

3) Documents agreed upon by both sides prior to and/or during the coぽse of the Project 

implementation, including the R/D, Minutes of Meetings (MM), and PDM. 

4) Records of inputs 企om both sides and activities of the Project, including the records on CIP 
placement, JICA expぽts' assignment, and actual expenses covered by bo也 Myanmar and 

J apanese sides; 

5) Documents 白羽 provide da也 and information indicating the degree of achievement of the Project 

Outpu匂， Project Purpose, and Overall Goal; and 

6) Documents 也atshow也eproject's relevance and s凶匂inabili句に

17 

3之/

－56－



4. Project Performance to Date 

4-1. Achievements oflnputs 

(1) Japanese Side 

1) Assignment of Experts 

百le Japanese side has assigned six long-term experts and six short-term expe巾 to 也e Project. The 

assigned experts' fields of expertise 訂e 仕le following. 

Table 1. E玄pertise of JICA Experts 

111ーァ.ヤブ...  ぐネ レ、三-・

I主主主主主I室長.卓也単位足並.益出漏出i.
Long term e玄perts

Chief Advisor t
i
-
-
ι
-
1
1
-

今
ム
一
1
i

Fanning System 

Agriculture Extension/ Training 

Rura1 Development 

Coordinator/ Public Relations 

Short term experts 

T句 Cultivation

SOCI0・economic Surv句(1)(2)

Industrial Crop 

Llvesωck Breeding (To be dispatched in Feb 2017) 

SOCIO・Economicsurvey (3) ぐr0 be dispatched in F eb 2017) 

Total 

-
一

2
7
1
-
1

一
ー

一口

2) Provision of Machinery and Equipment 

The Japanese side has provided necessruy equipment in order to implement the Project effectively. The 

provided equipment, infras廿ucture and materia1s are as below. All provided equipment 紅e used proper 

and under adminis仕組onof也e Project. 

18 
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Table 2a. Provided Equipment List 

Item.s NlltIi加|
4 Wheel Drive Vehicle 4 
Generator 

Laptop PC 71 

DesktopPC 31 
Projector 31 
Color Printer 
Scanner 

UPC 
GrainMois加reMeter 5 
Weather Stat卲n 5 

Digi旬1 Balance 21 

Handy cam 
SafeBox 

Table 2b. Infrastructure and Materials List (Unit: US$) 

Item Arnount 
, 

Agriculture Development 
(F﨎cal ye紅 2014)

Weather Station ρAR Naungmon F釘m) 2,367 
Walnut S閃dling (Laukai) 19,655 
Tea Nursery (Namsan) 3,337 
(Fiscal ye訂 2015)

Tea Nursery (Namsan) 3,119 

Weather sSttra・ibtiuotnios，nB侭aliacnecaens,d MMea:telZres,) ete 23 ,886 
Seeds Distribution (Rice and Maize) (Lauk出) 6,392 
QuinceS田dlings (Kutkai) 5�82 

F ertilizers Distribution (Laukai) 46,960 
S民dDistribution (Garden Peas and Fertilizar Distribution) (Lauk出) 7,804 
(Fiscal Year 2016) 

Seeds (Rice and maize) and F ertilizer Dis甘ibution (Lauk出) 8,313 
Live6hood Improvement 

(Fiscal Y~~ 2015) 

PPiig g FFaarnmniinng g((NkaumkSaai) n) 
1,270 
1,810 

Pig Farming (l-~s_hi()} 4,411 
S的dBank (Lashio) 2,619 
(FisωlY倒 2016)

P刕 Farm匤g (Lashio) 1,023 I 

Farm Facility Improvement 

(Fiscal Year 2015) 
DAR Kyaukme and NωngmonF釦古田 191 ,602 

Equipment 
(Fiscal Year 2014) 

4 Wheel Drive Vehicle (4 units) 154,500 
Total 484,750 
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3) Training in Japan 

The Project has conducted the training in J apan for CIP staff and relevant org値目zation in 2015 and 

2016, in to旬1 12 staff. The p紅ticipanお紅elisted as below. 

Table 3. Participants List in Japan 
一一一 , 

N加盟e
t含 一ι ι 

、.:Jj

.'，'円，~ . ! 、込

JI 

UHtweH1a Director General, PBANRD 
2 UOlu!Myint Deputy Director, PBANRD 
3 UTunAung Deputy Director, PBANRD 
4 UMaungKyaw Chむ型erson， Palaung Self Adminis甘ated Zone, PBANRD 
5 UTangGoon Regional Development in charge, Mongpaw Militia, PBANRD 

6 U Myin Shaw Chan 
Executive Committee Member, Kokang Self Adminis甘ated
Zone, PBANRD 

7 U Saw Thein Htike Deputy StaffOfficer, DOA 
8 UAungZin00 Depu句T StaffO妊ïcer， PBANRD 
9 U Soe LinAye peputy Commander, Myanmar Police Force 
10 U Thant Lwin Maung StaffO妊ícer， Myanmar Police Force 
11 U Sai Than Aung Assistant Director, DOA 

12 U Aung Zaw Moe S句ffO妊Ïcer. DOA 

4) Training in third country 

The Pr句ect has conducted 血e 位a註lingS for C/P staff in 百lailand 2015 and in Laos, 2016. Seventeen 
ClPs participa旬dthe 位aining. 百四 participants are listβdas below. 

Table 4. Participants List in third countries 

Name 尻 öi伊幽.tión
, 

... Côtm佐y

UOhnMyint Deputy Director, PBANRD Thailand 

2 USoeYuLwin Assistant Director, PBANRD Thailand 
3 Daw Naw Siblu Assistant Director, PBANRD Thailand 

4 UNaingAung StaffO貸ícer， PBANRD Thailand 
5 Daw Pyae Phyo Htet Sぬ宜O伍cer， PBANRD Thailand 
6 U Sai Ch託 LwanWaiOo Deputy Staff Officer, PBANRD Thailand 
7 US釘 San Mine Deputy S匂ffO旺ïcer， PBANRD Thailand 

8 U Sai Yan Sin Nyein Deputy Staff Officer, PBANRD Thailand 
9 U Aung Aung Tun Deputy S句.ff Officer, PBANRD Thailand 

U H_l(iing Min Htun Deputy Director, DOA Laos 

2 U Aung Zaw Moe Staff Officer, DOA Laos 
3 !I Sai Aung Win Deputy S句宜 Officer， DOA Laos 

4 UThanNaing Depu句r Staff Officer, DOA Laos 
5 UMaungAung Depll勾rS泊ffOfficer, DOA Laos 

6 UNyi TinWin Deputy Staff Officer, DOA Laos 
7 DawNwenew Deputy S匂ffO狂ïcer， DOA Laos 

8 Daw Nway Nway Zaw Assistant Staff Officer, DOA Laos 
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5) Local Expenses 

Japanese side has covered USD 934,179 in tota1 as local expenses as of 31 st October, 2016 
Genera110cal cost : USD 564,191 
Equipment cost : USD 178,386 
F副首1 Facility Improvement: USD 191 ,602 

Table 5. Local Expenses 

(Unlt: U:S Vol1ar) 

8udget Item 2014 2015 2016 To匂1

General Local Cost 219,211 234,229 110,751 564,191 

Agriculture Development 50,561 98,998 17,313 171 ,924 

2 Livelihood Improvement 6,580 34,551 2,632 43 ,764 

3 Current Expenditure 162,070 100,680 85,753 348,503 

:i2:q1.lip_ment 154,500 23,886 。 178,386 
FarmFac姐ity Improvement 

。 191 ,602 。 191 ,602 
(DARFarms: Kyaukme, Naun.伊lOn)

Total 373,711 449,717 110,751 934,179 

(2) The Myanmar Republic Side 

1) Assignment ofCounterparts (ClPs) 

百leMy創IDlar side has assigned C/Ps 企om PBANRD, DOA and DAR for the implementation of project 

act1vltIes. 

U MaungMaungNain 

U MyaKyaw 

U S創 Ch抗 LwanWaiOo

U AlU1g Zaw Moe 

Daw Thandar Win 

U TunHla 

U M引 HeinZarOo

U Yan Aung Kyaw Myo 

U Maung Maung Lay 

U Moe Kyaw Aung 

UMaungZaw 

Table 6. List ofCounterpart 

Drrector General, PBANRD 
D句uty Director, PBANRD 
Assistant Director, DOA 

Deputy StaffO妊ícer， PBANRD 

Staff Officer, DOA 

Senior Research Assistant, DAR 

Deputy StaffO宜ícer， PBANRD 

Deputy Staff Officer, PBANRD 
Deputy StaffO妊ícer， PBANRD 

Deputy S切ffO妊lcer， PBANRD 

S泊ff Officer, PBANRD 
Deputy Staff Officer, PBANRD 

21 

Project Manager 
Lashio Office 

Chief Counterpart 

chiefCo山武erp紅t

chief Counterpart 

Laukai Dis仕ict Office 

Ko此yanTownship 0ffice 

kutkai Township Office 

kutkai Township Office 

kyaukme Township Office 

Namsan Township Office 

〈立兵
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/ 
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U Maung Maung Aye 

Daw Nang Lwin Lwin Sein 

U Sai Than Aung 

U Sai Aung Win 

U IDa Tanng 

UThan Naing 

UNyi TinWin 

UMaungAung 

U Aung San Myint 

U Manng Maung IDa 

Daw Thandar Win 

U Tin Maung Htay 

U Anng Moe Too 

DawNiNiWin 

2) Facilities 

None. 

3) Local Costs 

Staff Officer, DOA 

Assistant Director, DOA 

Assistant Director, DOA 

Deputy Staff Officer, DOA 

Deputy StaffOfficer, DOA 

Deputy S旬ffO節cer， DOA 

Deputy Staff 0妊lcer， DOA 

Deputy Staff Officer, DOA 

Deputy Staff Officer, DOA 

Assistant Staff 0妊ícer， DOA 

Senior Research Assistant, DAR 

Senior Research Assistant, DAR 

Deputy Staff Officer, DOA 

Staff Officer, DOA 

百leMy出rmar side has covered cost for CIP's sal町y.

4-2. Achievements of Activiti凶

Kyaukme District Office 

Muse District Office 

Laukai District Office 

Namsan Township Office 

Kutkai Township Office 

Pansai圃Kyukok

Sub-TOWl1Ship Office 
Namkhan Township Office 

Laukai Township Office 

Konkyan Township Office 

Lashio Township Office 

DAR Naungmoll Farm 

DAR Kyaukme Farm 

DOA Kutkai Substitute Crop 
Farm 
DOA Na1i Fann 

As shown in the Plan of Operation (see ANNEX 4), project activities have been conducted genera11y as 
planned. The progress of the Project activities are 俗 described. The further detail of activities is attached 

asANNEX2. 

Activities and Progress (May 2014・Oct. 2016) 

Åct国笠 Progress 

Outputl 

1-1.To form a joint survey team by [Completed] 

PBANRD and DOA • “ Task te田n" and “ Needs survey te田n" have 
been formulated in Lashio in June 2014 

• “ Social economy sぼvey te創n" has been 
formulated in model villages in February 
2016. 

1-2. To conduct a socio・economlc sぽvey(s) on [In progress] 
living environment and livelihood • Needs survey (implemented): 百四 survey

was conducted in seven 切rget townships. 
Meanwhile, regarding 血ree townships 
(Myo出1t， Mongaw and Parsay), the Project 
invited 仕leir representative to Lashio for 
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interviews. The survey result was translated 
into English and Burmese. Moreov低血e

Project has conducted rapid social economy 
Sぽvey from June ωJuly 2015. The sぽvey

results were presented in the report for si旬
selection. 

• Socio-economic s町vey (In progress): 官le

survey was conduc旬d only in two 泊rget

VTs (Phayargyi, Manlaw) owing to 也e

worsening security situation . On the other 
hand，仕le Project has conducted the sぽvey

in model villages. The survey res叫包 are
being finalized. 

1-3. To propose promising 節目vities for local I [Completed] 
development I ・ Based on 血e res叫お of the needs sぽvey

conducted in 2014, the Project has 
proposed priority activities in model 
vil1ages. 

1-4. To organize workshop おr sharing result of I [In progress] 
Sぼvey I ・百le Project has shared the resu1t of s田vey

Output2 

with stakeholdぽs through workshops held 
in Lashio and the monthly report. 

. The workshop is planned to be held five 
也nes . At the time of Mid-term Evaluation, 
three times had been held. 

2-1. To se1ect promising substitu旬 crops and I [In progress] 
varieties 由rough fanner's participation and 1. Based on 血e needs sぽvey results，血e
m紅ke旬b姐ity consideration I Project selec給d potential crops for seven 

villages, namely PhayaT宮yi， Myothit, 
Kaun出la， Mongpaw, Pansay, Man1aw and 
Sinpinkai. 

. The following crops 紅e selectβd as 血e

potential crops in the needs s班vey

conducted. 
maize (CP-888 3G) 
lowland rice (202, DU・12)

wheat (Yezin-8，・9，-10)
broad bean (Yunnan vぽiety)

garden pea (Yunnan v訂iety)

2・，2. To exp町田lent cultivation and 50江 ferti1ity I [In progre5s] 
manageme批 techniques for promising I ・ The Project has undertaken 也e
substitute crops I expぽimental application of the following 

crops and technologies in DAR, DOAヲ and

model villages as demons佐ation
expenmen臼
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• Crops: vegetables, maize, lowland rice, 
wheat, sweet potato, and Wa-u. 

• Job's Tears (in collaboration with a 
Japanese private company) 

• Technologies: bok~~hi fertiliz旦型国ch堅
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2-3. To establish Research & Development 
bぉes for promising substitutβcrop at 
govemment and farmers' fields 

technology, bamboo cylinder cultivation, 
maize, and i鑽tilizer application. 

[Comple旬d]
Research and development bases have been 
installed in DAR and DOA farms. 

• Based on 血e project's activity, tea, Chinese 
quince, walnuts, broad bean, peぉ and

others have been selected as potential 

竺笠壬
2-4. To implement model activities I [In progress] 

• Vegetable cultivation has begun in 
Hpethtuk village and N arhpot villages since 
March 2016. 

2-5. To develop technical man凶s 1 [1叩rogress]
. The Project has started to develop manuals 

for cultivation technology for 14 crops and 
4 旬chnologies since Apri12016. 

。uゆ悦 キ竺 主主主 ‘以ヨに:日 ι になにで広三:♂芯
3・1. To conduct survey on fanner's needs in 仕le I [In progress] 

target area I ・ Cultivation crops are determined in seven 
V rrs based on the needs and additional 
surveys. 

• The seven V rrs are as follows; Phayargyi, 
Myo也it， Kaun位ha， Mongpaw, Pansay, 
Manlaw and Sinpinkai 

・百le Project is coぱínning 血e sta加s and 
needs of farmers 白rough 血eex也nsion staff 
ofDOA. 

. Due to s佐ong needs for 旬a cultivation，出e

Project has conducted sぽvey for planning 
of tea production. 

3-2. To conduct 甘aining for extension staff on I [In progress] 
extension methods based on farmぽSl needs I ・In order to 甘ain extension staff, extension 

method activities 紅e planned to be 
conductβd 企omfour也 quartぽ offiscal year 
of2016. 

. The 甘ainings for CIP extension staff have 
been conducted 16 times 企om 2014 1llltil 
the mid-term evaluation. 

3-3. To formulate extension plans of the target I [In progress] 
~a I ・百le Project has been developing an 

extension plan 白rough 也e 甘ainings

(Activity 3・2) 血 2016. Actually, The 
extension plan has been launched in certain 
areas. 

3-4. To conduct extension activities for fanners I [In progress] 
m匂rgetarea I ・百le Project has started extension activities 

24 

for tea, walnuts and quince as pilot project 
since Ocωb町 2014. However，位le activities 
have been implemented as remote 
management in many areas owing to 也e
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3-5. To evaluate and feedback extension 
activities provided by extension s胞質

output4 
4-1. To select activities 

4-2. To prep紅e implementation for activities 

牛.3. To implement activities 

4-4. To monitor and review activities 

deteriora加19 security conditions. 
• The activities mentioned above have 

resumed and seedlings of tea and quines 
have beendis柱ibutedsince July 2015. 

[N ot in咜iated] 
. The corresponding activity is programmed 

to be implemented in each year. However, 
it is not implementβd by 也.e time of 
Mid-term Evaluation owing to the 
suspension and delay of activities. 

[In progress] 
• Longlist was developed based on sぽvey

results. Value-chain analysis was also 
implemented for maize, tea and honey. 

• The survey has been implemented in 
village tracts along with highway road 
between Lashio and Hsipaw T /S to select 
旬rget vil1ages for the pilot project 企om

May 2015 to June 2015. 
. Rapid need surveys have been conducted to 

confrrm in six model villages ωconfrrm 
potential crops 企om July ωAugust in 
2015. 

[In progress] 
• Pig farm 仕ainings sessions have been 

cond附ed in Phayargi VT, Kaun出la VT 
and model villages. 

• Feasibi1ity surveys for apiculture have been 
implemented in 2 VT's. 

• Study 佐ip for Eco・ねurism research has 
been conducted in Kaungkha VT and 
MyothitVT. 

• The livelihood manual (伝説 edition) has 
been revised. 

• The six principal sectors namely, pig 
おrming， fish farming, fruit processing and 
marketing, sewing, seed banking, and drug 
con甘01 are in preparation ω s句此

implementation. 
[In progress] 
・百le Project has implemented なainings for 

six principa1 secωrs. The ぬrmers have 
star旬dactivities. 

[In progress] 
• The Project 胞am monitors the activities of 

model villages in every mon血.
• Workshops were held in Pinglon and 

N arhpot to review the activities. in 
Sep旬mber2016.
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4-5.T'O c'Ompile guideline(s), implementati'On I [1n pr'Ogress] 
structure and 'Others ・ Thepr'Oject has devel'Oped “Implementati'On 

guideline ( draft)" and “Implementati'On 
S甘ucture f'Or livelih'O'Od impr'Ovement 
c'Omp'Onent (draft)" and which have been 
submitted t'O PBANRD. 

4-3. Achievements of Outputs 

. The technical manual f'Or pig 品目ning has 
been devel'Ope~_. 

Output 1: Development opportunities and constraining factors are identitied and documented 

for local development. 

Output 1 is c'Onsidered ぉ achieved. Originally the target area was seven VTs. H'Owever, the 匂rget 訂ea

was changed 企'Om seven VTs t'O sﾏx m'Odel villages 'Owing t'O secぽi句， deteri'Orati'On. This change is 

c'Onsidered as rati'Onal because “ S'Ociety ls secured in peace" set 俗 an imp'Ortant assumpti'On in PDM. 

Objectively Verifiable Indicat'Or I S句切ぉ'OfMid-term Evaluati'On 
(hぽeinafter “indicaω，r[s]"): 

Indicaω，r: 

1 ・ 1 官le s町vey result is issued and sh紅'ed with I 百le 匂rget 'Of the indicat'Or is c'Onsidered as 

血e c'Oncerned stakeh'Oldぽs. I achieved. The Pr'Oject implementβd a need 

assessment survey in six T/Ss in 2014. The 

Pr'Oject needed t'O implement 仕le s'Oci'O-ec'On'Omic 

S町vey. H'Owever, the Pr'Oject w邸 suspended f'Or 

出ree m'Onths in 2015 'Owing t'O security 

deteri'Orati'On. 

Since resuming the Pr'Oject changed the 句rget

area 企om seven VTs t'O six m'Odel villages. As 'Of 

Mid圃term Eva1uati'On, the rapid needs assessment 

survey and s'Oci'O-econ'Omic s町veys in the six 

m'Odel vi1lages had been conducted and the results 

shared with the stakeholders. 
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Output 2: Substitute cropslvarieties are identified based on the farmer's opinion, marketability 
and technical feasibility, and demonstrated to the farmers. 

Output 2 is in progress at the time of Mid-term Evaluation. Regarding the nmnber of crops (2・ 1) has 

not been achieved 白e target, but will be achieved by March 2017 . α1 也eo也er hand, the nmnbぽ of

fanning techniques (2・2) is selected three techniques, although 仕le target is ten techniques. 

Indicators: 

2-1 More than 10 of crops and varieties 

identified by farms of DAR and 

DOA. 

2・2 More than 10 of farming techniques 

developed based on farmぽs' needs. 

Status ぉ of也e mid-t，町四 Evaluation 

百letarget of the indicator is in progress to be achieved. To 

achieve the indicaωr，. it is necessぼY to be developed 

manual for corresponding 10 crops. 百le Project plans to 

develop manuals, which will be developed by March 2017. 
百le Project has implemented demonS'甘ation experiments 

for 14 potential crops in DAR and DOA farms. Meanwhile, 
the Project continues its further experiments in farmers' 

fields. 

τhe 句rget ofthe indicator is in progress. At the time ofthe 

Mid-term Evaluation，.出ree farming techniques were 

selected 田nongten techniques. 

Output3: E玄tension methods are improved. 

Output 3 is in progress to be achieved at the tﾍIne of the Mid-term Evaluation. 百le tぽget “ 12

extension staff members おlfill the evaluation criteria (Indicator 3・lr is in 也e progress. 百le Project 

has been implementing 紅白nings for 14 extension staff members; 血ey have yetωbe evaluated. Once 

血e evaluation criteria 紅e developed，吐le Project can s句此 evaluating 血e extension staff. Meanwhile,. 

14 types of crops/varieties and farming techniques have been in柱。duced for 也e “20 kinds of 

crops/varieties and farming techniques by farmers (Indicator 3・2)一

凶iωors: I S句協鎚 ofthemid...;旬rmEv伽tion

3・ 1 12 位協lsion 銅賞制五1 the eval国lion I The target 臼 inprogress. The training sessions 伽
cntena. I 14 extension staff members of CIP have been 

implemented for 16 times since 2014. However, 
仕le eva1uation criteria for extension staff are not 
fully developed. Therefore, the Project cannot 
eval凶te of the extension staff at the time of the 
Mid-term Eva1uation. To achieve 也e target，仕le
Project needs to share and confmned evaluation 
criteria with stakeholders by fo町出 JCC inMay 
2017 at 也.e latest. 
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3・2 20 kinds of crops/varieties and farming I The target is in progress to be achieved. Fourteen 
techniques 白at farmers newly in仕oduced I types of crops/varieties and farming techniques 
仕立oughextension s旬宜 I have been in位。duced to 吐le farmers. 百le details 

ぽ'e as follows; 13 句roes of crops/varieties (Job's 
tears, Wa-u, Maize (CP888 3G), Vegetable 
farming, Garden pea, Broad bean, Walnut, 
Lowland rice (202), Lowland rice (DU・12)，

Macadamia, Wheat (Yezin圃9)， Chinese quince, 
Tea, and one farming tec凶que (Fertilizぽ

application for Maize cu1tivation). 
The Project plans to in柱。duce the rest of 
cropslvarieties and 白血lingtechniques during 
latter half of也.e Project period. 

Output 4: Measures for Iivelihood improvement and income generation are identified in the 
target area. 

Output 4 is in progress to be achieved. Original1y, the original t紅get 紅'ea has been changed to six 

model villages since the secぼi句rsta加s to deteriorate in 2015. The indicator sets 20 measures; on1y 

seven have been implemented for experiments in the model vil1ages. 

Indicator: 

4・ 1 In the 匂rget area, at least 20 number of 
measures for livelihood improv回nent and 
income generation expぽimen'臼d by 血e

Pr句ect

S旬加s as of the mid-term Evaluation 

The 句rget is in progress to be achieved. 

N 0 project activity has been implemented in the 
original target 紅eas since the secur咜y issue in 
2015. 百le Project has in柱。duced seven measures 
in six model vi11ages, which were newty selected 
after 出e security issue in 2015. Howev包 speci:fic

improvement ofl咩elihood has not yet been 
confumed in terms of income increase 

The seven measures are as follows; foddぽ
farming, pig 白rming， :fish ぬrming，企山t 白rming，

sewing, seed b匂ù<:ing， and 也聖con柱。1.
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4-4 Prospect for Achieving the Project Purpose 

Project Purpose: Means of farmer's livelihood is diversified through extension of sources of 
income for preventing opium poppy re-cultivation. 

百四 Project has changed the main 同rget area 企om 出e seven V /Ts to six model villages owing to 
secぽity deterioration in the original 紅'eas since February 2015. Almost two ye紅s have passed since 
o∞urring military turmoil, but no affinnative symptom for securi勿 restoration is obsぽved in 匂rget
V/Ts. 
百le Project conc即位ates on capacity development for 也e C/Ps and extension activities in six model 
vi11ages, which is newly selected as 句rget 紅ea. However, the 泊rget V /Ts remain as target area in 
present PDM. Therefore, even though al1 Outputs were achieved, Project pt江pose wou1d not be 
accomplished. Under 出is circumstance, present PDM cannot measure properly the Project 
achievement. 

Indicators: Status 

Regarding 白rmers in 旬rgetVillage Tracts: Owing ωsecurity de旬rioration since 2015，血e

1. The number of farmers with less debt in expert te紅n has been forbidden to enter the 

consumption increases by 20%. original target Village Tracts by JICA HQs. The 
Project has di伍culty to monitor the activities in 
seven v坦lage 柱acts. Under the circumstances, the 
Project has added six model villages as newly 
selected target area. 

2. Crop production for self-consumption Di枕0

increases by 10%. 

3. 百le number of farmers who initiate/strengthen Ditto 

substitu旬 source of income increases by 750. 

4・5. P for Achieving the Overall Goal 
Overall Goal: The status q uo of opium poppy er濺ication.. in the target area. is sustained. 

Judging from the cぽrent achievement degree towards the Project's Purpose, it is too early to predict 

the achievement of the overall goal at the time of Mid-term Evaluation. In addition, security s旬bi1ity

is indispensable ωachieve ovぽall Goal. Furthermore，血e 旬rget area in the indicator of Project 

Purpose needs to be changed. 

Indicators: S句切s

1. Area under opium poppy cultivation does not 
It is too early to predict the possib証ity of ﾎncrease in Northem Shan State. 
achievement of the target. 

2. Similar activities referred to this project are 
Ditto implemented in 20 Village Tracts other 血m

也e one project targets. 
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牛6. Implementation Process of the Project 

As shown in the Plan of Operation, owing to security reason，也e Project was suspended for three months 

and limited 血e range of activity by Japanese experts. However, most of 血e Project activities have been 

conducted as programmed. 百le factors that have facilitated and hindered the Project's implementation 紅e

summarized below. 

(1) Contributing factors for Project implementation 

1) Active participation of DOA e玄tension staff in field IeveI 

In the beginning s旬ge， the Project enhanced field level extension work in the 阻rgettownship level as the 

pi10t activity. DOA township staff tend ωactively participate in the pilot activities even in the stage of 

remote management. Because several DOA extension stafI who ぽe long-term assignment in Northern 

Shan State and have accumu1ated work experiences with JICA Experts through JICA's buckwheat 

programme and Kokang Project. In addition, DOA al10cated severa1 extension staff in township 0伍ce for 

field level extension activities. Thus, DOA's active participation seemsωbe considered as one of 
contributing factors to 出e Project progress. 

2) Collaboration of the relevant organizations for conducting effective trainings in Iivelihood 

improvement 

The col1aboration of related organizations such as DET and LBVD has contributed signi:ficantly 如

conducting e能ctive 甘ainings. There is no activities related to livelihood improvement in present PDM, 

therefore, collaboration with those organizations enables to improve the quality of 仕ainings for their 

experiences and lang回ge.

3) Proactive and quick action of DOA CIP staff in Laukai District 

DOA C/Ps who accumulated fleld experiences during 也.e previous JICA Project in Laukai District, took 

initiative and coordinated with PBANRD and loca1 authorities for delivery of seed/fertilizer 

(maizellowland ricelbean!pea) to necessary V/Ts in time after slight1y improved security situation in May 

and September in 2015. Thus, experienced CIP staff ofDOA enabled 血e resumption of project activities 

in restricted ar伺S 白roughremote operation by the Project. 

(2) Hindering factors of the Project implementation 

1) Security deterioration caused by miIitary turmoil 

Given the security instabi1ity caused by mi1itary turmoi1，也e Project was suspended for three months 

from February 2015 釦d 血en was res仕icted in terms of operational area. The Project was obliged to revise 

出e 句培d 紅ea and activities. The Project managed to conduct activities with ingenuity and collaboration 

with related organizations. However, the effectiveness and efficiency of the Project suffered. 
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2) Difficult implementation in remote area by e玄tension s旬ff

Extension staff are in charge of diffusion of cultivation methods to remote 紅'ea. Meanwhile, securi句F

situation changes frequently in remote 紅ea. In addition, there exists lang1謁ge barrier between extension 

staff and villagぽs. Furthermore remo飴紅ea is diffic叫t to visit for extension staff in terms of previous 

coordination. These factors make 抗 difficultto implement activities in remote area. 

Box: Difficulty in remote management ofwheat variety test in Pansay villa伊佐act in Namhkan Township 

百le project origina11y planned to implement tria1 of finding suitable wheat variety in Pansay vil1age tract 
in Namhkan Township by doing tria1 production of3 varieties in 2015, and identi五ed the most promising 
variety bぉed on vil1agers preference for larger sca1e production in 2016. However，白is activity was 
delayed in 2015 and was terminated in 2016. 

First1y, an extension staff needed to prepare extension plan to expl出n to the Japanese expert who could 
not visit the pilot sites. Then the project 旬担ntook time for 仕組slating the plan. Japanese expert reviewed 
and found several points to be modified before implementation. The Japanese expert tried to ask the 
modification to extension s旬任 however， the telephone communication w邸 a宜ected by poor mobile 
network in remote townships. The project sent message via other nearby officeω ∞nveymes回ge to the 
extension staff. It took even one week just to tell what Japanese e却ert wanted to say to the extension 
御宜~ During the growth stage of the wheat varieties, the J apanese expert were unknown about the 
progress of the growth of each variety because the report 企om the extension staff w，鎚 scarce due to 
geographical remoteness. Even if there were r叩orts， such report lacked information what the Japanese 
expert wanted to know. At the time of cultivation, the yield of伺ch variety were finally unclear because 
血e reliable information about the size of the land w，出 not available. Japanese expert and Myanmar 
exもension staff should have been able to recognize 由atthe extension staff n関ded training on how to get 
land size data in practice, but either side was not aware of it until they actual1y attained data and found 
出eda旬 were unreliable. These constraints would not happen if Japanese experts could visit the Pilot 
V庁s toge'血erwi白 ex加lsion s旬ffand communica旬 faceto face in the field. 

3) More aggressive participation of PBANRD CIP required to the Project activities 

Unfortunately, participation of PBANRD CIP ω 血e Project activities is limited owing ωshortage of staff 

in f冾ld level. PBANRD is main implementing agency，也us more aggressive participation is expected by 

the Project for the remaining period of implementation. 
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5. Resu)t of the Eva)uation 

5-1. Relevance: High 

The Relevance of 也e Project is assessed as high owing to observed consistency among 血e needs of 

PBANRD and DO~ the development policy of the Myanmar govemment, the Japanese assistance policy 

to Myanmar and也e comparative technical advantages of Japan. 

(1) Re)evance with the Development Policy of the Myanmar Government 

In 1999，也e Myanm紅 govemment developed a flfteen-ye紅金ug elimination plan by 2014. Along with 

the establishment of legislative con甘01 for the eradication of poppy cultivation, in order to s句bilize the 

border 紅'ea， the government also developed master plan (2001 ・2030) for development for the ethnic 

minority group residing 也e border as a means to stabilize the border area Based on 血.e plan, 
m企astructure cons仕uction and life environment improvement projects have been implemented by 

PBANRD and other organizations since 2001 to develop the rura1 bordぽ紅ea inc1uding bridges, c1inics, 

schools and othぽ facilities.

(2) Relevance with the needs of CIP 

PBANRD is the responsible body for development in bordぽぽ'eas. Meanwhile, DOA is 出e responsible 

for agricultura1 activities in Myanmar inc1uding rura1 areas. As responsible authorities, both au血orities

have sought and s佐uggled for an effective approach to implement a1ternative cultivation and thus eradicate 

poppy cultivation. 百lerefore" the Project reflects the needs of PBANRD and DOA by helping improve the 

capacity for alternative development in nrral areas with respect to the eradication of poppy cultivation. 

(3) Relevance with the Japanese Assistance Policy to Myanmar 

According to 血e Japanese gov町nment assistance policy to Myanmar in June 2011 , the Japanese 

gov白百ment supports basic livelihood improvement on a case basis with emphasis on considerations for 

improving the d偲locracy and hmnan rights si旬ationinMy出血紅.

Fぽ血er， the Japanese government has been emphasizing 由e improvement of ag口州知ra1 productivity 

and rura1 development of ethnic minorities through policy by 仕le Myanmar govemment since April 2012. 

百le Project aims for livelihood improvement namely, food self-suffi.ciency, income increase and 
diversification of income resources of e仕mic minority groups in rura1 areas, who are economically 

vulnerable situation after 仕le eradication of poppy cu1tivation. In血lS manner，仕le character and objective 

of白is Pr句ect coincides with the officia1 J apanese development aid policy. 

(4) Comparative Technical Advantages of Japan 

The J apanese government has conducted a comprehensive approach to alternative development in 

Myarunar since 1999. Regarding alternative crop development for poppy cultivation, JICA has 

implemented a1ternative crop cultivation projects in Myanmar such as “ Buckwheat cultivation project for 

crop substitution" and “Project for Eradication of Opium Poppy Cu1tivation and Pove均， Reduction in 

Kokang SpeciaI Region No.1 ". Thus, Japan has rich experiences in a1ternativeαop development for 

poppy cultivation in Myanmar. 
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5・.2. Effectiveness: Relatively low 

αle of the important assumptions in PDM has not been fulftlled owing ωsec旺ity deterioration in 由e

句rget 紅eas since 2015. In addition, considering the cぽrent security situation, the Project cannot 
implement activities in the 旬rget V /Ts. Therefore，辻 is not confrrmed 白at the Project Purpose can be 

achieved by the end of血e Project. Meanwhile, all “ Outputs" are linked to 血e “ProjectPurpose". However, 

the indicators set おr the Project Purpose w釘e seven V/Tsフ which experienced security deterioration. 

Und紅白.e current situation, improvement in 也.e security si旬ation remains uncertain.τnus，出町e is little 

possibility in achieving the Project Purpose within the 企ameworkof the present PDM. 

(1) Achievement of the Project Purpose 

1t wou1d be di:fficult to achieve the Project Purpose even if all Outputs wぽe achieved in six newly 

selected model villages. The Project experts cannot directly implement the necessary activities in the 

seven village むacts， defined as 血.e original 旬rget area in present PDM owing to sec町ity reason. 

(2) Fulfillment of the Important Assumption 

“ Society is secured in peace" is set as an important assump世on in PDM. Since the security detぽiorati.on

m 也e target 紅eas in 2015, the Project has been very constrained in tenns of target areas, and expert 
activities. 百le Project needs to modi命 PDM， according to 血ec田Tent sec町iザ situation.

(3) Causal Relationship between the Outputs and the Project Purpose 

1n essence, the four Outpuぉ are required elements おr achieving the Project Purpose. However，也e

Project has changed the main target area 企om seven V/Ts to six model villages since 2015, when the 

security situation began to det釘iorate. Currently，出e activities in the original 旬rget 紅白紅e very limi臼d

due to remote management. Thus even if all Outputs were fulfilledラ the Project Pぽpose would not be 

achieved. The causal relationship between the four Outputs and the Project Purpose has been disintegrated 

in present PDM. 

5・3. Efficiency: Moderate 

百le proper provision of the inputsラ including exper包 and equipment hぉ contributed 白血e achievement 

of Outpu包. The Project has cons甘aint in implementing its activities for sec百i句1 reason. Ap訂t 企om 白e

implementing organizations, the Project collaborates with othぽ organizations such as LBVD, DOF and 

DET in livelihood improvement activities. These collaborations con甘ibuted to the increased efficiency of 

白.e trainings and workshops. 

(1) Achievement of Outputs 

As described in “ 4-3 Achievements of Outputs", the achievement of Outputs showed progress since 仕le
modification of the t訂getarea 企omseven V /Ts to six model villages at 血.etime of Mid・termEvaluation. 
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(2) Collaboration with relative organization for livelihood improvement 

The collaboration with LBVD, DOF, DET and CCDAC contribu旬d to implementation of回inings and 

workshops for livelihood improvement activities. 

5・4.Impact: Moderate 

Spillover effect hωbeen confi.rmed in the improvement of DOA and DAR collaboration. Achievement 

of the Overa11 Goal is uncerta1n because the causa1 relationship between Outputs and Pr句ect Purpose is 

dis1ntegrated. 

(1) Prospect of achieving Overall Goal 

ln the present PDMヲ security stability is set as an lmportant Assumptionsヲ but it is not fulfilled. 

Moreover, there is less probability to achieve Project Purpose as the causal relationship between 
Outputs and Project Purpose is not established. Considering the circumstances，世le prospect for 

achieving Overa11 Goal is uncertain. 

(2) Spillover effect 

There has been few collaboration between DAR and DOA at 血e Lashio level. These departments s匂rted

close communication and collaboration 血rough 也e Project activities. Accord1ngly, bo也 depar也lenぉ have

sta巾d 企equent communication besides the pr句ect activities. The close communication and coordination 

between research and extension 1nstitutions will contribute e偽ctively for expansion of agriculture 

techniques to farmers. Thus，立 is considered as a positive impact ofthe Pr句ect.

5-5. Sustainability: Moderate 

百le S凶tainability of the Project has been deemed moderate at the time of Mid-term Eva1uat卲n. 

Although the politica1 aspect is expected to be stable，社le institutiona1，五nancial， and technical aspects 

need furthぽ improvement.

(1) Policy Aspect 

As mentioned in 血e section on Relevance，出e sus匂inabi1ity ofthe Project in policy aspect ofthe Project 

wi11 continue, The Myanmar government developed "Five-year plan" for alternative development for せle

e仕míc minority groups inhabiting border areas. Along with the establishment of legislative control for the 

eradication of poppy cultivation stabi1izing the border 訂eawi11 be continued. 

(2) Institutional Aspect 
According to 也e adminis凶，tive system of DOA and DAR，せlere were few 仕組sfer to di宜erent areas, 
especially at the local office leve1. Meanwhi1e, PBANRD could not be involved as expected owing to staff 
shor包ge in Lashio level. 
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(3) Financial Aspect 

The .tinancial aspect is critical for the sus句inability of the results and impacts of也e Project. Therefore, 
血e PBANRD, DOA and DAR 訂e expected to make efforts to obtain the necess紅ybudget for continuing 

activities after 血e Project's completion. Especially, DOA is required ωconsider 也e budget for the 

仕組sportationof extension staff members to villages. 

(4) Technical Aspect 
Through 註le Project activities, development of manuals and training sessions, technical transfer is being 

implemented propぽly and smoo出ly at cer旬in level. Thus, many DOA extension staff members are 

teaching cultivation technology to farmers with confidence. However, more than half of extension staff 
cannot communicate in the locallanguage in the villages. Considering the circumstances, the Project has 
仕組slated 血emanuals to the locallanguages in 血e 鈎rgetvillages. 

The results of the evaluation of the five criteria in 血e PDM are as follows. 
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6. Conclusions 

百le Project st紅旬d in May 2014, but 社 was suspended for 仕rree months in 2015 because of military 

issues in February 2015. Upon resuming，仕le Project had to modiち， the target area from seven village 

凶cts to six model villages. Wi白血is modification, the activities have been cons凶ined significantly. The 

achievement of target Outputs shows the great efforts of the ClPs and expe.武 team.

Based on field observations and interviews of stakeholders，せle Evaluation Team recognized several 

points to be improved ぉ mentioned in “ 7. Recommendations". 

35 

後<.シ

－74－



7. Recommendations 

Based on the above analysis of the Project, the Evaluation Team put forth the following recommendations 
for the improvement of the Project. 

7・ 1. Shi白 to Human Resource Development [ to tbe Project ] 
Project implementation environment has neither been static nor enabling. The evaluation team 
recognizes 血at the prerequis�e assump世on for the Project, ì.e. , "Soc�ty � secured � peace" is 
not satisfied due ωthe military turmoil occurred in February, 2015 (see 1-2 environment change 
or the project). In 也is respect, conventional evaluation method only may not produce 
constructi ve results for 也e project operation in the remaining period of implementation. The 
evaluation team therefore, s仕ongly proposes an.d includes in the recommendation 也at 也e major 
thrust ofthe Project be shi食edωhumanresources development for altemative development. This 
shift is vividly presented in the following diagram. 

Modification of Project Approach 

From pilot activity first to capacity building first 

1st half approach 
Outrl伺chto village悶

A貫:er

pr吋ed

Expa問ion

Geographical 
Coverage 

- TI鳩 p叫舵t aims 勧 cha咽ethe 臥訓hood ofthe 
旬rget 羽勘ges and make very 9国>d examples 
細胞 pilot ac伽町)w愉 deeJ)'搭t Ol脚each 旬

W勧gers.

- TI栂n， the pr吋ect assumed CIP to duplicate the 
m叫eI in other are郎副:er prc加ct comp刷00.
H側ever. it is di桶c凶t to m依，e 8 very good 

2nd half approach 
Outreach to villagers 

Geographical 
Coverage 

The prl司ect fI∞U鵠s on capacity bu制ing of 
PBANRO and MOAU s也符 to eoable them to 
impro嶋 villagers I附liho凶 W愉伽e project 
mωels to ce巾in extent 
The target of the capacity building is expanded 
to all townships in the target area (4 Oistricts). 
The project a諸問邸 C/Pto imprlω'9 the 

側副nple under remo崎町咽nagemeot. outreach to the villagers after project comple首00 .

In order to implement this modification, there 紅e two steps to be taken; 仕aining on A1temative 
Development Trainer (AD trainer) and Implementation of Training of Trainers (ToT) for 
extension staffS. 

(� Tr出血ngon A1.ternative Development Trainer 仏D Trainer)
“Altemative development" is the key concept of白e project. Altemative development is defined 
as a “process to prevent an.d eliminate the illicit cultivation of plan.ts containing narcotic drugs 
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and psycho仕opic substances through specifically designed rural development measures in the 
context of sustained national growth and sustainable development efforts in coun甘ies taking 
action against drugs , recognizing the particular sociocultural characteristics of the ぬrget
communities and groups, wi也in the 企amework of a comprehensive 組d permanent solution to 
the problem of illicit drugs" according to the General Assembly resolution S-20/4 E at United 
Nations, 1998. The project does not aim just 胎 disseminate specific alternative crop varieties or 
techniques. Rather, the project aims to develop human resource who can practice the process of 
the altemative development. For example，也e staff who has expertise in pig farming, walnuts 
planting, organic fertilizer production is NOT 姐 altemative development expert. The staff who 
has expertise in the “process" of practicing the above mentioned alternative development is the 
person the project aims to create. 
Tn th1S regardラ the evaluation team recommends to expl1citly 1ntroduce the activ1ty to traln 

altemati ve development 紅白ner (AD 位ainer) selected 企om PBANRD, DOA and DAR who are 
able to practice the altemative development and teach others not only the comprehensive 
knowledge about the altemative development but also the lessons learned 企om their own 
experience of altemative development practice. Class room learning is necessary but not enough 
for creating AD 仕ainer. 立le accumulation of own practice and lessons learned is necessary. So 
the project should reorganize 也eir activities for 住ainingAD 甘泊ner

(2) 'fioa血血gby AD trainer for e武ension staff� 
Training of AD 佐ainer is necessary step but not enough because the number of AD 甘ainerwould

be limited and they can practice altemative development on1y in limited places. In order to seek 
wider impact and dissemination of AD practice in all areas of no地ern p制 of Shan State, there 
should be an occasion in which AD 仕runers 甘ain extension staffs (township 0鉦íce stafI of 
PBANRD and DOA, and research ぬrms句ffofDAR) so 白at these extension stafIs can practice 
altemative development in their responsible 訂eas.

The evaluation team recommends to expand the target group who will be invited to 也e 仕創出ng
conducted by AD 仕出ner to all township 0伍ces in northem part of Shan State excluding Mabein, 
Mongmit, Monglon and township 0宜íces in Wa self-adminis仕組on zone which are 
geographically di伍cult to participate to 血e 住aining in Lashio. We call the original 旬rget group 
as “ primary target group" and newly added group as “ secondary target group 1". 
Regarding the follow up of the alternative development practice by each extension staff, the 

project is now planning to provide budgetary assistance to extension staffs in primary target 
group. The evaluation team recommends to focus the provision of budgetary assis句nce to 
extension staffs in primary target group due to two reasons. First reason is management issue. 
The project team needs to closely supervise and monitor the expenditure of project budget. 
Secondly, the alternative development shou1d become PBANRD, DOA and DAR's regular 
operation so the reso町ces for extension activities should be aligned to the township 0伍ce

resource (staff, budget, etc). It will enhance the sustainabili句， after project completion. 
Institutionalization of the ToT sys旬m is necess紅y so 也at the training of 住ainers (extension 
staff) become sustainable, however, at this s匂ge， the project should focus on the development of 
AD 甘ainer and commencement of ToT to extension staff2. So the evaluation team proposes the 

lIncludingPBANRD(M姐ton) and DOA (Kunlong, Theini, Tangyan, Mongy氾， Thipaw, 
Nawngcho, Namtu, Manton, Kyaukme) 
2 Inviting participants 企omremote 紅eastake time 80 the 企equencyand duration of each 
training 8hould be well examined during the project implementation. 
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issue of institutionalization of the ToT system for the project stakeholders ωs旬此 discussion
about the establishment of the sys匂min self-sustainable way. 

7-2. Community Infrastructure Component [ to the Project ] 
The evaluation team conducted interviews to project stakeholders, inc1uding village residents. 

Villagers are keen to improve their community in企as佐uc旬re such as e紅白 road which wil1 be 
unpassable in rainy season or water supply facility which is a li抗le bit far from residential 訂eas.
Small sca1e improvement of these in企as仕uc旬re will high1y e貸出tive to improve their sta.ndard of 
living. Also, it may improve the villagers' income through various indirect way. 
The project originally did not include community in仕astructure component because the project 

focused on generation of alternative so町ce of income. However, based on 也e site observation 
and above mentioned relevance to altemative developmentう the evaluation team recommends to 
add community infrastructure component to the project activities. 
The community infras甘ucture should be in the size in which the local commun匂 can manage to 
plan, participate to construction and m泊ntain.

7・3. Scale up of the model village activities [ to the Project ] 
The eva1uation team observed the progress of the model villages near Lashio and found out each 

livelihood improvement activities such as pig farming, small scale aquaculture, backyard 
vegetable production are successfully adopted by local residents, however, its size is still small 
and it needs further sca1e up so 白紙 larger number of local residents benefit 企om such newly 
introduced way of livelihood improvement. 
The evaluation team points out 也at 也e farmer to farmer technical dissemination is one of the 

e:ffective way to scale up and disseminate the model activities. So the evaluation team 
recommends to make at佐active models as well as inviting local residents 企omoriginal pilot siぉs
for the site visits to model villages and facilitate networking between farmer to farmer, and 
community to community. By doing so, farmers in model village will play the role as a reso町ce
person for other farmers. 
In order to sca1e up the model activities, it is necessary to focus on the activities which have 
already been veri:fied or to be verified soon later rather than increasing the number of new 剖als.

By following the recommendation 7-1 白rough 7-3，仕le project can achieve both ta.ngible (model 
andin合倒的lcture) and intangible (capaci句r development) results in well balanced way within the 
project period. 

7-4. Revising the PDM and the Project approach [ to the Project, JICA, PBANRD and 
MOALIHQs] 
The evaluation team proposes 也e revision of PDM 組d PO accordingly so as to incorporate 

these recommendations into future course of action. The ANNEX 1 shows proposed PDM and 
ANNEX 1 explains about 也erevised points and its reason. 

7・5.Allocation of the full-time counterpart assignment of PBANRD [ to PBANRD HQs ] 
At least one ful1 time counterp紅t should be appointed to the project at Lashio for smooth 

implementation ofthe project activities upon these recommendations. 

End 

38 

2死〉

－77－



Project Design Matrix (PDM) 
ProjectN岨e: Proj回 for Eradi叫岨of何回PoppyC幽vatIon皿dR叫Devd叩田叫田山No地emP:叫ofShan S臨

ProjedPe巾d: 雪 F間四{告側 7 May 2014加 6 May 2019) 
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Project Design Mat市伊'DM) -DRAFT Re陥ion
P問j田tName: P四J副 forE四dil回rion of Opium Poppy Cultivation and Rurnl De刊10抑制 in the No世間 P回 ofShan S,.,e 

Proj回t Period: 5 years (from 7 May 2014 10 6 May 2019) 

lmpleme凶ng ag凹cy: Ministry of Bordcr AJTairs, Progr田S ofBorder A悶s and Nationa1 Ra∞s 除partm叩t(PBANRD)

Target A町a; Kyaukme Dis出ct， Muse District. L;叫司iDistrict 佃d Lashio Dislr叫

M凹lel Sitc: Sc1cct岨 villag'四回1...ashioìownshíp

Target G問up:

P世田川 PBANRD(Offic昌 in Shall State (North) in Las恒久 DistrîctO節目s 絜 Kyaukr田副d Laukai, Township 0岡田沼田 Nam且n， Kutkai, K岨勾岨)， DAR・1σ'anns in Kyaukmc and N加ngmon)，
DOA句 。fMOALI・3σarms � Ku此ai Substinltc Crop and Nali. Sh皿 Statc (North) Office in Lashio, Dis田ctO缶C四回 Kyaukme， Mu田:， Laukai，岨d Townships 0節目s inNam回n. Kutkai, Muse, 

Namkham, Laukai , Konky阻阻d Lashio), Farmers in the target 町田

防部叩曲呼'lE府間IOns阻ß" oth町 than 血c to'間首脳psofp町田ryt紅got group in 也e国get町田

Narrative Su皿mary

Ovcrall Goa1: 

The sta佃s quo of opium poppy e悶dication 皿 Nonhem Shan S阻te

is sustained 

Project Purpose: 

M岨lS of白rmc内 livelihood is 也ven;泊唱曲目U且~h extension of 

sourc田 ofin∞

Outputs: 

I.De刊lopm聞toppo川田山田皿d∞田岡田皿gfactors are 

id紅白fied and docum開ted [or local development 

2. Substitute cropsJvarieti田 are idet由fied based on the 京国m町、

叩山叩， marke回bility and (岡山田I feasibility， 皿ddemol凶回t剖

阻由e 白聞町S

3. M回S世田自orli四l曲以xl improvement 阻d 凹叩megl四e悶U凹

a回 identificd 絜 the t町get ar曲

4. Extension meth剖lsar沼田lproved

Activ�ies: 

Activities for Output 1: 

1-1. To fonn ajoint s町V可 t曲mbyPBANRD剖dDOA

1~2 . To ∞nducta s凹何回nOID1CSU同町(s) 00 livîng阻V回即nent

and livclihα姐

1-3. To propose promising activities for local dcvelopment 

1-4. To ar酔血盟 wor~雪hop お.r sharing 悶S 叫tOf5町V町

Activities for Output 2: 

2-1. To select prorr田ing sub抽tuteα"ps 胡dvari曲目白1"OUゆ

fanner's participation and marke凶Ibility ∞usÎd釘ation

2-2. Toe、肝四ncnt cuJtivation 皿d soﾏI fe民îlitym制ag'朗lCtlt

t田Jmiques for p問mising substihJte crops 

2-3. To 由旬_blishRes同店h& Developm叩tba日s for promising 

四bsti加te crop at gov町四ncnt 曲dfanners' fiel由

2-4. To implcment m吋el activiti田

2-5. To develop exlet剛叩 ma民rials

Activiti四 rorOutp凶 3:

3-1. To select acLivities 

3-2. To p四P町泡 impJemen阻tion fOI activities 

3-3. TO implement 叫UV1Ues

3-4. To monitor 皿.d rcvicw activ山田

3-5. To compile guideline(s) , impl削叩阻むons回は町e 削do血間

Activiti四 forO凶put4・

(伽血pnn凶呼 target group) 

4-1. To conduct su円可 on 品加mcr'snα由 m 出t: Largt:l出国

4 ・2. To ∞nd皿t training based 00 farn間百配eds

4 ・.3. To 田nductex依田lon 齢U羽U国間d 町田nitoring b田edon 血e

ext目指旧nplan

4-4. To∞oouct 岡田皿gofa1岡田tive developmcnt 同区宙開・' (AD
回問問)

(fc旧世紀 priJnary阻d.. ぉondary 阻rgel group) 

4・5 . To ∞nd叫tttヨ血皿g 品目白tension staJTby AD 位酒田町ち

'1 DAR: Departrn叩t of Agricultural ]王国国民h

・200A:D叩artrnent of Agric叫加問

'3 MOAU: Minislry of Agric叫加問， Liv田tock 皿dIrrigation 

叫 Ext回sion staff: Staff ofPBANRD 田dOOA

吋 GOM: G>vemmcnt ofMy創illlar

Obj配討vely Verifiable Indi四回想 Means ofVerification 

1. A民a undcropi阻1 poppy cuLtivation d田S -Tn品目naDon 皿d 四portsofGOM・5 31ld
not mcrc掴c in Northem Shan S佃te UNODC 

R<j抽rt from PBANRDIDOA 
2. Activiti田町「開宅dtolhisp町田t are 

impl即Ie!It，叫 byvillagers in 20 Village 

T田cts in Northem Sh皿 State

l 百le number of PBANRD 皿dMOALI Report 昔om PBANRDiDOA担dthcP同日目立

sta町、vh031悶回開姐 foral旬開aDvc

devel吋)men( 問ach田 40・7 in 由e 飽rgetar田
ìnselfs田畑inablc w町

2. 750 ho田eholds initiate!:山田gthen the 

crops/v.印出国， farming techniques. 

叩lbstitute 鋭抽目eofin∞me皿d livclih剖>d

unprov町lentskìll 田町吋u∞dby 由c Project 

1-1 百le SlぜV町間5ult is issued and shared 1 ・1. Proj副 report

明白白e∞n田m吋 stakeholders

2-1. M回想出血 10 subs皦ule cropslv阻eties 2-1. Proj田t 民port (refcr四回 "DARlOOA

町叫 fanning t田hniqucs arc id佃“ìed. trial report" 加d "Identifl回"叩 Criteria")

3・ 1.1n 吐'"阻rget 館田， atl田5t 10m曲S山田 3-1. P同~ect report 

forli刊出血垣間市町、!ement 副din∞me

g郎副司泊四 aree湾問un四t吋 bythe Proj田t

4- 1. ADT回目師"師岡山品 4-1. Evaluation 悶sult of extension staff 

4-2. 13 OOA extens曲目 S阻fffulfil the 4-2. Project re凹rt

evaluah四lcntena 4-3. Proj田t 問port

4-3.20 kin由 of曲e 目。p vanetJ田， 白rming

t田hniqu国. substi佃嶋田町田 ofin∞me 加d

1ifeskill ar恵国t田命増加f創祖母ち

Inputs 

(Myanmar side) (Jap祖国e side) 

a)Co削除中町ts 8. Dispatchment of Exp剖S

Longtl開ne甲町ts

b) Lan止 b回1ding刷 facili紅白 1) Chief Advisor 

Working spa∞ for Jap回目eE平副sand 2) Farming System 

∞untc甲arts， 血cil山田 ne吋吋 for project 3) Agriculture Extension I Training 

implementa位。n 4) Rural Develo抑制

5)C∞rdinatorfPublic Relatio゚ 

c) Budget 

C冶st品r project implem四阻llon Short t句官lexpcrts

b. Provision oftechnì岨leq出:pmcnt

c 円。vision of coWlterpart岡山ng

1) inJap血

2)inASEANωuntnes 

・6 ADtt四ner: Trainer who is tr四回 in altemative developm田tm叫 e司ends thc skil1 ru叫 h咽wJedge to the ext印刷叩 staff

Veni，叩 2・(-叫岨 23N肺 201⑩

Important Assumptions 

1. Policy d古田町n of GOM on opi凶1

poppy erad�ation dα~notchange 

2. Policy direction of GOM on回国国l

岡田s does not changc 

3. S国urilys山ationdα:s n，国 dct，官1四時

皿回Impans個別出 2014

1. S田10 田onomicand political 

enVl町四nent 1u由e target ar四 donot

Ouc刷atedr四位cal1y

2.W曲血.cr ∞nditiond田S 回t fluctuate 

drastically 

Imp。同ant Assumptions 

1. LMge 抽出悶1 disaster does not叫印r

2. TrainedADtrヨ皿en; a田 n世

位置凶『聞吋

1. Socicty is sぉur吋 mp曲目

2. Outpu15 of JICA's similar projects ar芭

曲目z吋

・7 羽田自gure includcs at le制 36 蜘ff: 12AD 信組n間 (7 PBANRD, 1 DAR 4 OOA), 1 OOA fi釘ms岨ff. 1 DAR stalf, 13 OOA 側担.sion slaff (printacy target group) 曲d9 OOA extension staff 

品目000町出伊脚up)
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g
 w
a
s
 d
el
iv
er
ed
 t
o 
5
0
 

t
e
r
m
s
 o
fi
nt
er
es
t 
gr
ou
p 
(1
0
)
 or

ga
ni

za
ti

on
, 

H
H
s
 of
 6

 m
o
d
e
l
 vi
ll
ag
es
. 

A
 m
o
d
e
l
 f
a
r
m
 

re
vo
lv
in
g 
s
y
s
t
e
m
 d
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 a
n
d
 

w
a
s
 e
s
ta.
bl
is
he
d 
in
 e
ac
h 
vi
ll
ag
e 
(t
o
ta.
16
)
.
 

pr
ov
is
io
n 
of
 p
ig
le
ts
.

 
M
o
n
i
加
ri
ng

o
n
 f
od
de
r 
f
a
r
m
i
n
g
 h
a
s
 

ir
re
gu
la
rl
y 
b
e
e
n
 ∞

nd
uc
te
d.
 

F
a
r
m
e
r
加

fa
rm
er

ex
te
ns
io
n 
低
価

m
o
d
e
l
f
a
r
m
加

o
t
h
e
r
fa
rm
er
s 
in
 t
he
 

vi
ll
ag
e)
 
w
a
s
 o
bs
er
ve
d 
in
 
N
a
r
h
p
o
t
 

a
n
d
 P
in

gl
on
. 

.
P
i
g
ß町

m
i
n
g
:
百
a
血
i
n
g
w
a
s
 d
el
iv
er
ed
 t
o 

1
2
8
 f
ar
me
rs
 o
f 
6

 ta
rg
et
 v
il
la
ge
s 
in
 

co
ll
ab
or
at
io
n 
w
i
t
h
 L
B
V
D
.
 P
ig
le
ts
 f
or
 

vth
ile
 la
rg
ee
vs
 ol
(v
8i
2n
hg
 ef
au
dn
s d

 fwo
r e
r4
e 3pH

roH
vsi

)d金e
do
m
 

to
D5
 ee
 

2
0
1
5
加
M
a
r
2
0
1
6

.
A
n

al
α)
(>
u
n
討
n
g

sy
s
胞
m

w
a
s
 d
ev
el
op
ed
 a
n
d
 t
he
 t
ra
in
in
g 

w
a
s
 o
rg
an
is
ed
 f
or
 I
G
s
 i
n 
5
 vi
ll
ag
es
. 

-
悶
s
h
:t
1世
田i
ng

:
Tr

ai
ni
ng
 e
ve
nt
 w
a
s
 

u
n
d
e
r
t
a
k
e
n
 i
n 
N

 ar
hp
ot
 V
Ill.
a
g
e
 i
n 
F
e
b
 

20
16

, f
ol
lo
we
d 
b
y
 t
ec
hn
ic
al
 c
on
su
lt
at
io
n 

w
i
t
h
 a

 JI
 C
A'

s
宣
sh

e
ri.
es

pr
oj
ec
t 
(S
AE
P)
. 

3
 sm
al

l-
sc

al
e
畳
s
h
p
o
n
d
s
 h
a
v
e
 b
e
e
n
 

es
ta
bl
is
he
d 
b
y
 fa

rm
er

s,
 a
n
d
 r
e
伺
i
v
e
d

a
b
o
u
t
 5
0
0
 1
1s
h 
se
ed
s 
in
 M

a
r
 a
n
d
 S
e
p
 2
0
1
6
 

w
i
t
h
 s
u
p
p
o
r
t
金
o
m
D
e
p
a
r
凶

e
n
t
o
f

F
臼
he
ri
es

(
D
O
 F)
. 

.
F
r
国
t
p
r
o
ω
S
S
Ì
n
g
a
n
d
 m
a
r
k
e
討
n
g
:

T
h
r
o
u
g
h
 a

 se
ri
es
 o
f 
di
sc
us
si
on
s 
wi
th
 t
he
 

vi
ll
ag
er
s 
of
 N

am
h

ta
n

m
a,

 t
a
m
町
i
n
d
金'
U
it

w
a
s
 s
el
ec
飴
d
a
s
t
h
e
t
町

ge
t
of
 t
hi
s 
a
c
討
vi

ty
，

a
n
d
 t
he
 s
tr
at
eg
y 
a
n
d
 t
ac
ti
cs
 o
f 
m
a
r
k
e
討
n
g

w
e
r
e
 a
ls
o 
de
ve
lo
pe
(l. 

A
凶
a
l
p
r
∞

e
s
s
i
n
g

w
a
s
∞
n
d
u
c
t
e
d
 i
n 
th
e 
vi
ll
ag
e 
in
 M
a
r
c
h
 

a
n
d
A
p
ri

l.
羽
田

d
e
v
e
l
o
p
e
d
p
r
o
d
u
c
胞
w
e
r
e

so
ld
 i
n 
L
a
s
h
i
o
/
N
a
u
n
g
m
o
n
 m
a
r
k
e
t
 a
n
d
 

ro
ad
si
de
 r
es
ta
ur
an
t.
 

• 
Se
wi
ng
: 
T
he

 B
a
s :
ic 
C
o
ur
se
 f
or
 s
e
w
i
n
g
 

ミ《
tr

ai
n

in
g,

 w
h
i
c
h
 h
a
d
 b
e
e
n
 s
up
po
rt
ed
 s
in
ce
 

A
u
g
u
s
t
 i
n 
a

 w
a
y
加

i
n
c
o
r
p
o
r
a
t
e
6
 tr
ai
ne
es
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倍
。
m
3
v
皿
ag
es
)
at
 a

 v
∞

at
io

na
l
配
ho

ol
m
a
n
a
g
e
d
 b
y
 D
e
p
a
r
凶

e
n
t
of
 E
du
ca
ti
on
 

a
n
d
 T
ra
in
in
g 
of
 M
i
n
i
s
句

T
o
f
B
o
a
r
d
e
r

A
宜
国
rs

，w
a
s
ω
m
p
l
e
t
e
d
 i
n 
N
o
v
e
m
b
e
r
.
 T
h
e
 

A
d
v
a
n
c
e
d
 C
ou
rs
e 
w
a
s
 i
ni
ti
at
ed
 f
r
o
m
 

D
e
c
e
m
b
e
r
 a
n
d
 2

 ou
t 
of
th
e 
6
 pa
rt
ic
ip
an
ts
 

of
 t
he
 B
as
ic
 C
o
ur
se
 j
oi
ne
d 
th
e 
∞

ur
se
 a
n
d
 

ω
m
p
l
e
胞
d
i
n
M
a
r
c
h
.

.
 S
e
ed

 ba
nk
: 

Fo
r 
th
e 
4
 ta
rg
et
 v

il
la

ge
s,

 
pl
an
ni
ng
 m
e
e
討
n
g
s
a
n
d
 t
he
 f
ol
lo
w.
up
 

m
e
e
世
n
g
s
h
a
d
 b
e
e
n
 c
o
n
d
u
c
加
d
si
nc
e 

N
o
v
e
m
b
e
r
.
 
Ma
te
ri
al
s 
fo
r 
th
e 
se
ed
 b
a
n
k
 

(m
ai
ze
 s
ee
ds
 a
n
d
 fe
rt
il
iz
er
 f
or
 a
n
 

a
ぽ
e/

HH
)
w
e
r
e
 p
ro
cu
re
d 
a
n
d
 p
ro
vi
de
d 
to
 

7
6
 H
H
s
i
n
 M
田
c
h
a
n
d
A
pr
il
20
16
. 

.
 D
r
u
g
∞

nt
ro

l:
 

E
x
.
d
r
u
g
 
us
er
s 

in
 
K
ha
sh
i 

Vi
ll
ag
e 

w
e
r
e
 
e
n
ω
u
r
a
g
e
d
 
b
y
 

th
e 
pr
oj
ec
t 
as
 w
el
l 
as
 a

 lo
ca
l 

N
G

O
, 
M
A
N
A
 to
 
at
te
nd
 
pi
g 

fa
rm
in
g 
tr
ai
ni
ng
. 

3
 of
 t
h
e
m
 

d
e
t
e
r
m
i
n
e
d
加

jo
in

th
e 

pi
g 

fa
rm
in
g 
I
G
 a
n
d
 a
re
 c
u
π
e
n
t
l
y
 

in
vo
lv
ed
 i
n 
th
e 
ac
ti
vi
ty
. 

A
w
a
r
e
n
e
s
s
 

ra
l
S
m
g
 

p
r
o
g
r
a
m
m
e
 f
or
 
st
ud
en
ts
 
a
n
d
 

vi
ll
ag
e 

y
o
u
t
h
 
w
a
s
 c
on
du
ct
ed
 

血
K
h

a
s
h
i

vi
ll
ag
e 

in
 
Ju
ly
 

20
16

, 
in
 
∞

ll
ab

or
at

io
n 

wi
th
 

A
n
ti

.N
ar
∞
姐
c
Fo
rc
e 
in
 L
as
hi
o.
 

4 -
4.
 

To
 
mo
ni
to
r 

an
d 

re
vi
ew
 

• 
W
o
r
k
s
h
o
p
s
 w
e
r
e
 o
rg
an
is
ed
 i
n 
e
a
c
h
 p
il
ot
 

• 
M
o
n
i
加
ri
ng

is
 b
ei
ng
 ∞

n
d
u
c
t
e
d
 i
n 
ea
ch
 

.
 

ac
ti
vi
ti
es
 

si
te
加

de
ve
lo
p
ac
ti
vi
ty
 p
la
ns
. 

m
o
d
e
l
 vi
ll
ag
e 
b
y
 t
he
 P
ro
je
ct
 t
e
a
m
 a
n
d
 

• 
M
o
n
t
h
l
y
 m
o
n
i
白
血

19
o
n
 p
ig
 f
a
r
m
i
n
g
 i
n 

re
le
va
nt
 d
e
p
a
r
t
m
e
n
t
 t
ec
hn
ic
al
 s
ta
ff
. 

Ph
ay
ar
gy
i 
Vi
ll
ag
e 
h
a
d
 b
e
e
n
 c
on
du
ct
ed
 7

 
Mo
ni
to
ri
ng
 s
he
et
 f
or
 p
ig
 f
a
r
m
i
n
g
 w
a
s
 

討
m
e
s
金
o
m
M
a
y
討
II
N
o
v
 2
01
5.
 T
h
e
 2
n
d
 

de
ve
lo
pe
d.
 

re
vi
ew
 w
a
s
 a
ch
ie
ve
d 
in
 D
e
c
 2
01
5.
 

• 
R
e
v
i
e
w
 w
o
r
k
s
h
o
p
 w
a
s
∞
n
d
u
c
t
e
d
i
n
 

• 
S

im
il

ar
ly

, m
o
n
i
加
ri
ng

in
 K
a
u
n
g
k
h
a
 V
T
 

Pi
n
gl
on
 a
n
d
 N
a
r
h
p
o
t
 i
n 
S
e
p
 2
01
6.
 

w
a
s
∞
n
d
u
c
t
e
d
 o
nc
e 
in
 D
e
c
 2
01
5.
 

ｷ
 Pr
oj
ec
t 
tr
ie
d 
to
∞

ll
ec

t 
m
o
n
i
ω
血

19
da
ta
 

t
h
r
o
u
g
h
 L
B
V
D
 o:
ffi
ce
rs
 a
n
d
 V
T
 o:
ffi

ce
, 

ho
w

ev
er

, m
o
n
i
白
r
i
n
g
w
a
s
 s
u
s
p
e
n
d
e
d
 a
ft
er
 

de
te
ri
or
at
io
n 
of
 s
ec
ur
it
y.
 

4-
5.
 
To
 
∞

mp
il
e
忽
li
de
li
ne

(s
)，

-F
(G
u1
rd
th
de
el
ni
nt
eh
)e
 fo
Ir
 mt
ph
le
 em
Li
ev
ne
tl
ai
ht
io
oo
n d

 M
a
n
u
a
l
 

ｷ
 T
he

 dr
af
t 
of
 I
mp
le
me
nt
at
io
n 
Gu
id
el
in
e 

.
 

i
m
p
l
e
m
e
n
凶

io
n

s加
.c

tu
re
組
d

a
n
d
 I
m
p
l
e
m
e
n
t
i
n
g
 S

世r
u
c
仇l
l'
e
fo
r 
th
e 
L
I
C
 

。
白
er

s
I
m
p
r
o
v
e
m
e
n
t
 C
o
m
p
o
n
e
n
t
 w
a
s
 d
ra
ft
ed
 i
n 

w
a
s
ω
m
p
i
l
e
d
田
ld

su
bm
it
te
d 
to
 

En
gl
is
h 
la
ng
ua
ge
 a
n
d
 is
 u
n
d
e
r
 

P
B
A
N
R
D
.
 

tr
an
sl
at
io
n
白

to
M
y
a
n
m
a
r
 l
a
n
郡l

1l
ge
.

• 
Pi
g 
f
a
r
m
i
n
g
 t
ec
hn
ic
al
 m
a
n
u
a
l
 a
n
d
 I
E
C
 

父
m
a
旬r

i_
al

s
fO
:r 

ll
ig
L
w
~
s
 d
ev
el
()
pe
d.. 
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8-5. ANNEX-5 

Proposed Project Site Map 
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 評
価
グ
リ
ッ
ド
：

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和
国
シ
ャ
ン
州
北
部
地
域
に
お
け
る
麻
薬
撲
滅
に
向
け
た
農
村
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
中
間
レ
ビ
ュ
ー
評
価

 

Ⅰ
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
状
況

 

調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
達
成
状
況
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
）

 
 

小
項
目

 

プ ロ ジ ェ ク ト の 達 成 状 況  

投
入
の
実
施

状
況

 

日
本
側
投
入
（
専
門
家
派

遣
、
機
材
供
与
、

C
/P

 
研

修
、
予
算
）
は
計
画
ど
お

り
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

 

1
）
専
門
家
派
遣

 

 

 


 長
期
専
門
家
：

5
名
（
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
農
業
普
及

/研
修
、
農
村
開
発
、
業
務
調
整

/広
報
、
営
農
）

 


 短
期
専
門
家
：

6
名
。

2
0
1
4
年
度

2
名
（
チ
ャ
栽
培
、
社
会
経
済
調
査
）
、

2
0
1
6
年
度

4
名
〔
社
会
経
済
調
査
、
工
芸
作
物
、
畜
産
振
興
（
予
定
）
、

農
業
経
済
（
予
定
）
〕

 

2
）
研

 
修

 

・
本
邦

/第
三
国
に
お
け

る
研
修

 


 本
邦
研
修
：
全

1
2
名

 


 2

0
1
5
年

1
1
月

3
日
～

1
1
月

1
3
日
の
日
程
で

6
名
が
、「
日
本
の
山
間
地
域
に
お
け
る
村
落
開
発
視
察
」
の
た
め

JI
C

A
筑
波
セ
ン
タ
ー
、
長
野
県

庁
、
松
本
市
の
企
業
的
経
営
農
家
（
浜
農
場
）、
信
州
大
学
農
学
部
（
南
箕
輪
村
）
、
立
命
館
大
学
、
東
洋
大
学
等
を
訪
問
し
た
。

 


 2

0
1
5
年

7
月

5
日
か
ら

9
月

5
日
の
日
程
で

1
名
が
、

JI
C

A
筑
波
国
際
セ
ン
タ
ー
に
て
「
農
業
普
及
企
画
管
理
者
」
研
修
に
参
加
し
た
。

 


 2

0
1
6
年

6
月

2
7
日
～

8
月

6
日
の
日
程
で

1
名
が
、

JI
C

A
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
地
方
自
治
体
行
政
強
化
」
研
修
に
参
加
し
た
。

 


 2

0
1
6
年

8
月

2
8
日
～

9
月

1
4
日
の
日
程
で

2
名
が
、

JI
C

A
東
京
国
際
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
薬
物
犯
罪
取
締
」
研
修
に
参
加
し
た
。

 


 2

0
1
6
年

8
月

2
9
日
～

1
0
月

2
9
日
の
日
程
で

2
名
が
、

JI
C

A
筑
波
国
際
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
農
業
普
及
企
画
管
理
者
」
研
修
に
参
加
し
た
。

 


 第
三
国
研
修
：
全

1
7
名
。

2
0
1
5
年
に
タ
イ
（

9
名
）
、

2
0
1
6
年
に
ラ
オ
ス
（

8
名
）
で
実
施
さ
れ
た
。

 


 2

0
1
5
年

9
月
に

9
名
の

C
/P
に
対
し
て
、
タ
イ
国
に
お
け
る
ケ
シ
撲
滅
と
代
替
農
村
開
発
に
係
る
視
察
を
実
施
し
た
。

 


 2

0
1
5
年

9
月
に

9
名
の

C
/P
に
対
し
て
、
ラ
オ
ス
国
に
お
け
る
付
加
価
値
農
業
及
び
農
民
組
織
形
成
に
係
る
視
察
を
実
施
し
た
。

 

3
）
資
機
材
供
与

 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
必
要
な
資
機
材
供
与
〔
コ
ピ
ー
機
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

P
C
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
気
象
観
測
装
置
、
オ
フ
ィ
ス
機
器
等
及
び

4
W

D
車
（

4
台
）
〕

 

4
）
現
地
活
動
費

 

  


 在
外
事
業
強
化
費
：
事
業
の
活
動
費
、
事
務
費
な
ど

 


 2

0
1
6
年

1
0
月
末
時
点
で
、
合
計

9
,3

9
8
万
円
（

1
米
ド
ル

=
1
0

0
.6

0
6
円
で
換
算
、

2
0
1
6
年

1
0
月

JI
C

A
レ
ー
ト
）

 

（
単
位
：
米
ド
ル
）

 

予
算
項
目

 
2

0
1
4
年
度

 
2

0
1
5
年
度

 
2

0
1
6
年
度

 
合
 
計

 

在
外
事
業
強
化
費

 
2

1
9

,2
1

1
 

2
3
4

,2
2

9
 

1
1
0

,7
5

1
 

5
6
4

,1
9

1
 

 
農
業
部
門

 
5

0
,5

6
1
 

9
8
,9

9
8
 

2
2
,3

6
6
 

1
7
1

,9
2

4
 

 
生
計
向
上
部
門

 
6

,5
8
0
 

3
4
,5

5
1
 

2
,6

3
2
 

4
3
,7

6
4
 

 
日
常
経
費

 
1

6
2

,0
7

0
 

1
0
0

,6
8

0
 

8
5
,7

5
3
 

3
4
8

,5
0

3
 

機
 
材

 
1

5
4

,5
0

0
 

2
3
,8

8
6
 

 
1

7
8

,3
8

6
 

農
場
整
備

 
 

1
9
1

,6
0

2
 

 
1

9
1

,6
0

2
 

計
 

3
7
3

,7
1

1
 

4
4
9

,7
1

7
 

1
1
0

,7
5

1
 

9
3
4

,1
7

9
 

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
側
投
入
（
人

員
、
建
物
・
施
設
、
予
算
）

は
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ

て
い
る
か
。

 

1
）
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

の
人
材
配
置

 


 実
施
機
関
（

C
/P
）
：
①
国
境
省
国
境
地
域
少
数
民
族
開
発
局
（

P
B

A
N

R
D
）
、
②
農
業
畜
産
灌
漑
省
農
業
局
（

D
O

A
）
、
③
農
業
研
究
局
（

D
A

R
）

 


 連
携
機
関
〔
合
同
調
整
委
員
会
（

JC
C
）
メ
ン
バ
ー
〕
：
①
シ
ャ
ン
州
政
府
、
②
計
画
財
務
省
対
外
経
済
関
係
局
（

F
E

R
D
）
、
③
国
境
省
教
育
研

修
局
（

D
E

T
）
、
④
内
務
省
中
央
麻
薬
統
制
事
務
所
（

C
C

D
A

C
）
、
⑤
商
業
省
貿
易
促
進
局
（

D
O

T
P
）
、
⑥
農
業
畜
産
灌
漑
省
農
村
開
発
局
（

D
R

D
）

及
び
⑦
畜
産
獣
医
局
（

L
B

V
D
）

 


 C

/P
の
配
置
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
そ
の
他
の

C
/P
。
合
計

2
6
名
（

2
0
1
6
年

1
1
月

1
3
日
現
在
）

の
C

/P
が
配
置
さ
れ
た
。

 

３．評価グリッド
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
達
成
状
況
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
）

 
 

小
項
目

 

2
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

に
必
要
な
執
務
室
及

び
施
設
設
備
の
提

供
、
水
道
、
通
信
経

費
 


 な
し
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
負
担
は

C
/P
の
配
置
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
負
担
は
な
い
）
。

 


 当
初
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
が
提
供
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

P
B

A
N

R
D
の
都
合
で
結
局
提
供
さ
れ
ず
、
専
門
家
チ
ー
ム
は
独
自
に
事
務
所

を
借
り
上
げ
た
。

 

3
）
予
算
、
そ
の
他

 

 な
し
（
同
上
）
。

 

成
果
の
達
成

状
況

 

成
果

1：
対
象
地
域
に
お
い

て
、
農
家
の
生
活
環
境
と

生
計
に
関
す
る
課
題
と
優

先
事
業
が
特
定
さ
れ
報
告

書
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

 

1
-1
：
報
告
書
が
取
り
ま

と
め
ら
れ
、
関
係
者

と
共
有
さ
れ
る
。

 

【
達
成
し
た
】

 


 治
安
悪
化
に
伴
い
、
対
象
地
域
へ
の
現
地
訪
問
が
実
施
で
き
ず
、
対
象
地
区
（

V
/T
）
で
の
ニ
ー
ズ
調
査
、
社
会
経
済
調
査
は
未
完
了
。

 


 他
方
、
治
安
悪
化
に
伴
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
時
中
断
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
再
開
に
伴
い
、
新
規
に
選
定
し
た
六
つ
の
モ
デ
ル
村
に
対
し
て
簡
易

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
報
告
書
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

 


 外
部
条
件
に
治
安
の
安
定
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
外
部
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
状
況
下
に
お
い
て
、
対
象
地
域
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
は
妥
当
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
。

 

成
果

2：
農
家
の
意
向
・
市

場
性
・
技
術
上
の
妥
当
性

等
を
考
慮
し
た
代
替
作
物

/

品
種
が
同
定
さ
れ
農
家
に

提
示
さ
れ
る
。

 

2
-1
：

1
0
種
類
以
上
の
作

物
・
品
種
が

D
A

R

と
D

O
A
に
よ
り
提

示
さ
れ
る
。

 

【
実
施
中
】

 


 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

D
A

R
及
び

D
O

A
の
試
験
農
場
に
お
い
て

1
4
作
物

/品
種
の
実
験
中
で
あ
り
、
実
験
結
果
に
基
づ
き
こ
の
う
ち

1
0
作
物

/品
種

の
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

2
0
1
7
年

3
月
ま
で
に
策
定
予
定
で
あ
る
。

 


 現
在

D
A

R
及
び

D
O

A
の
試
験
農
場
に
お
い
て

1
4
作
物

/品
種
の
実
験
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
モ
デ
ル
村
に
お
い
て
農
民
の
畑
で
実
験
を
継

続
す
る
予
定
で
あ
る
。

 

2
-2
：

1
0
種
以
上
の
栽
培

技
術
が
農
家
の
ニ

ー
ズ
に
基
づ
い
て

確
立
す
る
。

 

【
実
施
中
】

 


 実
験
農
場
に
お
け
る
栽
培
試
験
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
進
展
し
て
い
る
も
の
の
、
専
門
家
が
農
村
に
赴
き
対
象

V
/T
農
民
か
ら
直
接
ニ
ー
ズ
を
把
握
す

る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

 


 中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
時
点
で
は
、
三
つ
の
営
農
技
術
が
開
発
さ
れ
た
。

 


 栽
培
技
術
に
関
し
て
は
、

K
y
au

k
m

e、
N

au
n

g
m

o
n
の
両
農
場
に
お
い
て
ぼ
か
し
肥
料
に
関
す
る
比
較
実
験
を
行
い
、
お
お
む
ね
良
好
な
結
果
を

得
て
い
る
。
今
後
、
他
農
場
で
の
実
験
を
継
続
し
て
、
農
家
レ
ベ
ル
で
適
応
可
能
な
技
術
の
確
立
を
め
ざ
す
。

 

成
果

3：
農
業
改
良
普
及
員

の
普
及
方
法
が
改
善
さ
れ

る
。

 

3
-1
：

1
2
人
以
上
の
普
及

員
が
評
価
基
準
を

満
た
す
。

 

【
実
施
中
】

 


 2

0
1
4
年
以
降
中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
時
点
ま
で
に
、

1
4
名
の

C
/P
普
及
員
に
対
し
て
、

1
6
回
の
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

 


 他
方
、
評
価
基
準
に
つ
い
て
は
現
在
作
成
中
で
あ
り
、
中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
時
点
で
は
、
指
標
達
成
に
関
す
る
判
断
は
で
き
な
い
。

 


 成
果
達
成
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
遅
く
と
も

2
0
1

7
年

5
月
に
開
催
予
定
で
あ
る
第

4
回

JC
C
ま
で
に
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
共
有
し
了
承

を
得
る
予
定
を
計
画
し
て
い
る
。

 

3
-2
：

2
0
種
以
上
の
作
物

/品
種
と
営
農
技
術

が
普
及
員
を
通
じ

農
家
へ
導
入
さ
れ

る
。

 

【
実
施
中
】

 


 対
象
地
域
で
あ
る

7
 V

/T
に
関
し
て
は
治
安
悪
化
後
、
活
動
が
中
断
し
て
お
り
具
体
的
な
成
果
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
他
方
、

6
モ
デ
ル
村
で
は

7

種
類
の
作
物

/品
種
及
び
営
農
技
術
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
に
目
標
の
達
成
が
見
込
ま
れ
る
。

 


 目
標
達
成
に
向
け
て
順
調
に
進
展
し
て
い
る
。

1
4
の
作
物

/品
種
及
び
営
農
技
術
は
農
民
に
対
し
て
技
術
移
転
が
な
さ
れ
た
。
詳
細
は
以
下
の
と
お

り
。

 

- 
1
3
作
物

/品
種
：
ハ
ト
ム
ギ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（

C
P

-8
8

8
 3

G
）
、
野
菜
栽
培
技
術
、
エ
ン
ド
ウ
、
ソ
ラ
マ
メ
、
ウ
ォ
ー
ル
ナ

ッ
ツ
、
水
稲
（

2
0
2
）
、
水
稲
（

D
U

-1
2
）
、
マ
カ
デ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
、
コ
ム
ギ
（

Y
ez

in
-9
）
、
カ
リ
ン
、
チ
ャ

 

- 
営
農
技
術
：
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
に
お
け
る
施
肥
技
術

 


 な
お
、
残
り
の
作
物

/品
種
及
び
営
農
技
術
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
に
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
達
成
状
況
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
）

 
 

小
項
目

 

成
果

4：
対
象
地
域
に
お
け

る
生
計
向
上
と
収
入
向
上

手
段
が
特
定
さ
れ
る
。

 

4
-1
：
対
象
地
域
に
て

2
0

以
上
の
生
計
向
上

と
収
入
向
上
手
段

が
実
証
さ
れ
る
。

 

【
実
施
中
】

 


 対
象
地
域
に
お
け
る
活
動
は
治
安
悪
化
以
降
、
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
治
安
悪
化
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
対
象
地
域
を
新
た
に
六
つ
の
モ
デ
ル
村

に
設
定
し
、
活
動
を
実
施
し
て
い
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（

P
D

M
）
の
修
正
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
他
方
、
生
計

向
上
に
係
る
活
動
は
、
収
入
と
し
て
の
成
果
は
ま
だ
具
現
し
て
い
な
い
も
の
の
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
し
て
い
る
七
つ
の
生
計
向
上
手
段
（
養

豚
、
養
魚
、
果
実
加
工
な
ど
）
は
、
成
果
の
具
現
に
向
け
て
確
実
に
進
展
し
て
い
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
の
達

成
状
況

 

 

ケ
シ
栽
培
回
帰
を
防
止
す

る
た
め
の
収
入
源
多
様
化

と
農
業
生
産
性
向
上
を
通

じ
農
家
の
家
計
状
況
が
改

善
す
る
。

 

1：
消
費
用
借
金
が
減
少

し
た
農
家
の
割
合

が
2
0
％
上
が
る
。

 


 2

0
1
5
年

2
月
に
勃
発
し
た
軍
事
衝
突
に
よ
る
治
安
悪
化
に
伴
い
、
対
象
地
域
を

7
 V

/T
か
ら

6
モ
デ
ル
村
に
変
更
し
た
。

 


 他
方
、
治
安
悪
化
よ
り
ほ
ぼ

2
年
が
経
過
し
た
が
、
当
初
の
対
象
地
域
で
あ
る

7
 V

/T
に
お
け
る
治
安
回
復
の
め
ど
は
依
然
と
し
て
見
込
ま
れ
て

い
な
い
。
そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

C
/P
の
能
力
強
化
及
び
普
及
活
動
を

6
モ
デ
ル
村
に
集
中
し
て
い
る
。

 


 な
お
、
現
行

P
D

M
で
は

7
 V

/T
が
対
象
地
域
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
全
成
果
目
標
が
達
成
し
た
と
し
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
と

は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
行

P
D

M
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
達
成
度
を
適
切
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 

2：
自
給
用
作
物
の
生
産

量
（
単
収
）
が

1
0
％

上
が
る
。

 

3
：

7
5
0
戸
以
上
の
農
家

が
代
替
収
入
源
を

新
た
に
得
る

/強
化

す
る
。

 

上
位
目
標
の

達
成
状
況
・
見

込
み

 

シ
ャ
ン
州
北
部
地
域
に
お

け
る
ケ
シ
栽
培
面
積
が
増

加
し
な
い
。

 

1：
対
象
地
域
の
ケ
シ
栽

培
面
積
が
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
開
始
時
よ

り
も
増
え
な
い
。

 


 中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
に
お
い
て
同
指
標
の
達
成
度
を
予
測
す
る
の
は
時
期
尚
早
。

 


 国
連
薬
物
犯
罪
事
務
所
（

U
N

O
D

C
）
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
ケ
シ
の
栽
培
面
積
（

2
0
1
4
年
～

2
0
1
5
年
）
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
点
の

8
,5

0
0

h
a

か
ら

9
,7

0
0
h

a
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

 

2：
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

参
照
し
た
活
動
が
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
地
区

以
外
の

2
0
地
区
で

も
実
施
さ
れ
る
。

 
 


 中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
に
お
い
て
同
指
標
の
達
成
度
を
測
定
す
る
の
は
時
期
尚
早
。
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 Ⅱ
．
実
施
プ
ロ
セ
ス
の
検
証

 

調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
達
成
状
況
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
）

 
 

小
項
目

 

実 施 プ ロ セ ス  

活
動
計
画
の

進
捗
状
況

 

成
果

1
に
係
る
活
動

 

1
.1

 
P

B
A

N
R

D
と

D
O

A
が

合
同
調
査
チ
ー
ム
を

形
成
す
る
。

 

【
完
了
】

 


 2

0
1
4
年

6
月
に
ラ
シ
ョ
ー
に
お
い
て
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
及
び
ニ
ー
ズ
調
査
チ
ー
ム
が
形
成
さ
れ
た
。

 


 2

0
1
6
年

2
月
に
モ
デ
ル
村
に
お
い
て
社
会
経
済
調
査
チ
ー
ム
が
形
成
さ
れ
た
。

 

1
.2

 
農
家
の
生
活
環
境
と

生
計
に
関
す
る
社
会

経
済
調
査
を
行
う
。

 

【
実
施
中
】

 


 ニ
ー
ズ
調
査
（
実
施
済
み
）：
対
象

7
地
区
（

7
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
）
で
調
査
を
実
施
し
た
。
た
だ
し
、

M
y
o
th

it
、

M
o
n
g
p

aw
、

P
an

sa
y
に
関
し
て
は

代
表
を
呼
び
寄
せ
、
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
な
お
調
査
結
果
は
英
語
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
に
翻
訳
し
た
。
ま
た
、
モ
デ
ル
村
に
対
し
て
も
簡

素
化
し
た
社
会
経
済
調
査
を

2
0
1
5
年

6
月
～

7
月
に
実
施
し
、
調
査
結
果
は
サ
イ
ト
選
定
レ
ポ
ー
ト
に
記
載
し
た
。

 


 社
会
経
済
調
査
（
実
施
中
）：
治
安
悪
化
に
伴
い
、
対
象
地
区
で
は

P
h
ay

ar
g

y
i
と

M
an

la
w

 V
/T
の
み
で
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
モ
デ
ル
村
に
お
い

て
も
実
施
さ
れ
、
調
査
結
果
を
現
在
整
理
中
で
あ
る
。

 

1
.3

 
調
査
を
基
に
優
先
事

業
を
特
定
し
、
開
発

計
画
策
定
を
提
言
す

る
。

 

【
完
了
】

 


 ニ
ー
ズ
調
査
結
果
を
基
に
、

2
0
1
4
年
ニ
ー
ズ
調
査
レ
ポ
ー
ト
で
モ
デ
ル
村
に
お
け
る
優
先
事
業
を
提
言
し
た
。

 

1
.4

 
報
告
書
を
関
係
者
に

共
有
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
。

 

【
実
施
中
】

 


 ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
ラ
シ
ョ
ー
）
、
月
例
報
告
書
（
ラ
シ
ョ
ー
、
ネ
ピ
ド
ー
）
に
お
い
て
関
係
者
に
共
有
し
し
た
。

 


 ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
全

5
回
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

3
回
実
施
し
た
。

 

成
果

2
に
係
る
活
動

 

2
.1

 
農
家
の
意
向
と
市
場

性
を
考
慮
し
た
有
望

な
代
替
作
物
・
品
種

の
選
定
を
行
う
。

 

【
実
施
中
】

 


 ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
い
て

P
h
ay

ar
g

y
i、

M
y
o
th

it
、

K
au

n
g
k

h
a、

M
o
n

g
p
aw
、

P
an

sa
y
、

M
an

la
w
、

S
in

p
in

k
ai
の

7
村
に
お
い
て
有
望
代
替
作
物

候
補
の
選
定
を
行
っ
た
。

 


 民
間
企
業
に
よ
る
市
場
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、
有
望
作
物
と
し
て
以
下
の
作
物
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
（

C
P

-8
8

8
 3

G
）
、
水
稲
（

lo
w

la
n

d
 

ri
ce

 (
2
0

2
, 

D
U

-1
2

)）
、
コ
ム
ギ
（

Y
ez

in
-8

,-
9

,-
1

0
）
、
ソ
ラ
マ
メ
（

Y
u
n
n

an
 v

ar
ie

ty
）
、
エ
ン
ド
ウ
（

Y
u
n

n
an

 v
ar

ie
ty
）

 

2
-2

 
栽
培
と
肥
培
管
理
技

術
の
実
証
を
行
う
。

 

【
実
施
中
】

 


 D

A
R
、
モ
デ
ル
村
で
実
証
実
験
と
し
て
以
下
の
作
物
と
技
術
を
取
り
扱
っ
た
。

 


 作
物
：
野
菜
栽
培
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
水
稲
、
コ
ム
ギ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ハ
ト
ム
ギ
（
本
邦
民
間
企
業
と
の
連
携
）

 


 栽
培
技
術
：
ぼ
か
し
肥
、
被
覆
技
術
、
竹
筒
栽
培
技
術
、
施
肥
技
術

 

2
-3

 
有
望
な
代
替
作
物
の

研
究
開
発
拠
点
を
対

象
試
験
農
場
と
農
家

の
圃
場
に
設
置
す

る
。

 

【
完
了
】

 

 
D

A
R
の

N
au

n
g
m

o
n
農
場
、

K
y
au

k
m

e
農
場
を
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
設
置
し
た
。
一
方
で
、
中
核
と
な
る
農
家
へ
の
設
置
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。 


 パ
イ
ロ
ッ
ト
活
動
よ
り
チ
ャ
、
カ
リ
ン
（
ボ
ケ
）
、
ク
ル
ミ
、
ソ
ラ
マ
メ
、
エ
ン
ド
ウ
等
が
有
望
作
物
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。

 

●
 
全
体
で

1
0
種
の
作
物
、

1
0
種
の
技
術
：
現
在

1
4
種
の
作
物
、

3
種
の
技
術
の
モ
デ
ル
化
を
試
験
、
実
証
中
。「
若
干
手
を
広
げ
す
ぎ
た
感
も
あ
る
」

が
専
門
家
チ
ー
ム
の
印
象
。

 
2

-4
 
モ
デ
ル
活
動
を
実
施

す
る
。

 

【
実
施
中
】

 


 2

0
1
6
年

3
月
よ
り

H
p

et
h
tu

k
村
、

N
at

h
p

o
t
村
で
野
菜
栽
培
が
開
始
さ
れ
た
。

 

2
-5

 
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
す
る
。

 

【
実
施
中
】

 


 2

0
1
6
年

4
月
か
ら

1
4
作
物
の
栽
培
技
術
、

4
種
類
の
肥
培
技
術
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
開
始
し
た
。
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
達
成
状
況
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
）

 
 

小
項
目

 

成
果

3
に
係
る
活
動

 

3
-1

 
対
象
地
域
に
お
け
る

農
業
ニ
ー
ズ
を
調
査

す
る
。

 

【
実
施
中
】

 


 ニ
ー
ズ
調
査
及
び
そ
の
後
の
追
加
調
査
に
よ
っ
て

7
 V

/T
に
お
け
る
栽
培
作
物
を
決
定
し
た
。

 


 7

 V
/T
は
以
下
の
と
お
り
。

P
h
ay

ar
g

y
i、

M
y
o
th

it
、

K
au

n
g
k

h
a、

M
o
n

g
p
aw
、

P
an

sa
y
、

M
an

la
w
、

S
in

p
in

k
ai
。

 


 加
え
て

D
O

A
の
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
よ
り
農
家
の
現
状
と
ニ
ー
ズ
を
逐
次
確
認
し
て
い
る
。

 


 チ
ャ
の
栽
培
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ
と
よ
り
、
チ
ャ
生
産
計
画
策
定
の
た
め
の
調
査
を
実
施
し
た
。

 

3
-2

 
普
及
員
に
対
し
、
農

家
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ

く
普
及
方
法
に
関
す

る
研
修
を
実
施
す

る
。

 

【
実
施
中
】

 


 普
及
員
の
能
力
強
化
の
た
め
、

2
0
1
6
年
第

4
四
半
期
か
ら
普
及
手
法
に
関
す
る
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

 


 2

0
1
4
年
か
ら
中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
時
点
ま
で
に
、

1
6
回
の
研
修
が

C
/P
普
及
員
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た
。

 

3
-3

 
対
象
地
域
に
お
い
て

普
及
計
画
を
作
成
す

る
。

 

【
実
施
中
】

 

●
 
 
2

0
1
6
年
に
実
施
中
の
研
修
（
活
動

3
-2
）
を
通
じ
て
普
及
計
画
を
作
成
中
。
ま
た
、
一
部
地
域
で
は
実
際
に
活
動
に
着
手
し
て
い
る
。

 

3
-4

 
対
象
地
域
の
農
家
に

対
し
普
及
活
動
を
行

う
。

 

【
実
施
中
】

 


 2

0
1

4
年

1
0
月
よ
り
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
、
チ
ャ
、
ウ
ォ
ー
ル
ナ
ッ
ツ
、
カ
リ
ン
の
普
及
を
開
始
し
た
。
た
だ
し
、
治
安
悪
化
に
伴
い
多
く
の
地

域
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
が
中
断
さ
れ
た
。

 


 2

0
1
5
年

7
月
よ
り
活
動
を
再
開
し
、
チ
ャ
、
カ
リ
ン
の
苗
木
を
再
度
配
布
し
た
。

 

3
-5

 
普
及
員
が
実
施
し
た

普
及
活
動
を
評
価

し
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
す
る
。

 

【
未
実
施
】

 


 当
該
活
動
は
各
年
、

1
2
月
に
実
施
予
定
で
あ
る
が
、
治
安
悪
化
に
よ
る
活
動
の
中
断
、
遅
延
に
よ
り
中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
で
は
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。

 

 

成
果

4
に
係
る
活
動

 

4
-1

 
活
動
を
選
定
す
る
。

 
【
実
施
中
】

 


 調
査
に
基
づ
き
ロ
ン
グ
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
チ
ャ
、
蜂
蜜
に
関
す
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
分
析
が
実
施
さ
れ
た
。

 


 パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
対
象
村
選
定
の
た
め
、

2
0
1
5
年

5
月
～

6
月
に

2
 V

/T
（

S
it

in
と

M
eh

an
）
を
対
象
に
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

 


 2

0
1
5
年

7
月
～

8
月
に
か
け
て

6
モ
デ
ル
村
を
対
象
に
、
有
望
作
物
を
確
認
す
る
た
め
の
作
物
簡
易
ニ
ー
ズ
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

 

 

4
-2

 
活
動
の
実
施
準
備
を

行
う
。

 

【
実
施
中
】

 


 3

 V
/T
で
養
豚
場
の
研
修
を
実
施
し
た
。

 


 2

 V
/T
で
養
蜂
の
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
を
実
施
。

 


 K

au
n

g
k
h

a、
M

y
o
th

it
の

2
 V

/T
向
け
に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
実
施
。

 


 生
計
向
上
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
初
版
）
が
改
訂
さ
れ
た
。

 


 主
要

6
分
野
（
養
豚
、
養
魚
、
果
実
加
工
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
裁
縫
、
種
子
バ
ン
ク
、
麻
薬
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
に
係
る
実
施
準
備
を
並
行
し
て

実
施
中
で
あ
る
。

 

4
-3

 
活
動
を
実
施
す
る
。

 
【
実
施
中
】

 


 上
記
主
要

6
活
動
に
対
し
て
研
修
を
実
施
し
、
農
家
が
各
分
野
に
お
い
て
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

 

4
-4

 
活
動
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
評
価
す
る
。

 

【
実
施
中
】

 


 モ
デ
ル
村
を
対
象
に
毎
月
、
主
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 


 2

0
1
6
年

9
月
に

P
in

g
lo

n
と

 
N

ar
h
p

o
t
で
レ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
。
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
達
成
状
況
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
）

 
 

小
項
目

 

4
-5

 
実
施
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
、
実
施
体

制
等
を
取
り
ま
と
め

る
。

 

【
実
施
中
】

 


 実
施
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）
及
び
生
計
向
上
の
た
め
の
実
施
体
制
（
案
）
が
作
成
さ
れ

P
B

A
N

R
D
に
提
出
さ
れ
た
。

 


 養
豚
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
た
。

 

技
術
移
転
の

方
法
・
内
容

 
技
術
移
転
の
方
法

 

技
術
移
転
が

C
/P
に
対
し

て
的
確
に
行
わ
れ
た
か
ど

う
か
。

 


 パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て

O
JT
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
っ
て
技
術
移
転
が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
技
術
移
転
の
達
成
度
合

い
を
計
測
す
る
た
め
の
評
価
基
準
は
現
在
策
定
中
で
あ
る
。

 

活
動
の
変
更

 

変
更
も
し
く
は
、
追
加
、

削
除
さ
れ
た
活
動
の
有

無
 

 

 治
安
悪
化
に
よ
り

2
0
1
5
年
は
活
動
の
中
断
、
縮
小
に
よ
り

1
年
間
、
正
常
な
活
動
が
実
施
で
き
ず
、
対
象
地
区
の
大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
治
安
の
改
善
見
込
み
は
依
然
と
し
て
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
、

P
D

M
の
大
幅
な
変
更
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

 

ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
関

係
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

内
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
と
他
の
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
の
関
係

 

定
期
会
議
、
運
営
調
整
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
課
題

解
決
の
た
め
に
機
能
し
て

い
る
か
。

 

日
本
人
専
門
家
と

C
/P
間

で
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
十
分
に
行
わ
れ
て

い
る
か
。

 

指
揮
命
令
系
統
や
役
割
分

担
が
で
き
る
体
制
が
構
築

さ
れ
て
い
る
か
。

 

【
中
央
レ
ベ
ル
】

 


 ネ
ピ
ド
ー

P
B

A
N

R
D
、

D
O

A
、

D
A

R
本
局
に
対
し
、
月
例
報
告
を
行
っ
て
い
る
。
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
よ
り
報
告
・
意
見
交
換
を
行

い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
場
活
動
に
反
映
し
て
き
た
。

 


 D

O
A
本
局
に
お
い
て
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
実
務
窓
口
は
普
及
課
（

E
x
te

n
si

o
n

 D
iv

is
io

n
）
が
担
当
し
て
い
る
。

D
A

R
本
局
で
は
作
物
ご
と
に
課

が
分
か
れ
て
お
り
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
複
数
の
作
物
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
特
定
の
窓
口
課
が
固
定
し
て
い
な
い
。
両
部
局
へ
は
適
宜
報
告

を
行
う
ほ
か
、
月
報
に
よ
る
報
告
を
行
っ
て
い
る
。

 


 必
要
に
応
じ
関
係
省
庁
に
対
す
る
報
告
・
協
議
を
実
施
し
て
い
る
。
特
に
ブ
タ
飼
育
な
ど
畜
産
案
件
で
連
携
し
て
い
る

L
B

V
D
と
は
局
長
レ
ベ
ル

の
理
解
を
得
る
こ
と
で
現
場
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
に
つ
な
げ
て
き
た
。

 

【
地
方
政
府
（
州
政
府
）
と
の
関
係
】

 


 民
政
移
管
後
、
政
府
は
地
方
分
権
化
に
向
け
て
地
方
政
府
の
権
限
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
地
方
政
府
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
現
場
で
の
ス

ム
ー
ズ
な
活
動
実
施
に
直
結
す
る
。

 


 詳
細
計
画
策
定
調
査
時
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
（

2
0
1
4
年

4
月
）
に
シ
ャ
ン
州
政
府
（

T
au

n
g
g
y
i）
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要
を
説
明
し

た
。
ま
た
過
去

3
回
の

JC
C
会
議
時
に
は
シ
ャ
ン
州
政
府
か
ら
大
臣
（
国
境
治
安
担
当
大
臣
、
農
業
畜
産
灌
漑
大
臣
）
の
参
加
を
得
て
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
進
捗
・
計
画
な
ど
を
共
有
し
て
い
る
。

 


 ニ
ー
ズ
調
査
結
果
報
告
、

2
0
1
6
年

7
月
に
は
チ
ー
フ
ミ
ニ
ス
タ
ー
に
対
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
状
を
説
明
し
た
。

 

【
ラ
シ
ョ
ー
に
お
け
る

C
/P
と
の
関
係
】

 


 ラ
シ
ョ
ー
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
は

P
B

A
N

R
D
事
務
所
、

D
O

A
事
務
所
と
別
途
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
専
門
家
が
関
係
事
務
所

を
訪
問
、
あ
る
い
は

C
h
ie

f 
C

o
u
n

te
rp

ar
t 
（

C
-C

/P
）
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
に
呼
ぶ
か
、
電
話
に
よ
っ
て
日
常
的
な
連
絡
・
協
議
を
行
い
つ
つ

進
め
て
い
る
。

 


 ラ
シ
ョ
ー
レ
ベ
ル
の

P
B

A
N

R
D（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

C
-C

/P
）
、

D
O

A（
北
シ
ャ
ン
州
事
務
所
長
、
ラ
シ
ョ
ー
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
、

C
-C

/P
）
、

D
A

R
（

C
-C

/P
）
、
専
門
家
チ
ー
ム
と
は
月
例
会
を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
月
報
、
現
場
出
張
計
画
・
報
告
は
文
書
で
共
有
し
、
意
思
疎
通
を
図
っ

て
い
る
。

 


 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
が

C
/P
と
同
じ
場
所
に
設
置
さ
れ
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
言
語
の
問
題
】

 


 C

/P
 

2
5
名
中
、
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
で
あ
る
の
は
、
わ
ず
か

5
名
で
あ
る
。

C
/P
が
常
に
英
語
－
ビ
ル
マ
語
通
訳
を
介
し
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
会
話
、
文
書
）
と
な
る
た
め
に
、
意
思
疎
通
が
円
滑
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
こ
の
こ
と
が
、
技
術
移
転

の
遅
延
要
因
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
達
成
状
況
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
）

 
 

小
項
目

 

オ
ー
ナ
ー
シ

ッ
プ

 

C
/P
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
有
無

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
関
係
者
、

C
/P
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
に
十
分
参
加
し
て
い
る

か
。

 

先
方
予
算
は
計
画
ど
お
り

確
保
、
支
出
さ
れ
て
い
る

か
。

 

【
P

B
A

N
R

D
】

 


 中
央
レ
ベ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
比
較
的
高
い
が
、

P
B

A
N

R
D
ラ
シ
ョ
ー
事
務
所
長
で
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
通
常

P
B

A
N

R
D

事
務
所
に
て
執
務
し
て
い
る
が
、
北
シ
ャ
ン
州
を
統
括
し
て
い
る
た
め
、
月
の
半
分
以
上
は
現
場
出
張
、
ネ
ピ
ド
ー
、
タ
ウ
ン
ジ
ー
、
ラ
シ
ョ
ー

で
の
会
議
出
席
な
ど
多
忙
で
あ
り
現
場
活
動
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
小
さ
い
。
さ
ら
に

P
B

A
N

R
D
ラ
シ
ョ
ー
事
務
所
の
人
員
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、

C
-C

/P
に
つ
い
て
も
、
通
常
の

P
B

A
N

R
D
業
務
が
優
先
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
に
対
す
る
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
高
い
と
は
い
え

な
い
。
こ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
現
在
専
門
家
が
活
動
す
る
モ
デ
ル
地
区
は
、
国
境
開
発
の
う
え
で
、

P
B

A
N

R
D
と
し
て
の
優
先
順
位
が
低
い
地

域
で
あ
る
こ
と
も
一
端
に
あ
る
と
推
察
す
る
。
一
方
、

2
0
1
6
年

8
月
よ
り
フ
ル
タ
イ
ム

C
/P
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
状
況
改
善
を
期
待
し
た
い
。 


 ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
予
算
負
担
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
際
し
て
予
算
面
に
お
け
る
影
響
は
な
い
。

 


 日
本
側
に
任
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

C
/P
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
あ
ま
り
高
く
な
い
。

 

モ
ニ
タ
リ
ン

グ
・
評
価

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

の
結
果
及
び
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
達
成
状
況

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
・

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
実
施

体
制
は
構
築
さ
れ
て
い
る

か
。

 


 一
部
の
普
及
員
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
が
高
く
な
い
こ
と
に
加
え
、
治
安
状
況
、
移
動
手
段
の
制
限
な
ど
か
ら
、
日
本
人
専

門
家
チ
ー
ム
に
対
す
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
不
十
分
で
あ
る
。

 


 一
部
の

V
/T
で
は
他
の

JI
C

A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
コ
ー
カ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
）
の
実
施
経
験
が
あ
る
こ
と
よ
り
、
比
較
的
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が

充
実
し
て
い
る
。

 

他
ド
ナ
ー
と

の
関
係

 

他
ド
ナ
ー
と
の
協
力
関

係
、
支
援
内
容
の
重
複

 
 


 U

N
O

D
C
と
は
技
術
情
報
交
換
に
と
ど
ま
り
、
他
ド
ナ
ー
も
含
め
て
連
携
、
重
複
、
協
力
関
係
は
存
在
し
て
い
な
い
。

 

阻
害
、
貢
献
要

因
 

活
動
進
捗
、
成
果
達
成
、

目
標
達
成
に
阻
害
、
貢

献
す
る
要
因
の
有
無

 

実
施
機
関
の
組
織
改
編
、

人
事
異
動
等
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
施
プ
ロ
セ
ス
に

影
響
を
与
え
た
か
を
確
認

す
る
。

 

政
治
・
治
安
情
勢
の
影
響

 


 2

0
1
5
年

2
月
に
コ
ー
カ
ン
自
治
地
帯
で
軍
事
紛
争
が
勃
発
し
、
そ
の
後
、
安
全
確
保
の
観
点
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
約

3
カ
月
一
時
中
断
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
同
年

6
月
よ
り
対
象
地
区
を
変
更
し
て
活
動
を
再
開
し
た
。

 


 他
方
、
本
来
の
対
象
地
区
（

7
 V

/T
）
に
対
し
て
は
遠
隔
管
理
に
よ
る
実
施
と
な
っ
た
が
、

C
/P
普
及
員
が
治
安
上
の
配
慮
よ
り
対
象
地
区
に
訪
問

で
き
な
い
こ
と
、
加
え
て
普
及
員
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
遠
隔
で
迅
速
か
つ
十
分
に
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
支
援
可
能
な
事
業
数

は
大
幅
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
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 Ⅲ
．
評
価

5
項
目

 

調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
詳
細
計
画
策
定
調
査
時
点
の
状
況

 
達
成
状
況
（
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
） 

 
小
項
目

 

妥 当 性  

1
. 
国
家
政
策

に
み
る
優
先

課
題

 

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
政
策
と
の
整
合
性

 


 「
麻
薬
撲
滅

1
5
カ
年
計
画
」
（

1
9
9
9
年
～

2
0
1
4
年
）
に
基
づ

く
シ
ャ
ン
州
北
部
地
域
に
お
け
る
ケ
シ
撲
滅
政
策
の
実
施

 


 国
境
省

3
0
カ
年
少
数
民
族
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（

2
0
0
1
年

～
2
0

3
0
年
）
に
よ
る
国
境
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
の
推

進
 


 三
つ
の
国
境
地
域
関
連
の
国
家
政
策
（

a.
 B

o
rd

er
 A

re
as

 a
n
d
 

N
at

io
n

al
 

R
ac

es
 

D
ev

el
o
p

m
en

t 
P

ro
je

ct
、

b
. 

R
u

ra
l 

D
ev

el
o
p

m
en

t、
c.

 D
ev

el
o
p

m
en

t 
o
f 

2
4

 S
p

ec
ia

l 
Z

o
n

es
）
の
な

か
で
も

B
o
rd

er
 

A
re

as
 

an
d

 
N

at
io

n
al

 
R

ac
es

 
D

ev
el

o
p

m
en

t 

P
ro

je
ct
の
下
、
国
境
及
び
少
数
民
族
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
1
3
カ
年
計
画
）
が

1
9
9
3

/1
9
9
4
に
制
定
、

2
0

0
5

/2
0

0
6
ま
で

実
施
さ
れ
た
。

3
0
カ
年
少
数
民
族
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も

国
境
地
域
の
農
村
住
民
の
生
活
向
上
の
た
め
策
定
さ
れ
た
。
同

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
下
、

2
0
0
8
年

7
月
現
在
、
道
路
、
橋
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
、
病
院
、
農
村
医
療
セ
ン
タ
ー
も
整
備
さ
れ
、

学
校
も
設
立
さ
れ
て
い
る
。

 


 詳
細
計
画
策
定
時
点
と
比
較
し
て
整
合
性
の
変
化
は
確
認
さ
れ

な
い
。

 


 ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は

1
9
9
9
年
か
ら
「
麻
薬
撲
滅

1
5
カ
年
計
画
」

を
開
始
し

2
0

1
4
年
ま
で
の
麻
薬
撲
滅
を
目
標
と
し
て
き
て
い

る
。
ま
た
、
同
政
府
は
ケ
シ
撲
滅
の
た
め
の
法
的
統
制
と
国
境

地
域
の
少
数
民
族
に
対
す
る
代
替
開
発
に
よ
る
地
域
の
安
定
を

め
ざ
し
、

3
0
カ
年
少
数
民
族
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（

2
0
0
1
年

～
2
0

3
0
年
）
を
策
定
し
て
い
る
。

P
B

A
N

R
D
と
関
連
機
関
は
、

同
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
国
境
地
域
に
お
い
て

2
0
0
1
年
か

ら
医
療
施
設
、
教
育
施
設
、
橋
梁
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
な
ど

の
整
備
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
政
策
と
の
整
合
性

 

地
方
の
政
策
へ
の
反
映
の
状
況

 

 特
に
な
し

 

 特
に
な
し

 

2
. 
必
要
性

 
対
象
地
域
・
受
益
者
の
ニ

ー
ズ
と
の
整
合
性

 

C
/P
の
能
力
強
化
の
ニ
ー
ズ

 

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

 


 本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
イ
ン

C
/P
で
あ
る

P
B

A
N

R
D
は
、
農

業
、
教
育
、
保
健
分
野
に
お
け
る
専
門
知
識
を
有
さ
な
い
た
め
、

調
整
役
的
な
位
置
づ
け
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
関
係
各
省

庁
の
地
方
事
務
所
と
の
連
絡
は
十
分
で
な
い
。
そ
の
た
め
、

P
B

A
N

R
D
の
関
係
各
省
庁
地
方
事
務
所
と
の
調
整
能
力
向
上

の
ニ
ー
ズ
は
高
い
。

 


 詳
細
計
画
策
定
調
査
時
点
で
確
認
さ
れ
た

D
P

B
A

N
R

D
、
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
変
更
は
生
じ
て
い
な
い
。

 


 本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

C
/P
で
あ
る

P
B

A
N

R
D
は
国
境
管
理
の
監

督
官
庁
で
あ
り
、

D
O

A
は
国
境
地
域
も
含
め
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
に

お
け
る
農
業
活
動
の
監
督
官
庁
で
あ
る
。
両
機
関
と
も
ケ
シ
栽

培
撲
滅
の
た
め
の
有
効
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
よ
り
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
境
地
域
に
お
け
る
ケ
シ

栽
培
撲
滅
に
向
け
た
代
替
開
発
政
策
能
力
の
向
上
を
必
要
と
す

る
両
機
関
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
。

 

3
. 
計
画
の
妥

当
性

 
上
位
目
標
の
妥
当
性

 
上
位
目
標
の
設
定
は
適
切
か
。

 


 ケ
シ
栽
培
撲
滅
に
係
る
政
策
の
方
向
性
（
期
間
中
に
国
政
選
挙

が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
新
政
権
が
樹
立
す
る
可
能
性
も
あ
り
、

あ
く
ま
で
も
方
向
性
と
し
た
）
：

C
C

D
A

C
が
今
後
と
も
中
心

と
な
っ
て
な
さ
れ
て
い
く
と
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
案
件
終
了

後
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
よ
る
上
位
目
標
達
成
の
た
め
に
必
要
な

要
素
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
外
部
条
件
に
含
め
る
こ
と
と
し

た
。

 


 少
数
民
族
支
援
に
係
る
政
策
の
方
向
性
：
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
一
つ

の
国
と
し
て
成
り
立
つ
最
大
の
条
件
が
少
数
民
族
の
平
和
的

共
存
で
あ
り
、
政
策
の
要
と
も
い
え
る
。
よ
っ
て
、
社
会
、
経

済
、
政
治
の
変
化
が
あ
っ
て
も
政
策
の
変
化
は
考
え
に
く
い

が
、
や
は
り
ケ
シ
栽
培
回
帰
防
止
に
は
必
要
不
可
欠
な
条
件
で

あ
る
こ
と
か
ら
外
部
条
件
に
あ
え
て
加
え
て
い
る
。

 


 現
行

P
D

M
で
前
提
条
件
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
治
安
の
安
定

が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
、

1
年
以
内
で
満
た
さ
れ
な
く
な
り
、

そ
の
後
も
改
善
の
兆
し
が
見
込
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
を
考
慮
し
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
の
達
成
見
込
み
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
間

レ
ビ
ュ
ー
調
査
時
点
に
お
け
る
状
況
よ
り
、
上
位
目
標
の
達
成

見
込
み
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
詳
細
計
画
策
定
調
査
時
点
の
状
況

 
達
成
状
況
（
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
） 

 
小
項
目

 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
妥

当
性

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
設
定
は
適
切

か
。

 


 本
案
件
は
農
家
が
ケ
シ
栽
培
に
向
か
わ
ず
と
も
済
む
代
替
作

物
や
品
種
を
特
定
し
、
農
民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
普
及
方
法
に
よ

り
栽
培
方
法
が
普
及
さ
れ
、
か
つ
農
業
収
入
以
外
の
収
入
源
も

模
索
す
る
こ
と
を
通
じ
多
様
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

農
民
に
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
を
与
え
生
活
向
上
の
き
っ
か
け

を
つ
か
む
機
会
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
試
み
は

5
年
間
を
通
じ
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
ケ
シ
に
頼
ら
な
い
、
安
定

し
た
生
活
を
送
れ
る
農
家
を
増
や
す
こ
と
を
め
ざ
す
。

 


 詳
細
計
画
策
定
時
点
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
設
定
は
適
切

で
あ
る
。
た
だ
し
、

2
0
1

5
年

2
月
以
降
の
治
安
悪
化
に
伴
い
、

対
象
地
域
に
お
け
る
活
動
が
実
質
的
に
実
施
不
可
能
な
状
況
に

至
っ
て
い
る
。

 

計
画
設
定
の
妥
当
性

 
計
画
の
設
定
は
適
切
か
。

 

【
JC

C
】

 


 協
議
の
結
果
、
原
則
的
に
年

1
回
の
実
施
と
し
、
案
件
の
最
終

意
思
決
定
機
関
と
な
っ
た
。
ま
た
会
議
は

1
回
以
上
で
も
、
必

要
に
応
じ
て
開
催
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

 


 J

C
C
の
メ
ン
バ
ー
は
、
委
員
長
：
国
境
省

P
B

A
N

R
D
局
長
、

副
議
長
：

P
B

A
N

R
D
副
局
長
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
委
員
：
国
境

と
少
数
民
族
開
発
サ
ブ
委
員
会
事
務
局
長
（
農
業
畜
産
灌
漑

省
：

M
O

A
L

I）
、

C
C

D
A

C
、

F
E

R
D
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
農
業
生
産

貿
易
公
社
、
（
商
業
省
）
、

D
E

T
及
び

D
D

A
（
国
境
省
）
、
シ

ャ
ン
州
政
府
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
日
本
側
委
員
：

JI
C

A
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所
長
（
ま
た
は
次
長
）
、
日
本
人
専
門

家
。
大
使
館
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
可
、
そ
の
他
必
要

に
応
じ
。

 

【
P

ro
je

ct
 I

m
p

le
m

en
ta

ti
o
n

 C
o
m

m
it

te
e：

P
IC
】

 


 よ
り
現
場
に
近
い
レ
ベ
ル
の
定
例
会
議
と
し
て
、

P
IC
が
設
置

さ
れ
、
四
半
期
に

1
度
会
議
が
実
施
さ
れ
る
。

 


 モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
と
し
て
、
他
機
関
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

同
様
、

R
eg

io
n

al
 W

o
rk

in
g
 C

o
m

m
it

te
e（
委
員
長
：
シ
ャ
ン
州

知
事
）
に
四
半
期
ご
と
に
進
捗
を
報
告
す
る
。

 


 詳
細
計
画
策
定
時
点
の
状
況
よ
り
大
き
な
変
化
は
な
く
、
計
画

の
設
定
は
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

 

 

4
. 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
ア
プ
ロ

ー
チ
の
適
切

性
 

パ
イ
ロ
ッ
ト
サ
イ
ト
選
定

の
妥
当
性

 

パ
イ
ロ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
選
定
は
適
切

か
。

 


 対
象
地
域
選
定
基
準
を
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え
、
以
下
の
と

お
り
設
定
し
た
。
①
元
ケ
シ
栽
培
地
域
で
あ
る
こ
と
、
②
ケ
シ

栽
培
撲
滅
へ
の
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
あ
る
地
域
で
あ
る

こ
と
、
③
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

/サ
テ
ラ
イ
ト
事
務
所
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
④
有
能
な
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

が
存
在
す
る
こ
と
、
⑤
展
示
効
果
の
あ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
、

⑥
JI

C
A
と
過
去
に
協
働
し
た
経
験
の
あ
る
こ
と
、
⑦
安
全
が

保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
特
に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
強
く
あ
る

地
域
を
選
択
し
た
こ
と
に
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
達
成

へ
の
力
と
し
た
点
は

C
/P
の
納
得
も
得
ら
れ
や
す
い
材
料
と

な
っ
た
。

 


 詳
細
計
画
策
定
時
点
の
状
況
よ
り
大
き
な
変
化
は
な
く
、
計
画

の
設
定
は
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
治
安
悪
化

に
伴
い
対
象
地
域
で
の
活
動
が
困
難
に
な
っ
て
お
り
、
現
状
に

即
し
た
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
。
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
詳
細
計
画
策
定
調
査
時
点
の
状
況

 
達
成
状
況
（
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
） 

 
小
項
目

 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
選
定

の
妥
当
性

 

C
/P
の
人
数
、
選
定
方
法
は
適
切
か
。

 

C
/P
に
十
分
な
能
力
が
備
わ
っ
て
い

る
か
。

 


 要
請
書
ど
お
り
メ
イ
ン

C
/P
を
国
境
省
、
副

C
/P
を
農
業
畜
産

灌
漑
省
と
し
、
現
場
レ
ベ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

 


 本
案
件
は

M
O

A
L

I、
P

B
A

N
R

D
に
と
り
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ン
デ

ー
ト
を
超
え
る
も
の
で
な
く
、
予
算
も
大
き
く
は
動
か
な
い
と

推
察
さ
れ
る
。
一
方
、
特
に
国
境
省
と
シ
ャ
ン
州
政
府
の
地
域

開
発
予
算
の
構
造
は
よ
く
理
解
す
る
必
要
あ
り
。

 


 関
係
機
関
と
し
て
、
水
産
局
、
畜
産
局
に

P
B

A
N

R
D
を
通
じ

協
力
を
依
頼
す
る
可
能
性
も
大
き
い
。

 


 主

C
/P
で
あ
る

P
B

A
N

R
D
か
ら
は
、
ラ
シ
ョ
ー
に
あ
る
北
シ

ャ
ン
事
務
所
所
長
を
本
案
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
し
、
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

C
/P
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

 


 プ
ロ
マ
ネ
以
下
の
組
織
体
制
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
専
門
家
と

直
接
業
務
を
行
う
チ
ー
フ

C
/P
を

D
A

R
、

D
O

A
、

P
B

A
N

R
D

に
置
き
、
そ
の
下
に
各
組
織
の

C
/P
を
置
く
。

 


 討
議
議
事
録
（

R
/D
）
締
結
後
、
実
質
的
に

C
/P
の
配
置
が
協

議
さ
れ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
人
材
が
適
切

か
、
開
始
前
の
社
会
経
済
調
査
期
間
中
に
も
検
討
さ
れ
る
予

定
。

 


 C

/P
の
人
選
に
関
し
て
は
、
人
数
、
能
力
、
意
欲
と
も
に
お
お
む

ね
適
切
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ラ
シ
ョ
ー
レ
ベ
ル
で
は

P
B

A
N

R
D

の
フ
ル
タ
イ
ム

C
/P
は
人
事
異
動
の
た
め
、
不
在
と
な
り
、
ラ

シ
ョ
ー
レ
ベ
ル
に
お
け
る

P
B

A
N

R
D
の
関
与
が
十
分
で
は
な
か

っ
た
。

 

日
本
の
技
術
の
優
位
性

 
日
本
の
技
術
の
優
位
性
を
生
か
し
た

事
例

 


 代
替
開
発
事
業
実
施
可
能
性
調
査
（

1
9
9

7
-1

9
9
9
）

 


 代
替
作
物
（
ソ
バ
）
に
よ
る
ケ
シ
撲
滅
支
援
（

1
9

9
9

-2
0

0
4
）
：

2
0
0

5
年
か
ら
は
ソ
バ
栽
培
の
民
間
へ
の
移
行
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

JI
C

A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協
働
経
験
、
代
替
作
物
開
発

へ
の
親
和
性
を
重
要
視
し
、
本
事
業
の
対
象
地
域
に
な
っ
た
。

 


 緊
急
支
援
を
通
じ
た
地
域
情
報
収
集
、
農
家
と
の
信
頼
関
係
の

構
築
、
代
替
開
発
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
（

2
0
0

4
-2

0
0
6
）
。

 


 コ
ー
カ
ン
特
別
区
麻
薬
対
策
貧
困
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
2
0

0
5

.3
-2

0
1
1

.3
）
：
コ
ー
カ
ン
特
別
区
内
の

6
カ
所
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
村
落
区
を
中
心
に
、
①
緊
急
支
援
と
し
て
マ
ラ
リ
ア
対

策
と
肥
料
配
布
、
道
路
整
備
、
及
び
②
農
業
支
援
と
し
て
試
験

場
の
整
備
、
代
替
作
物
の
多
様
化
推
進
、
食
用
換
金
作
物
栽
培

の
推
進
、
③
生
活
改
善
（
水
供
給
施
設
整
備
、
家
畜
）
、
④
教

育
（
学
校
建
設
、
ト
イ
レ
、
識
字
教
室
等
）
、
⑤
保
健
（
サ
ブ

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
、
ヘ
ル
ス
ワ
ー
カ
ー
育
成
等
）
を
幅
広

く
実
施
し
た
。

 


 わ
が
国
は

1
9
9

9
年
よ
り
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
シ
ャ
ン
州
北
部
地
域
に

お
い
て
包
括
的
な
代
替
開
発
支
援
を
行
っ
て
き
た
。「
代
替
開
発

事
業
実
施
可
能
性
調
査
」
（

1
9
9

7
年
～

1
9
9

9
年
）、
「
代
替
作
物

（
ソ
バ
）
に
よ
る
ケ
シ
撲
滅
支
援
」（

1
9
9
9
年
～

2
0

0
4
年
）、
「
コ

ー
カ
ン
特
別
区
麻
薬
対
策
貧
困
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（

2
0
0
5
年

～
2
0
1
1
年
）
な
ど
を
実
施
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
よ

り
蓄
積
さ
れ
た
経
験
と
知
見
を
有
し
て
い
る
。
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
詳
細
計
画
策
定
調
査
時
点
の
状
況

 
達
成
状
況
（
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
） 

 
小
項
目

 

5
. 
日
本
政
府

援
助
方
針
と

の
整
合

 

日
本
の

O
D

A
に
お
け
る

優
先
課
題
と
の
整
合
性

 

わ
が
国
の
政
策
・
計
画
と
の
整
合
性

 

対
ミ
ャ
ン
マ
ー
国

 
国
別
援
助
方
針

 


 2

0
1
2
年

4
月
、
日
本
国
政
府
は

3
本
柱
か
ら
成
る
新
た
な
経

済
協
力
方
針
を
発
表
。
な
か
で
も
、「

1
. 
国
民
の
生
活
向
上
の

た
め
の
支
援
」
の
当
面
の
具
体
的
施
策
例
と
し
て
、
農
業
生
産

性
向
上
支
援
を
行
う
農
業
・
農
村
開
発
及
び
少
数
民
族
地
域
に

お
け
る
農
村
開
発
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
草
の
根
無
償

や
N

G
O
と
の
連
携
強
化
も
謳
わ
れ
て
い
る
。

 


 詳
細
計
画
策
定
時
点
よ
り
変
化
は
生
じ
て
い
な
い
。

 


 わ
が
国
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
対
す
る
経
済
協
力
方
針
（

2
0
1

2
年

4

月
）
に
お
い
て
三
つ
の
重
点
分
野
を
掲
げ
て
い
る
。
な
か
で
も

「
1
. 
国
民
の
生
活
向
上
の
た
め
の
支
援
」
で
は
、
少
数
民
族
や

貧
困
層
支
援
、
農
業
開
発
、
地
域
開
発
の
支
援
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ケ
シ
栽
培
撲
滅
後
の
経
済
的
に
脆

弱
な
少
数
民
族
を
は
じ
め
と
す
る
農
民
に
対
し
て
、
食
糧
安
全
、

収
入
向
上
な
ど
の
手
段
に
よ
っ
て
生
計
向
上
の
実
現
を
め
ざ
す

も
の
で
あ
り
、
日
本
政
府
の
援
助
方
針
に
合
致
し
て
い
る
。

 

有 効 性  

1
. 
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
の

達
成
見
込
み

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成

の
状
況

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
の
状
況
・

可
能
性

 

 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
の
治
安
悪
化
に
伴
い
、
日
本
人
専
門

家
、

C
/P
と
も
に
現
場
で
の
活
動
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
こ
と

よ
り
、
治
安
上
安
全
が
確
保
さ
れ
る
地
域
に
活
動
範
囲
を
限
定

し
て
い
る
。
現
行

P
D

M
で
規
定
さ
れ
て
い
る
対
象
地
域
で
あ
る

7
 V

/T
に
お
い
て
、
日
本
人
専
門
家
が
直
接
、
活
動
を
実
施
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
確
実
な
達
成
を
見

込
む
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

の
達
成
に
は
「
第
６
章

 
提
言
」
に
基
づ
き
、
必
要
な
対
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
に
か
か
わ

る
促
進
、
阻
害
要
因

 


 【
対
象
地
域
の
社
会
・
経
済
・
政
治
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
ら

な
い
】
：
現
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
経
済
は
市
場
開
放
に
向
け
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
何
ら
か
の
政
治
的
な
動
き
に
よ
っ

て
現
在
の
方
向
性
が
反
転
し
な
い
こ
と
は
本
事
業
成
功
の
た

め
の
最
低
条
件
と
い
え
る
が
、
国
政
選
挙
も
控
え
て
お
り
政
治

経
済
社
会
状
況
を
注
視
す
べ
し
と
の
意
図
に
よ
り
外
部
条
件

に
加
え
た
。

 


 【
天
候
が
大
幅
に
変
わ
ら
な
い
】
：
農
業
案
件
は
基
本
的
に
天

候
に
左
右
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
対
処
法
を
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
じ
て
探
る
が
、
リ
ス
ク
を

1
0
0
％
回
避
で
き
る
と
は
い
え
な

い
こ
と
か
ら
、
外
部
条
件
と
し
て
「
大
幅
に
」
変
わ
ら
な
い
こ

と
を
加
え
た
。

 


 本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
治
安
の
悪
化
よ
り
、

3
カ
月
の
一
時
中
断
、

再
開
後
は
、
日
本
人
専
門
家
に
よ
る
活
動
地
域
が
大
幅
に
制
限

さ
れ
て
い
る
が
、
大
部
分
の
活
動
は
お
お
む
ね
計
画
ど
お
り
に

実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
。

 


 促
進
要
因
と
し
て
以
下
の

3
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 

①
 現
場
レ
ベ
ル
に
お
け
る

D
O

A
ス
タ
ッ
フ
の
積
極
的
な
参
加

 

②
 関
連
機
関
と
の
協
力
に
よ
る
効
果
的
な
研
修

 

③
 D

O
A

 C
/P
の
ラ
オ
カ
イ
地
区
に
お
け
る
優
れ
た
イ
ニ
シ
ア
テ

ィ
ブ

 


 阻
害
要
因
と
し
て
以
下
の

3
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 

①
 武
力
衝
突
に
お
け
る
治
安
の
悪
化

 

②
 普
及
員
が
遠
隔
地
で
活
動
を
実
施
す
る
際
の
課
題

 

③
 P

B
A

N
R

D
の
不
十
分
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
へ
の
参
加
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
詳
細
計
画
策
定
調
査
時
点
の
状
況

 
達
成
状
況
（
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
） 

 
小
項
目

 

2
. 
成
果
と
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標
の
間
の

因
果
関
係

 

各
成
果
の
達
成
度
及
び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
へ

の
寄
与

 

各
成
果
の
確
認
項
目
に
基
づ
い
た
達

成
度
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成

へ
の
貢
献
度

 


 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
説
明
を
し
た
と
こ

ろ
、
先
方
政
府
か
ら
異
論
は
特
に
出
な
か
っ
た
。
先
方
政
府

〔
P

B
A

N
R

D
、
農
業
計
画
局
（

D
A

P
）
、

D
O

A
、
シ
ャ
ン
州
政

府
等
〕
か
ら
特
に
、
成
果

4
の
市
場
性
を
考
慮
し
た
幅
広
い
収

入
源
の
同
定
に
高
い
関
心
を
寄
せ
ら
れ
た
。

 


 コ
ー
カ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
農
村
開
発
部
分
は
実
質
的
に

3

年
間
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
本
事
業
で
は
対
象
地
域
が
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、

5
年
間
は
適
切
な
期
間
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

 


 本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
対
象
地
域
に
お
け
る
「
農
家
の
生
活

環
境
と
生
計
に
関
す
る
課
題
と
優
先
事
業
の
特
定
（
成
果

1
）
」

が
な
さ
れ
、
こ
の
結
果
に
基
づ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通
じ

て
、「
農
家
の
意
向
・
市
場
性
・
技
術
上
の
妥
当
性
等
を
考
慮
し

た
代
替
作
物

/品
種
が
農
家
へ
提
示
（
成
果

2
）
」
「
農
業
改
良
普

及
員
の
普
及
方
法
改
善
（
成
果

3
）
」
及
び
「
対
象
地
域
に
お
け

る
生
計
向
上
と
収
入
向
上
手
段
が
特
定
（
成
果

4
）
」
が
産
出
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
（
ケ
シ
栽
培
回
帰
を
防
止
す
る
た
め
の
収

入
源
多
様
化
と
農
業
生
産
性
向
上
を
通
じ
農
家
の
家
計
状
況
が

改
善
す
る
）
が
達
成
さ
れ
る
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
お
り
、

各
成
果
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
に
至
る
因
果
関
係
は
十
分
に

あ
る
と
い
え
る
。

 


 し
か
し
な
が
ら
、

2
0
1
5
年

2
月
に
発
生
し
た
軍
事
衝
突
以
降
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
に
お
け
る
治
安
状
況
が
急
速
に
悪
化

し
、

JI
C

A
に
よ
り
日
本
人
専
門
家
の
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
運
営
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
。
こ
れ
に

伴
い
対
象
地
域
に
対
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
は

C
/P
を
メ
イ

ン
に
実
施
す
る
遠
隔
管
理
に
移
行
し
た
も
の
の
、
一
部
、
対
象

地
域
で
は

C
/P
の
立
ち
入
り
も
困
難
な
状
況
に
陥
っ
た
。
そ
の

た
め
、
活
動
地
区
を
当
初
の

7
 V

/T
か
ら
専
門
家
が
訪
問
可
能
な

地
区
に
移
行
し
、

6
モ
デ
ル
村
を
選
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
現
行

P
D

M
で
は
四
つ
の
成
果
目
標
が
達
成
し
て
も
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
指
標
達
成
が
困
難
と
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
と
成
果
の
因
果
関
係
に
乖
離
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成

に
影
響
す
る
外
部
条
件

 

 

 【
対
象
地
域
の
社
会
・
経
済
・
政
治
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
ら

な
い
】
：
現
在
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
経
済
は
市
場
開
放
に
向
け
大
き

な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
何
ら
か
の
政
治
的
な
動
き
に
よ
っ

て
現
在
の
方
向
性
が
反
転
し
な
い
こ
と
は
本
事
業
成
功
の
た

め
の
最
低
条
件
と
い
え
る
が
、
国
政
選
挙
も
控
え
て
お
り
政
治

経
済
社
会
状
況
を
注
視
す
べ
し
と
の
意
図
に
よ
り
外
部
条
件

に
加
え
た
。

 


 【
天
候
が
大
幅
に
変
わ
ら
な
い
】
：
農
業
案
件
は
基
本
的
に
天

候
に
左
右
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
対
処
法
を
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
じ
て
探
る
が
、
リ
ス
ク
を

1
0
0
％
回
避
で
き
る
と
は
い
え
な

い
こ
と
か
ら
、
外
部
条
件
と
し
て
「
大
幅
に
」
変
わ
ら
な
い
こ

と
を
加
え
た
。

 


 現
行

P
D

M
に
お
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
前
提
条
件
と
し

て
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
の
治
安
が
安
定
し
て
い
る
」
が

設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成

の
た
め
の
外
部
条
件
と
し
て
、「
対
象
地
域
の
社
会
・
経
済
・
政

治
の
環
境
が
大
き
く
悪
化
し
な
い
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

2
0
1
5

年
2
月
に
勃
発
し
た
政
府
軍
と
反
政
府
軍
の
武
力
対
立
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
い
状
況
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
時
点
の
治
安
情
勢
に
基
づ
き

P
D

M
の
修
正

が
必
要
で
あ
る
。

 

そ
の
他
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成

に
影
響
す
る
外
部
条
件

 


 上
記
外
部
条
件
に
も
関
連
す
る
が
中
国
の
影
響
が
色
濃
い
地

域
で
も
あ
り
、
中
国
経
済
の
動
向
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
と

関
係
者
間
で
は
認
識
さ
れ
て
い
る
。

 


 市
場
と
し
て
の
中
国
経
済
の
影
響
は
引
き
続
き
注
視
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
の
、
中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
時
点
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
の
達
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
。
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
詳
細
計
画
策
定
調
査
時
点
の
状
況

 
達
成
状
況
（
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
） 

 
小
項
目

 

効 率 性  

1
．
投
入
の
進

捗
 

投
入
進
捗
の
状
況

 

日
本
側
：
専
門
家
派
遣
、
機
材
供
与
、

本
邦
研
修
、
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト

 


 以
下
の
投
入
内
容
が
検
討
、
ミ
ニ
ッ
ツ
協
議
に
て
合
意
さ
れ

た
。

 

【
日
本
側
投
入
】

 

1
．
人
材
：（
長
期
専
門
家
）
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
営
農
技

術
、
農
業
普
及

/研
修
、
農
村
開
発
、
業
務
調
整

/広
報
、（
短

期
専
門
家
）
チ
ャ
栽
培
、
農
村
開
発
、
農
業
普
及
計
画
、

そ
の
他
必
要
に
応
じ

 

2
．
資
機
材

 

3
．
研
修
員
受
入
れ
：
本
邦
研
修
、
ア
セ
ア
ン
域
内
研
修

 

4
．
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト

 

5
．
そ
の
他
費
用
：

 


 本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効
率
性
は
「
中
程
度
」
と
判
断
さ
れ
る
。

日
本
側
の
投
入
は
日
本
人
専
門
家
、
機
材
の
面
に
お
い
て
質
・

量
及
び
時
期
に
つ
い
て
お
お
む
ね
適
正
で
あ
り
成
果
の
産
出
に

貢
献
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
は

P
B

A
N

R
D
、

D
O

A
、

D
A

R
よ
り

C
/P
を
任
命
し
た
。

 


 な
お
、
治
安
上
の
問
題
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
地
域
が

大
き
く
制
限
さ
れ
た
。
他
方
、

C
/P
機
関
以
外
に
も
、
生
計
向
上

関
連
の
活
動
に
お
い
て
関
係
機
関
と
積
極
的
に
連
携
し
協
力
を

得
た
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
、
効
率
的
な
研
修
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
実
現
に
つ
な
が
っ
た
。

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
側
：

C
/P
人
員
の
配
置
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
経
費

 

【
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
投
入
】

 

1
．
人
材
：

C
/P
配
置

 

2
．
施
設
及
び
事
務
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

に
必
要
な
施
設
、
専
門
家
及
び

C
/P
の
た
め
の
執
務
ス
ペ

ー
ス

 

3
．
予
算
措
置
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
必
要
な
経
費
（

C
/P

の
旅
費
、
機
材
の
港
か
ら
ラ
シ
ョ
ー
ま
で
の
運
送
費
）

 


 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
と
な
る
要
員
は
人
数
、
意
欲
、
知
識
を

考
慮
し
て
お
お
む
ね
適
正
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

 


 他
方
、

P
B

A
M

R
D
の
ラ
シ
ョ
ー
レ
ベ
ル
に
お
け
る
関
係
が
低
か

っ
た
。
当
初
、
配
置
さ
れ
た

C
/P
も
人
事
異
動
に
よ
る
転
勤
で

空
席
と
な
っ
て
以
降
、
中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
時
点
ま
で
専
属
の

C
/P
は
配
置
さ
れ
な
か
っ
た
。

 

投
入
の
適
切
性

 

専
門
家
の
分
野
の
適
切
性
、
研
修
受

講
生
の
満
足
度

 

日
本
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
投
入
の
時

期
、
品
質
及
び
量
の
満
足
度

 

 

 中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
時
点
で
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
及
び
聞
き

取
り
調
査
に
よ
れ
ば
、

C
/P
は
専
門
家
の
資
質
に
満
足
し
て
い

る
。

 

2
．
成
果
の
達

成
状
況

 

成
果

1
か
ら
成
果

3
の
達

成
状
況

 
指
標
に
み
る
成
果
達
成
の
状
況

 
 


 グ
リ
ッ
ド
Ⅰ
の
と
お
り
。

 

3
．
投
入
、
活

動
及
び
成
果

の
間
の
因
果

関
係

 

成
果
達
成
の
た
め
の
投
入

の
妥
当
性

 

人
員
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
ソ
ー

ス
投
入
に
お
け
る
過
不
足
の
有
無

 

ミ
ャ
ン
マ
ー
側
活
動
費
の
支
出
状
況

 

 

 グ
リ
ッ
ド
Ⅰ
の
と
お
り
。

 


 ミ
ャ
ン
マ
ー
側
は
活
動
費
に
つ
い
て
は
支
出
せ
ず
、

C
/P
の
配
置

の
み
投
入
し
た
。

 

成
果
達
成
の
外
部
状
況
の

影
響

 

成
果
達
成
の
た
め
外
部
条
件
：

 

①
大
規
模
な
自
然
災
害
が
起
き
な

い
。

 

②
訓
練
し
た

P
B

A
N

R
D
職
員
や

D
O

R

職
員
が
大
量
に
異
動
し
な
い
。

 


 大
き
な
自
然
災
害
が
期
間
中
に
全
く
起
き
な
い
と
は
い
え
な

い
こ
と
か
ら
外
部
条
件
と
し
て
残
る
が
、
一
定
の
自
然
災
害
に

も
対
処
で
き
る
農
業
が
模
索
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

C
/P
機
関
、

農
家
の
リ
ス
ク
回
避
能
力
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

 


 P

N
A

N
R

D
、

D
O

A
、

D
A

R
へ
の
聞
き
取
り
で
各
機
関
と
も
通

常
の
範
囲
の
公
務
員
と
し
て
の
異
動
は
あ
る
と
の
情
報
を
得

た
こ
と
か
ら
外
部
条
件
と
し
て
入
れ
た
が
、
調
査
団
内
で
は
異

動
先
で
技
術
の
伝
播
が
な
さ
れ
れ
ば
そ
れ
は
普
及
し
た
と
も

い
え
、
必
ず
し
も
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
要
因
と
も
い
え
な
い
、
と
の
考

え
に
至
っ
て
い
る
。

 


 外
部
条
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
。
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
詳
細
計
画
策
定
調
査
時
点
の
状
況

 
達
成
状
況
（
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
） 

 
小
項
目

 

4
．
費
用
効
率

 
成
果
に
見
合
っ
た
投
入
コ

ス
ト

 

JI
C

A
類
似
案
件
、
他
ド
ナ
ー
の
実
施

し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
研
修

コ
ス
ト
の
比
較

 


 代
替
作
物
（
ソ
バ
）
導
入
事
業
（

1
9
9
9

-）
：
本
事
業
の
対
象
地

域
は
元
ソ
バ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
域
と
し
、

JI
C

A
事
業
、

ま
た
代
替
開
発
事
業
へ
の
親
和
性
も
問
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ソ

バ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
市
場
の
課
題
を
解
決
し
き
れ
な
か
っ
た

が
、
そ
の
反
省
を
生
か
し
本
事
業
で
は
、
対
象
地
域
の
選
定
基

準
に
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
を
条
件
に
入
れ
た
。

 


 緊
急
支
援
（

2
0
0
4

-2
0
0
6
）：
緊
急
支
援
に
よ
り
食
糧
供
給
な
ど

国
連
世
界
食
糧
計
画
（

W
F

P
）
と
行
っ
て
き
た
が
、
当
時
培

わ
れ
た

W
F

P
と
の
協
力
関
係
、
地
元
か
ら
の
信
頼
関
係
は
本

事
業
で
も
生
か
さ
れ
る
と
の
認
識
を

C
/P
側
と
共
有
し
た
。

 


 コ
ー
カ
ン
特
別
区
麻
薬
対
策
貧
困
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
2
0

0
5

.3
-2

0
1
1

.3
）
：
入
境
の
制
限
が
な
く
な
る
ま
で
、
コ
ー

カ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
元

C
/P
が
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
と
し

て
本
事
業
に
参
加
す
る
と
の
ア
イ
デ
ア
は

C
/P
側
か
ら
前
向

き
に
受
け
取
ら
れ
た
。
コ
ー
カ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
地
域

は
本
事
業
に
お
い
て
は
モ
デ
ル
的
な
扱
い
を
し
つ
つ
、
非
対
象

地
域
は
他
の
対
象
地
域
と
同
様
の
活
動
を
展
開
す
る
方
向
で

検
討
、
な
ど
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る

JI
C

A
事
業
と
の
親
和
性

を
勘
案
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 


 農
業
人
材
育
成
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（

2
0
0
8

.4
-2

0
1
1

.4
）
：
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
育
成
さ
れ
た
普
及
員
が
本
件
対
象
地
域
の
普

及
員
に
普
及
訓
練
を
行
う
こ
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
さ
れ

た
普
及
訓
練
教
材
（
レ
ク
チ
ャ
ー
ノ
ー
ト
、
ツ
ー
ル
キ
ッ
ト
、

D
V

D
等
）
や
普
及
手
法
に
関
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
応
用
は

C
/P
側
か
ら
も
前
向
き
に
受
け
取
ら
れ
た
。

 


 南
シ
ャ
ン
州
循
環
型
社
会
の
自
立
発
展
～
循
環
型
農
業
を
核

と
し
た
農
民
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
事
業
～
（

2
0
1

2
.3

-2
0
1
5

.3
、

草
の
根
技
協
）：
長
期
に
わ
た
り
国
境
省

P
B

A
N

R
D
を

C
/P

と
し
て
農
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
き
た
実
績
が
あ
る
。

シ
ャ
ン
州
政
府
と
の
付
き
合
い
方
な
ど
今
後
と
も
情
報
交
換

が
な
さ
れ
る
べ
き
組
織
の
一
つ
、
と
の
認
識
を
調
査
団
内
で
確

認
し
た
。

 


 先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
人
材
、
経
験
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
、

専
門
家
の
派
遣

M
M
、
機
材
経
費
費
用
を
考
慮
す
る
と
、

JI
C

A

が
実
施
す
る
他
の
類
似
案
件
と
比
較
し
て
、
投
入
コ
ス
ト
は
妥

当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

 

5
．
類
似
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と

の
連
携

 

JI
C

A
の
類
似
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
及
び
他
ド
ナ
ー
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
・
相

乗
効
果

 

他
の

JI
C

A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連

携
・
相
乗
効
果

 


 記
述
な
し
。

 

 他
の

JI
C

A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
は
な
い
。

 

他
ド
ナ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連

携
・
相
乗
効
果

 


 対
象
地
域
内
で
は
、

W
F

P
の
事
業
、

A
M

D
A
事
業
が
入
っ
て

い
る
。
北
部
は
本
案
件
、
南
部
は

W
F

P
と
結
果
的
に
棲
み
分

け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
本
案
件
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

す
程
度
の

C
/P
の
業
務
の
重
複
は
本
調
査
で
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。

 

 


 他
ド
ナ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携
は
な
い
。
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
詳
細
計
画
策
定
調
査
時
点
の
状
況

 
達
成
状
況
（
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
） 

 
小
項
目

 

イ ン パ ク ト  

1
. 
上
位
目
標

達
成
の
見
込

み
 

上
位
目
標
達
成
の
見
込
み

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
状
況
に

基
づ
く
上
位
目
標
達
成
の
見
込
み

（
グ
リ
ッ
ド
Ⅰ
参
照
）

 

 

 中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
時
点
に
お
い
て
、
上
位
目
標
の
達
成
見
込

み
を
判
断
す
る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
。

 

上
位
目
標
に
向
け
た
外
部

条
件

 
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

 


 パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
外
に
お
い
て
ケ
シ
代
替
栽
培
導
入
に
係
る

普
及
活
動
が
続
け
ら
れ
る
こ
と
。

 


 パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
外
に
お
い
て
農
家
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
る

こ
と
。

 


 中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
で
使
用
し
た

P
D

M
（

V
er

.1
.2
）
で
は
上
位

目
標
に
向
け
た
外
部
条
件
は
設
定
さ
れ
て
な
い
。

 

上
位
目
標
の
阻
害
要
因

 
上
位
目
標
達
成
を
促
進
・
阻
害
す
る

要
因

 


 特
に
本
調
査
中
に
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

 

 上
位
目
標
の
達
成
に
は
治
安
の
安
定
が
確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。

 

2
. 
因
果
関
係

 
上
位
目
標
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
の
因
果
関
係

 

上
位
目
標
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
が

乖
離
し
て
い
な
い
か
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
の
達
成
が
、
上
位
目
標
の
達

成
に
寄
与
す
る
か
。

 


 【
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
ケ
シ
撲
滅
政
策
の
方
向
性
、
少
数
民
族

支
援
政
策
の
方
向
性
に
変
更
が
な
い
】

 


 ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は

2
0
1
4
年
に
国
政
選
挙
を
予
定
し
て
お
り
、

政
権
交
代
の
可
能
性
が
あ
る
。
他
方
、
政
治
の
民
主
化
・
経
済

の
自
由
化
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
と
っ

て
ケ
シ
の
な
い
社
会
づ
く
り
は
必
須
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
両
条
件
が
満
た
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
と
見

込
ま
れ
る
。

 


 中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
時
点
に
お
け
る
現
行

P
D

M
で
あ
る

P
D

M

（
V

er
.1

.2
）
に
よ
っ
て
評
価
を
実
施
し
た
。
当
該
時
点
で
は
治
安

の
悪
化
に
伴
い
、
対
象
地
域
で
の
活
動
が
実
施
で
き
ず
、
成
果

が
具
現
化
し
て
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
。

 


 そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
成
果
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
、
上
位
目
標
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
乖
離
が
生
じ
て
い
る
。

 

3
. 
正
の
イ
ン

パ
ク
ト

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
起
因
す
る
正
の
イ

ン
パ
ク
ト
の
有
無

 

 

 中
間
レ
ビ
ュ
ー
時
点
ま
で
に
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を
通

じ
て
、
現
場
レ
ベ
ル
に
お
け
る

D
A

R
と

D
O

A
の
連
携
が
促
進

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外
で
も
、

D
A

R
が

管
轄
す
る
研
究
活
動
を

D
O

A
が
管
轄
す
る
普
及
活
動
へ
活
用
す

る
た
め
の
情
報
共
有
、
連
携
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

 

4
. 
負
の
イ
ン

パ
ク
ト

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
起
因
す
る
負
の
イ

ン
パ
ク
ト
の
有
無

 

 特
に
想
定
さ
れ
な
い
。

 

 負
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
具
現
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

 

持 続 性  

1
. 
政
策
面

 
政
策
支
援
が
協
力
終
了
後

も
継
続
さ
れ
る
可
能
性

 

麻
薬
栽
培
撲
滅
に
対
す
る
関
連
政
策

の
継
続
可
能
性
は
高
い
か

 


 ケ
シ
撲
滅
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
社
会
の
安
全
安
定
を
示
す
重
要
な

フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
た
と
え
政
権
が
交
代
し
た
と
し
て
も
政

策
は
維
持
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

 


 少
数
民
族
に
よ
る
反
政
府
運
動
の
長
い
歴
史
を
も
つ
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
に
と
っ
て
、
彼
ら
の
生
活
の
安
定
は
ケ
シ
撲
滅
の
み

な
ら
ず
国
家
が
国
家
と
し
て
存
続
す
る
う
え
で
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
ま
た
民
主
的
な
手
法
で
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
い
と
の

現
政
府
の
意
向
か
ら
も
、
今
後
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
は
少
数
民

族
支
援
政
策
を
維
持
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
る
。

 


 1

9
9

3
年
に
ケ
シ
栽
培
取
り
締
ま
り
に
関
す
る
法
律
（
名
称
未

確
認
）
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
さ
ら
に
整
備
さ
れ

る
か
は
未
確
認
。

 


 ミ
ャ
ン
マ
ー
施
府
は
「
麻
薬
撲
滅

1
5
カ
年
計
画
」
に
よ
り
、
国

境
地
域
に
居
住
す
る
少
数
民
族
に
対
し
て
、
ケ
シ
栽
培
撲
滅
に

向
け
、
開
発
推
進
を
通
じ
て
、
法
律
に
よ
る
管
理
体
制
の
確
立

を
め
ざ
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
的
と

す
る
代
替
開
発
を
通
じ
て
ケ
シ
栽
培
撲
滅
に
取
り
組
む
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
の
政
策
は
、
継
続
さ
れ
る
見
込
み
が
高
い
。
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調
査
項
目

 
調
査
の
視
点

/調
査
事
項

 
指
標
・
評
価
項
目

 
詳
細
計
画
策
定
調
査
時
点
の
状
況

 
達
成
状
況
（
業
務
完
了
報
告
書
、
自
己
評
価
表
、
聞
き
取
り
調
査
） 

 
小
項
目

 

2
. 
組
織
面

 
C

/P
機
関
の
活
動
実
施
体

制
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
に

C
/P
、
関
係

機
関
、
農
民
に
よ
り
活
動
が
継
続
す

る
た
め
の
体
制

 


 国
境
省
は
良
く
も
悪
く
も
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
式
の
意
思
決
定
機

関
で
あ
り
、
上
部
組
織
の
決
定
が
な
さ
れ
な
い
と
下
部
組
織
の

動
き
は
極
め
て
鈍
く
な
る
特
徴
あ
り
。
逆
に
、
上
層
部
の
方
針

と
し
て
本
事
業
以
降
も
活
動
を
維
持
し
て
い
く
方
針
が
生
ま

れ
れ
ば
実
現
の
可
能
性
は
高
い
と
推
察
さ
れ
る
。

 


 現
時
点
で
の
国
境
省
の
本
事
業
へ
の
期
待
は
極
め
て
高
く
、
組

織
的
な
協
力
姿
勢
を
強
く
打
ち
出
し
て
お
り
、
本
事
業
の
着
実

な
成
果
を
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
上
記
方
針
が
出
さ
れ
る
可
能
性
も

高
い
と
見
込
ま
れ
る
。

 


 主
要

C
/P
で
あ
る
国
境
省
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
専

属
の
担
当
者
を
配
置
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
人
事
異
動
に
伴

い
空
席
と
な
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
で
あ
る
ラ
シ

ョ
ー
に
お
い
て
は
、
人
員
不
足
の
た
め
慢
性
的
に
多
忙
で
あ
り
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
関
与
が
希
薄
で
あ
っ
た
た
め
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
後
半
で
は
現
地
レ
ベ
ル
に
お
け
る
積
極
的
な
関
与

が
期
待
さ
れ
る
。
他
方
、

D
O

A
、

D
A

R
に
関
し
て
は
、
両
機
関

と
も
に
現
場
レ
ベ
ル
に
お
け
る
人
事
異
動
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

組
織
面
に
お
け
る
持
続
性
が
見
込
ま
れ
る
。

 

3
. 
財
政
面

 
活
動
の
継
続
に
必
要
な
財

源
確
保
の
可
能
性

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
、

C
/P
に
よ
る

活
動
継
続
の
た
め
の
必
要
予
算
確
保

見
込
み

 


 2

0
1

2
年
度
の
予
算
は
既
に
確
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
追
加
的

措
置
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、

2
0

1
3
年
度
も
既
に
国
会
へ
提

出
済
み
で
追
加
的
措
置
は
難
し
い
と
の
こ
と
。
少
な
く
と
も
、

2
0
1
3
年

3
月
（

2
0
1
2
年
度
）
で
は
な
く
、

4
月
（

2
0

1
3
年
度
）

か
ら
の
開
始
を
提
案
さ
れ
た
。

 


 調
査
団
か
ら
は
初
年
度
は

P
B

A
N

R
D
、

D
O

A
、

D
A

R
と
も
通

常
業
務
の
範
囲
を
大
き
く
超
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
大

幅
な
追
加
的
措
置
は
必
要
な
い
と
の
予
測
を
立
て
て
い
る
。

 


 初
年
度
か
ら
始
ま
る
大
型
の
機
材
（
車
両
等
）
供
与
に
お
け
る

ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
港
か
ら
ラ
シ
ョ
ー
ま
で
の
輸
送
経
費
は
ミ

ャ
ン
マ
ー
側
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た

 


 国
境
省
～
国
境
地
域
少
数
民
族
開
発
中
央
委
員
会
～
地
域
委

員
会
～
州
政
府
？
と
い
っ
た
開
発
予
算
の
流
れ
の
構
造
に
つ

い
て

JI
C

A
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務
所
に
確
認
依
頼
中
。
本
事
業
へ

の
予
算
措
置
の
可
能
性
も
模
索
す
る
。

 


 中
間
レ
ビ
ュ
ー
調
査
時
点
で
は
、

P
B

A
N

R
D
、

D
O

A
、

D
A

R
の

い
ず
れ
も
財
政
面
に
お
け
る
持
続
性
が
確
実
に
担
保
さ
れ
て
い

る
と
断
定
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
各

C
/P
機
関
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
終
了
後
に
向
け
て
予
算
確
保
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
。

特
に

D
O

A
に
つ
い
て
は
、
普
及
員
が
農
村
を
訪
問
す
る
際
に
必

要
と
な
る
交
通
費
の
手
当
て
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
現
状
で
は
、
公
共
交
通
機
関
の
使
用
が
前

提
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
部
普
及
員
は
移
動
時
間
短
縮
の
た
め
、

個
人
所
有
の
バ
イ
ク
を
利
用
し
て
い
る
も
の
の
燃
料
費
の
一
部

補
助
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。

 

4
. 
技
術
面

 
活
動
の
継
続
に
必
要
な

C
/P
の
能
力
開
発
の
状
況

 

C
/P
、
農
民
の
能
力
強
化
、
活
動
実
施

体
制

 


 今
後
の
社
会
経
済
調
査
、
派
遣
専
門
家
と

C
/P
と
の
現
状
分
析

に
よ
り
継
続
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
適
切
な
技
術
を
選
択
す

る
。

 


 本
事
業
で
は
日
本
人
専
門
家
→
普
及
員
（

D
O

A
）
→
モ
デ
ル

農
家
→
一
般
農
家
の
流
れ
、

D
O

A
に
関
し
て
は
、

C
A

R
T

E
C

（
農
業
畜
産
灌
漑
省
の
試
験
場
）
で
の
普
及
人
材
育
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
育
成
し
た
モ
デ
ル
普
及
員
の
活
用
も
想
定
さ
れ
て

お
り
、
事
業
期
間
中
に
こ
う
し
た
普
及
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
定
着

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 


 国
境
省
に
関
し
て
は
、
具
体
的
な
技
術
よ
り
も
農
家
の
ニ
ー
ズ

把
握
力
や
調
整
能
力
の
強
化
が
主
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

P
B

A
N

R
D
職
員
と
日
本
人
専
門
家
は
業
務
を
協
働
し
て
い
く

こ
と
で

O
JT
的
に
技
術
移
転
が
な
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
。

 


 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
実
施
を
通
し
て
作
成
さ
れ
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
類
及
び

C
/P
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た
研
修
に
よ
り
、
技
術
移

転
は
お
お
む
ね
的
確
か
つ
円
滑
に
実
現
さ
れ
て
き
て
い
る
。
な

お
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
と
な
る
農
村
で
は
公
用
語
の
ビ

ル
マ
語
の
み
で
な
く
、
シ
ャ
ン
語
な
ど
の
地
方
言
語
が
多
く
話

さ
れ
て
い
る
村
も
あ
る
。
他
方
、
シ
ャ
ン
語
な
ど
公
用
語
以
外

の
言
語
を
十
分
に
解
す
る
普
及
員
は
少
な
い
た
め
、
技
術
的
な

指
導
を
行
う
際
に
、
十
分
な
説
明
が
困
難
で
あ
る
と
い
っ
た
問

題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
シ
ャ
ン
語
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
課
題
に
対
応
、

補
完
し
て
い
る
。
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議事録 

 

日 時 2016年11月7日（月）10時20分～12時20分 

場 所 国境省国境地域少数民族開発局（PBANRD）本部（HQ）会議室 

出席者 PBANRD：Director General（DG） 

JICAミャンマー事務所：THEIN所員 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

はじめに、望月団員より中間レビューの目的及び調査方法について説明を行い、その後、質疑応答

を行った。 

以下に発言主旨を記す。なお、望月団員から行った質問項目は、阻害要因、貢献要因、持続性（財

政面、組織面）、専門家チームとのコミュニケーションなどである。なお、質問票は未完成であるた

め、早急に英訳まで完成させ送付するよう依頼した。 

 

 DG：現状では治安の問題より当初予定していたフルスペックでのプロジェクト実施となってい

ない。今後はこの点が改善されることを期待する。先日実施した吉田専門家との会議でも話題に

のぼったが、ラショーになるべく多くの人を呼んで研修を実施し、治安上の制限で生じている問

題に対応したい。ラショーのみでなく、ナタラ、ラオカイなどインフラのある場所を積極的に活

用すべきだと考える。これによってToT（訓練者のための訓練）を充実させ、持続性を確保した

い。 

 

 DG：阻害要因としては治安以外に大きな要因は見当たらない。強いて挙げれば使用言語の制限

から生じる専門家とのコミュニケーション、予算の制限があるが、これらは治安と比較すれば微

細な問題である。なお、阻害要因とは関係ないが、現在対象州が北シャン州となっているが、南

シャン州にも拡大できれば素晴らしいことであろう。（このあと、DGは11:00に退席） 

 

 ダイレクター：質問票の個々の回答ではないが、総論として回答する。本プロジェクトはミャン

マーと日本の合同プロジェクトであり、プロジェクト開始当初の対象地域は7地区（V/T）であ

った。開始当初は当該地区の治安は安定していたが、治安状況が急速に変化し、ヘリコプターを

派遣し現場に取り残された日本人専門家2名を救出したという経緯もある。その後、安全面を考

慮し現在の6村に対象地域を変更した。現在、JICA本部より修正プロジェクト・デザイン・マト

リックス（PDM）案を受理し、変更箇所が現状を反映した妥当な内容であると見受けられるた

め、大まかな方向性では修正は了解するつもりである。詳細については合同調整委員会（JCC）

の場で議論したいと考えている。専門家チームとも既にPDM修正案について議論は行っている。

国連が規定している能力開発、人間開発、住民参加も考慮されている。予算面に関する持続性に

ついてだが、原則5カ年計画で大まかな予算は決まっている。他方、毎年予算額の調整、見直し

は行われる。プロジェクト終了後の本プロジェクトに関連した活動の予算配賦であるが、これは

本プロジェクトの達成度、成果なども加味されるため、現時点では幾らが確保されるかは不明で

４．面談記録
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ある。 

日本人専門家に対する評価は現場でないと分からない。ラショーでの確認をお願いする。 

 

 女性職員：貢献要因としてはフィールドからの支出要望（日当、宿泊）に対して本部では、財務

省への働きかけを積極、迅速に対応することを心がけており、現場での円滑な活動に貢献してい

ると考えている。阻害要因としては、プロジェクトのスコープには含まれていないことは理解し

ているが、インフラの必要性を常に感じている。また、市場アクセスの困難さが課題であると認

識している。 

 

 

日 時 2016年11月7日（月）13時45分～14時40分 

場 所 農業局（DOA）HQ会議室 

出席者 DOA：DG、他6名 

JICAミャンマー事務所：THEIN所員 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

はじめに、望月団員より中間レビューの目的及び調査方法について説明を行い、その後、質疑応答

を行った。 

以下に発言主旨を記す。なお、望月団員からの質問項目は、阻害要因、貢献要因、持続性（財政面、

組織面）、専門家チームとのコミュニケーションなどである。なお、質問票は未完成であるため、早

急に英訳まで完成させ送付するよう依頼した。 

 

 DG：阻害要因に関しては治安以外に関しては見当たらない。現場における詳細な情報はシャン

州事務所員が把握しているので、ラショーで確認してほしい。他方、ラショー事務所からの本部

に対するフィードバックは十分である。ラショーからの連絡は月例報告に加えて、四半期に一度

地方事務所所長を本部に召集しての会議を行っている。また、必要に応じて電話連絡を行ってい

る。本部と地方事務所間のコミュニケーションは問題なし。 

治安以外に関する課題として、市場へのアクセスが挙げられる。これが持続性を確保するうえで

最大の課題であると認識している。遠隔地から作物を市場に運ぶ場合のネックは輸送費が高くつ

くことである。作物を栽培し、販売して、利益が上がらないと持続性の確保は困難である。現在、

限定的ではあるが商工省と協働を行っている。DOAでは組織面の持続性は確実に担保される。

なぜならば政権交代でも、C/P人員も含めて人事異動はほとんどないこと、本部内では最低でも1

部署に5年以上在籍する職員が多いこと、特にラショーなど地方事務所では定年まで人事異動は

まず発生しない。さらに、財務面においても普及員が遠隔地に出張する際の日当、宿泊等の予算

が組まれているため、プロジェクト終了後も現行レベルの活動を継続するために必要となる予算

についても問題は生じない。 

本プロジェクトがどのようなインパクトをもたらしているかについては、正負を問わず確認でき

ていない。この点に関しては現地事務所においても確認してもらいたい。 
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日 時 2016年11月8日（火）15時15分～16時05分 

場 所 PBANRD LASHO会議室 

出席者 PBANDRD LASHO：Daw Thien Gyi（Asst. Director）、他1名 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 ソバプロジェクト、コーカンプロジェクトに関与した経験があるが、ソバプロジェクトはコーカ

ンに近い中国側で生産が開始され失敗したと理解している。 

 本プロジェクトの難しさは治安の問題より対象地域がコーカンからラショーへと変更になった

ことにより、新しく対象となった村々に関する十分な情報収集ができなかったため、プロジェク

ト開始後に問題がでてきた。例えば本プロジェクトは技術協力であるにもかかわらず、インフラ

整備を要望する農民が多かった。 

 プロジェクトのインパクトは正負ともに特に確認されていないと思う。 

 市場アクセスに関する活動は特に行っていない。 

 国内移動に関してDOA職員はどこでも移動可能、外国人である日本人専門家は1カ月前の国内移

動許可を申請すればOK。 

 日本人専門家とのコミュニケーションは問題なし。頻繁に訪問してきてくれる。 

 PBANRD本部とのコミュニケーションは良好である。 

 

 

日 時 2016年11月8日（火）16時15分～17時30分 

場 所 DOA LASHO会議室 

出席者 DOA LASHO：U Myat Kyaw（Assistant Director (Shan State North, State Officer), DOA）、他

5名 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 ソバプロジェクト、コーカンプロジェクトは市場の問題で最終的には失敗ということなので、こ

れら先行案件より、本プロジェクトに当てはめるべき教訓は見当たらない。DOAは市場アクセ

スのノウハウを有しておらず、この点は貢献できない。 

 本プロジェクトはコーカンプロジェクトと比較してスケールが小さい。 

 普及員は月3～4日の頻度で、1回に2～3村訪問している。 

 普及員からのフィードバックによれば、農民からは苗、肥料が必要だという声が上がっている。

この背景にはNGOが肥料を配布していることがある。 

 PBRANDは、村の訪問は行わないので、現場での協働はない。 

 ソバプロジェクトのような大きなプロジェクトを実施していただきたい。市場アクセスのために

は加工して付加価値を付けることが必要である。市場で販売できないと農民は作物に関心を示さ

ない。このプロジェクトではハトムギ、コンニャクイモを取り上げているが売り先については未

定である。 
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 プロジェクトによる農民への技術移転は十分になされていると考えている。専門家による研修は

非常に効果的である。 

 DOAのTOR（Terms of Reference）は農業技術の移転であるため、市場アクセスには取り組んで

いない。 

 普及員は他業務を有している。 

 DOA農場はあくまで実験のためであり、広く一般には開放していない。 

 

 

日 時 2016年11月9日（水）9時00分～9時50分 

場 所 プロジェクトチーム 会議室 

出席者 U Sai Than Aung（Laukai District Manager, DOA） 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 コーカンプロジェクトの経験から、どのようにサポートしていくことが成果につながるかがDOA

本部に理解され、予算獲得に尽力した経緯がある。 

 本プロジェクトをとりまく難しさは治安と言語の問題。六つのモデル村では三つの言語が使われ

ている。DOAでは18名の普及員で287村をカバーしている。同じ村でも複数言語が使用されてい

るため、担当している1名の普及員では、細かい技術的な説明を正確に実施することが困難であ

る。 

 普及員からのフィードバックとして、NGOは肥料などの物質面での支援を行っているが、農民の

マインドに変化はなく現在もその傾向が強い。ただし、一部では技術面での支援に感謝する声も

聞かれる。 

 阻害要因は治安と言語。 

 日本人専門家は当初設定した対象地域である7 V/Tは訪問できない。訪問できない地域こそが支

援の必要なエリアである。それが困難であることは、活動が非常に限定的になる。 

 インパクトについては、正としては研究の重要性が芽生え、普及員と研究員の連携が深まり、本

プロジェクト以外でも連携する機会が増えてきた。 

 専門家からの技術移転は、7割程度が完了したと考えている。この7割とは農業技術の面である。

残りの3割とは、具体的に市場へのアクセスの方法、リサーチなどであり、プロジェクト後半で

移転されることを期待している。 

 普及員は既に農民に教えることができるレベルにあるし、実際に日々の訪問で実践している。ToT

を行うことでさらに強化したい。ただし、ToTは座学のみでなく、現場に赴き指導方法を伝授し

てもらうことが重要である。 

 コーカン地域の突発的な治安悪化により住民が食料にも困窮した状況で、JICAはプロジェクトの

スコープ外であっても、種子などを供給してくれた。 

 現時点では市場アクセスに必要な具体的なアクションはとられていない。 

 HQとのコミュニケーションは良好。 

 残りの期間で、PDM の修正、特に活動の箇所、プロジェクト目標も含め現状に合わせた修正が
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必要かと思われる。（同氏は筑波における 8 週間の研修から帰国した直後であり、PDM 修正案

に関しては何も聞かされていなかった。吉田専門家によれば、PDM は HQ との調整事項となっ

ているとのこと） 

 

 

日 時 2016年11月9日（水）10時00分～10時50分 

場 所 プロジェクトチーム会議室 

出席者 Daw Ni Ni Win（Nali Farm Manager, DOA） 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 コーカンプロジェクトでは展示、研修が非常に有効であったので、これらの経験を本プロジェク

トにおいて実践し、活用している。 

 本プロジェクトの難しさは、日本人専門家が現場に入れないことである。もしも、日本人専門家

が現地に入れれば、プロジェクトはさらに効果的に進展するものと理解している。 

 研究員は農民と直接話す機会は少ない。 

 阻害要因：治安を除くと、言語の問題が挙げられる。また移動が非常に問題である。普及員が村々

を訪問する場合、バイクではなくローカルバスを利用しており非常に効率が悪い。バイクが購入

できないのは予算が確保できないためである。 

 貢献要因：JICAは緊急時における支援を行ってくれた。そのことが農民の信頼を勝ち取ること

につながり、プロジェクトに対して協力的になっていると感じる。ソバプロジェクト、コーカン

プロジェクトで構築された信頼感が、本プロジェクトに対する期待度、信頼感の高さに貢献して

いる。だからこそ、日本人専門家が現場に入れないことは非常にマイナスである。 

 毎年、新規作物をテストしているのは、市場のことを考えると効果的であると思う。有望作物を

選定するため、毎年実験を継続するのは非常に有益である。栽培可能な選択肢が少ないと市場の

変化、環境の変化に対応するこができない。 

 残りの期間でプロジェクトが行うことは市場アクセスについて具体的な方針、活動を行うことで

ある。 

 

 

日 時 2016年11月9日（水）11時00分～11時40分 

場 所 プロジェクトチーム会議室 

出席者 U Maung Mung Aye（Kyaukme District Manager, DOA) 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 普及員からのフィードバックとして、タウンシップ（T/S）マネジャーに最初にインプットがな

され、T/Sマネジャーからフィードバックを得る。大きな問題が生じない限り現場レベルでの細

かな報告は、T/Sマネジャーからのフィードバックではなされない。これまでのところ特に問題
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は生じていない 

 管轄する二つのモデル村では、YemとTearo、チャをメインに活動しており、活動は順調に進展

している。ただし、収穫期を迎えたら販売先の確保が課題になってくる。現時点では販路確保に

関する具体的な活動はなされていないと理解している。既存作物に関しては地元のバイヤーにア

クセスすることが想定される。他方、プロジェクトが導入した新規作物（コンニャクイモ）は、

地元では消費されない作物であり、市場開拓に関するアイデアはもっていない。 

 日本人専門家とはPSI（Production, Sales, Inventory）会議で会うのみであるが、コミュニケーショ

ンは良好であると感じている。 

 日光量を調整するためのマカデミアナッツなどの栽培、チャ収穫後処理の技術などが必要となっ

てくる。また、市場アクセスに注力することが求められてくる。対象村の近辺に居住する農民へ

の技術指導が必要になってくる。 

 

 

日 時 2016年11月9日（水）13時00分～13時40分 

場 所 プロジェクトチーム会議室 

出席者 U Sai Aung Win（Namsan T/S, DOA） 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 普及員からのフィードバック及び自身の経験として、事前調査に基づき、モデル村農民の意見を

十分に聞いたのちにプロジェクトを実施しているため、農民からの不満はいっさい聞かれない。

むしろ、プロジェクトに対する感謝が多く聞かれる。 

 一部の農家に限定されるが、兵役などで一部の家族が家を離れると労働力の減少により、畑のメ

ンテナンスが十分にできないケースもある。 

 現在プロジェクトに参加していない農民は、関心をもちながらも見ているだけである。プロジェ

クトによる活動が収入向上につながるという目に見える成果が出てくれば、プロジェクトに参加

していない農民も積極的に先行農民に教えを求めることになるであろう。 

 日本人専門家の技術移転は順調である。でも、まだまだわれわれが知らないことがあるはず。そ

れも伝えてもらえればありがたい。 

 市場アクセスについて、既存作物はあまり心配していない。他方、コンニャクイモのような新規

作物についてはどこに売ればいいのか、価格はどうなるのかなど不安要素が大きい。プロジェク

トはこの点を十分考慮してほしい。失敗すると農民からの信頼と関心を一気に失うことになる。

コンニャクイモは確かに2～3年前は、中国で良い値段で取引されていたので期待も高い。他方、

コンニャクイモはミャンマーには野生種であり、乱獲される懸念がある。プロジェクトでは繁殖

方法、栽培方法が指導されているため、野生種が乱獲されることはないと思う。 

 普及員による村への訪問頻度は月5回程度。1日に訪問する村数は1村のみ。 

 日本人専門家とのコミュニケーションは良好である、通訳を介するので言葉の問題もない。 

 残りの期間でプロジェクトが実施すべきことは、大部分の農民よりマカデミアナッツに関する支

援をしてほしいという声が多い。具体的には苗木と栽培技術。チャやコンニャクイモだけでは家
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計を安定させることが不安であるというのがその理由である。マカデミアナッツは調査段階でリ

クエストしたにもかかわらず、収穫開始になるまで6年程度かかるため、プロジェクト終了時ま

でに成果を出すことができないため、専門家チームが消極的であったと理解している。専門家チ

ームは実験用に少量の苗木を提供するにとどまった。 

 治安状況が好転し、日本人専門家によるアクセスが可能になれば、平地を有している村々を支援

対象にすることも検討してもらいたい。 

 

 

日 時 2016年11月9日（水）14時10分～14時40分 

場 所 プロジェクトチーム会議室 

出席者 U Maung Maung Lay（Muse (Pansai-Kyukok Sub-T/S office), PBANRD） 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 今後の治安情勢に関する見通しは、私がコメントする立場にはないことを了承願う。 

 Muse地区ではドナー、NGOともに活動を実施していない。 

 麻薬撲滅に有効なアプローチはやはり収益の高い換金作物であると考える。また農業以外の職業

訓練も有効であると考える。農業以外の収入手段が確保できれば、現金収入の手段が一つ増える

ことになるため。 

 PBRANDとして独自のケシ撲滅活動は行っていない。他方、水道供給、太陽発電パネル、村道

建設などの支援活動は実施している。村道建設に際しては、どこに建設するかは中央レベルで決

定されるため、いっさいコミットできないが、プロジェクトより要望を出してもらうことは可能

である。 

 

 

日 時 2016年11月9日（水）15時00分～15時40分 

場 所 プロジェクトチーム会議室 

出席者 U Maung Zaw（Namsan T/S, PBANRD） 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 PIC（Project Implementation Committee）会議に参加しているため、プロジェクト活動については

把握している。また、数回、管轄するモデル村を訪問したこともある。 

 モデル村ではJICAのみが、管轄地区（Mansan）では他ドナー〔世銀、ドイツ国際協力公社（GIZ）

など〕、NGOが活動している。麻薬撲滅関連プロジェクトを実施しているのはイタリアである

と理解している。 

 モデル村を訪問するとプロジェクトが実施しているブタのみではなく、ヒツジも提供してほしい

という要望が聞かれる。農民によれば、ブタの繁殖は年1回だが、ヒツジは年3回繁殖し、産む子

羊の数も多いため収益性が高いというのがその理由である。 
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 養豚事業に参加したいが、プロジェクトが対象としている村ではないため、参加できないという

話も耳にする。 

 市場アクセスは非常に難しい課題だと感じている。現在はチャがいいと思っているが、需要と供

給の関係で価格が大きく上下するリスクは常に存在する。コンニャクイモのように注目されてい

る作物であっても、継続するのは市場しだいであり、この点は非常に難しい点であると考えてい

る。 

 Mansan地区ではチャの収穫時期のみ村で過ごし、それ以外の季節では中国、タイに出稼ぎに出

る若い農民も多い。 

 プロジェクトの後半で期待することは、他の村へ対象地域を拡大すること、ウォールナッツなど

収穫まで長い時間がかかる作物も対象に加える要望に応えること。 

 ローカルマーケットの稼働時間は1時間30分と短いため、Home Garden程度の小さい栽培スペー

スで、多様な品種を栽培すれば、自家消費用に加えて販売にも適用できると考える。 

 

 

日 時 2016年11月10日（木）終日 

場 所 Hpethtuk村、Pinglon村、Narhpot村 

出席者 中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

日本人専門家チーム：吉田専門家、中村専門家、藤山専門家、プロジェクトスタッフ2名 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 いずれの村もプロジェクト活動は順調に進展しており、余剰分があればローカルマーケットに販

売するとしている。 

 プロジェクト対象外の村から、具体的に訪問されたり質問を受けたりといったことはない。 

 Pinglon村ではブタの販売が実現し、利益が出始めている。 

 将来、出店したいため縫製研修に通っている村人もいる。 

 村に女性が多いのに研修に参加する女性が少ない理由として、子どもの世話が理由で参加できな

いケースもある。 

 

 

日 時 2016年11月11日（金）終日 

場 所 Pachi村、Namhtanma村、Khashi村 

出席者 中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

日本人専門家チーム：吉田専門家、中村専門家、藤山専門家、プロジェクトスタッフ2名 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 Pachi村の養豚を視察したが、5月～6月は他人の畑に出稼ぎ作業を行うため、早朝から夕方まで

外出となり、ブタの世話が手薄になる。そのためブタ小屋の衛生環境が劣悪になり、また、当該

時期は飼料を与えることもままならず、成長期のブタに適切な栄養が与えらず成長が鈍化する。

当該時期の影響で死亡率は30％に及んだ。畜水産省畜産獣医局（LBVD）の調査結果によると疫
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病ではなく、劣悪な衛生環境、不十分な栄養によるストレス、衰弱が死亡要因であると診断され

た。その後、米ぬかと栄養剤を与えたことで元気になったとのこと。 

 教訓として6月、7月、8月がクリティカルな期間であるため、当該期間をサポートすることが重

要。また、経験が不十分である農家の自己流ブタ小屋を認めてしまうと、養豚の失敗につながる

ので、この点は経験を踏まえて、きちんとしたものを建築する必要性を訴えていきたい。 

 Fodder plant（家畜用飼料にする植物）は1件のみで実施しているが、ウシに食べられてしまいほ

とんど失敗。 

 ブタの売りごろはおよそ10カ月ごろ、体重が約60ビス（約100 kg）に達したら市場に出す。 

 Pachi村では初年度は2匹で開始した。一部農民によれば、来年は1匹増やして3匹の養豚を実施し

たいとのこと。 

 Namhtanma村はかつてCAREの支援も受けていたことがあり、ドナー慣れしている印象あり。女

性グループを中心にタマリンドなど果物をジャムに加工し市場で販売するなど生計向上分野の

活動は非常に意欲的であるとの印象を得た。 

 Khashi村の養豚現場を視察。財力があるためブタ小屋の床がコンクリート、飼育小屋の大きさも

十分に大きく、かつ担当している村人も1日2回の世話を実践しているため豚舎も衛生的であった。

他の村の見本となる。プロジェクト後半では同村人を他の村に派遣して指導させるなどすると、

実際に作業に携わっている同じ農民視線で指導が可能なため、C/P、日本人専門家とは異なる視

点から、効果的な指導が可能であると判断される。 

 

 

日 時 2016年11月15日（火）9時40分～10時30分 

場 所 国境省教育研修局（DET）会議室 

出席者 Daw Swe Swe Oo（Head Mistress, DET） 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

日本人専門家チーム：中村専門家 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 ビルマ語で研修を行うことが多いが、必要に応じてシャン語、パロン語でも対応可能。この三つ

の言語に対応すればシャン州では問題なし。 

 研修実施に係る交通費等、予算が生じる場合は本部に申請を行い、承認が得られれば対応可能。

依頼者が経費を負担すれば問題なく研修の実施が可能。 

 これまで遠隔地で研修を実施した経験はないが、交通費等の予算手当てがなされれば実施可能で

ある。 

 研修で利用するマニュアルを利用すれば、遠隔地でも研修の実施は可能。 

 研修受講経験者は他機関が実施する研修を受講するなど、向上心が旺盛な人が多い。 

 研修終了後のフォローアップは実施していないが、多くが就職する。一部、商売を始める者もい

る。 

 PBANRDの協力で、研修費用は材料費も含めて無料である。 

 裁縫以外に食品加工、ニットなどの研修を実施している。 
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 ミャンマー政府からの援助は1人当たり750チャット。 

 初級コースは14週間、上級コースは14週間となっている。 

 

 

日 時 2016年11月15日（火）11時00分～12時00分 

場 所 LBVD会議室 

出席者 Dr. Soe Naing Win（Township Officer, LBVD）、他3名 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

日本人専門家チーム：中村専門家 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 同LBVDタウンシップ事務所はビルマ語、シャン語、パロン語を解するスタッフが揃っているた

め、シャン州に関しては全域対応可能である。 

 農村へのサポートについて、近隣なら頻繁に出張で対応している。遠隔地の場合は呼び寄せて対

応する。近隣とはラショーより車で1時間程度の距離にある場所を指し、遠隔地とは3時間程度以

上の訪問時間を要すると距離という認識をしている。 

 遠隔地へのサポートを実施する場合、問題となるのは呼び寄せコストである。これまでNGO等、

外部機関との連携で実施してきたが、経費はLBVDではなくNGO等の外部機関が負担している。

LBVDが予算を捻出することは現実的に困難である。 

 ケシ栽培撲滅とリンクした活動は特に実施していない。 

 LBVDは農家とバイヤーを結びつけるような活動は行っていない。LBVDが有している情報は、

どの村がおおよそどの程度の家畜を有しているかという基礎データのみである。民間同士がコン

タクトする方が一般的である。相談があれば保有している情報の提供などを通じてコンサルティ

ングは行う。 

 ブタに関していえば、ハイブリッド種は伝染病などに感染しやすく、ワクチンの接種は不可欠。

他方、在来種はワクチンをしなくてもたぶん大丈夫なはずである。 

 

 

日 時 2016年11月15日（火）13時30分～14時00分 

場 所 水産局（DOF）会議室 

出席者 U Ye Nyunt（District Manager, DOF）、他1名 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

日本人専門家チーム：中村専門家 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 DOFでは3言語で農民への技術指導が可能である。最も頻度が高いのはミャンマー語である。 

 マニュアル類はシャン語でも作成している。 

 現在はTilapiaの養殖技術の普及に力を入れている。安定した市場が存在することがその理由であ

る。 
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 養殖はほとんどの村で実施可能であるが、水質、飼料によって当然成長は異なってくる。なお、

宗教上の理由からシャン族は養殖を好まない傾向がある。他方、カチン族、中国系は養殖を好む。 

 バイクで5時間程度の場所ならば、DOFから出向いて技術指導を行っている。 

 ケシ栽培の代替作物開発の一環として、シャン語のマニュアルを作成した。シャン語を話す地域

ではケシ栽培が盛んな傾向があるため。 

 養殖用の池となる穴を掘る必要があるが、プロジェクトがこの穴掘りのための人件費をサポート

できれば非常にありがたい。なお、平均的な大きさの穴は8×8×1.5（m）= 96 m
3程度。この規

模の穴を掘る場合、2人×10日程度を要する。また、このサイズの穴を掘るための人件費は、50

万チャットから60万チャット程度/穴である。 

 村ごとのデータベース（実施件数、実施規模）は存在する。 

 

 

日 時 2016年11月15日（火）16時00分～16時50分 

場 所 内務省中央麻薬統制事務所（CCDAC）会議室 

出席者 Pol. Maj. Ye Naing（Head of Unit, CCDAC） 

中間レビュー調査団：望月団員、U Maung Maung Yi氏（コーディネーター） 

日本人専門家チーム：中村専門家 

ミャンマー側合同評価委員：U Hein Zaw Latt氏（PBANRD） 

 

 CCDACでは四つの言語（ビルマ語、シャン語、カチン語、中国語）でシャン州全域をカバーし

ている。中国語はコーカン地区で使用される。 

 一部地区では治安状況が悪いため、訪問が困難であり、ワークショップを通じた啓発活動の実施

が不可能な状況である。 

 DOAとは調査業務で緊密な連携を行っている。 

 麻薬から市民を守るのは予防が最も効果的である。そのため、ラショーをはじめ各地でセミナー、

ワークショップを実施している。ラショーでの開催が全体の80％を占めている。20％程度が地方

での開催となるが、地方開催に伴う経費はNGOなどの外部機関に依存している。なお、ワーク

ショップのメインターゲットは大学生、高校生を設定している。ワークショップは通常、1回3

～4時間程度、1科目が45分程度である。 

 セミナー、ワークショップで扱うテーマは対象によっても異なる。例えば、高校生なら予防手段、

大学生は法的処置、教師・看護師には国際法、一般には予防といった具合である。いずれも基本

的なアプローチに加え麻薬経験者の体験、映像などを利用して、視覚に訴えるように工夫すると

効果的。また、中毒患者の両親を招いて、経験談を語ってもらうことも効果的。 

 北シャン州においてはNGOだけでなく国際ドナーの支援も得ている。国連薬物犯罪事務所

（UNODC）、CCDAC、SARAなどの支援を得ながら、2015年と2016年には計34回のワークショ

ップを開催し、合計6,012人が参加した。 

 東シャンではタイと代替作物開発で連携している。南シャンではODC（オフショア開発）、北

シャンではTAX FREE CROPというアプローチが中国企業から提案されているが、現在検討中で

ある。 
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 ラショー地区では月間30件程度の麻薬使用に関する逮捕者が出ている。 

 代替作物開発は重要課題であると認識している。他方、ミャンマー政府の予算では十分な対応が

なされていない。麻薬中毒患者に対するリハビリセンターがあれば長期間の治療が可能になる。

現在、ラショーでは収容人数40人程度の施設があるのみである。 

 Khashi村では本プロジェクトとのコラボレーションで座学のみでなく、スポーツ、ダンスを組み

入れたワークショップを実施した。同経験は他の村でも活用している。 

 

 

日 時 2016年11月17日（木）17時00分～18時00分 

場 所 プロジェクトオフィス 

議 題 コミュニティ・インフラ 

出席者 中間レビュー調査団：平団長、清家団員、今井団員、望月団員、オブザーバー参加横田

参事役 

日本人専門家チーム：吉田専門家、今村専門家、片山専門家、中村専門家、藤山専門家 

 

 （横田）本プロジェクトのコミュニティ・インフラで想定している規模の道路工事については、

インフラの安全性について懸念点はない。 

 （横田）給水については、①コンクリートの品質管理、②施工監理が鍵。①については、証明書

を求めることが解決策。 

 （吉田）②については、DRDのエンジニアに施工監理してもらう、エンジニアをプロジェクト

スタッフとして雇用する、専門家がマニュアルを参照しつつ施工監理するなどの対応が考えられ

る。 

 （今井）以上の対策をとる限り、施工監理コンサルタントの雇用は不要。また、本部の事前承認

は不要。プロジェクトは本部にインフラ工事に係る安全対策の報告を行う整理としたい。 

 

 

日 時 2016年11月17日（木）18時00分～21時00分 

場 所 プロジェクトオフィス 

議 題 プロジェクトアプローチの変更について 

出席者 中間レビュー調査団：平団長、清家団員、今井団員、望月団員 

日本人専門家チーム：吉田専門家、今村専門家、片山専門家、中村専門家、藤山専門家 

 

 （吉田）本部案では配慮不足。ToTのシステムをつくっても、個別の技術を広めるだけでは、ミ

ャンマー側がついてこない。トウモロコシの技術、知っている。養豚、できる。今回のプロジェ

クトは、「代替開発」がキーコンセプトであり、代替開発を体得している人材を育成することが

重要。代替開発では、時間軸で見られる人、コミュニケーション力のある人、地域を良く知って

いることが重要。また、住民にとってのニーズが時間とともに変わることが特徴。それに対して、

適切なツールを選択できることが必要。 

 （吉田）代替開発はこれまでミャンマー政府がやってきているが、理屈先行。これを実体験に基
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づくよりリアルなものにしなければならない。トレーナーを育成する過程で、例えばイエジン農

業大学（YAU）での講義、国境省の研修所での講義、CARTEC（農業畜産灌漑省の試験場）で

の講義などの講師を務める機会を提供し、そこでいろいろ揉まれるうちにリアリティに基づいた

議論ができるような人材を育てたい。代替開発では、個々の技術ではなく、住民のニーズを把握

しサービスを提供するまでの一連の「プロセス」をイメージできるかが重要。口で言うだけでは

なく、実際にできる人をつくる必要がある。 

 （吉田）Alternative Development Trainer（AD Trainer）という造語を作り、彼らを代替開発の実経

験の「語り部」として残したい。 

 （今井）トレーナーを育成するだけでは住民へのサービスにつながらない。トレーナーの知見を

住民へのサービスにつなげる仕組みを構築しなければならない。 

 （望月）タウンシップ普及員へのToTに代わり得る一つのアプローチとして、AD Trainerが、現

プロジェクトの専門家のような役割を担って、フィールドに出ていき、現地のタウンシップ普及

員にOJTを行いながら、代替開発を実施するということは考えられないか。プロジェクト後半で

は、人材育成のプロセスとして、モデルビレッジを幹線道路沿いに追加し、日本人専門家ではな

く、ミャンマー人が主導してコミュニティ開発の経験を積ませるイメージ。その人が、将来は元

麻薬栽培地でのコミュニティ開発を行う。 

 （今井）その場合、タウンシップを跨いで業務を行う必要があるので、国境省本部などしかるべ

き立場から権限を与えてもらわないといけない。 

 （吉田）残り2年半の段階で、モデルビレッジの新設は、困難。また、人事や組織構造に手を付

けるような枠組みを、国境省が承認する可能性は低い。 

 （参加者全員）本日の結論として、①AD trainer の育成と②タウンシップ普及員へのToTをプロ

ジェクト後半に行う整理としたい。 

 （中村）AD trainerの育成においては、原則としてNatalaの7名は全員ノミネートしたい。 

 （吉田）Natalaの7名全員がAD trainer になれるとは考えにくいが（実際は2名程度か）、国境省

より農業省のAD trainer数が多いのも不自然であり、Natalaが主導しなければならないということ

を、Natalaに認識させるためにも、標記上Natalaは7名として良いと思う。 

 

 

日 時 2016年11月18日（金）9時00分～12時00分 

場 所 プロジェクトオフィス 

議 題 評価団打合せ 

出席者 中間レビュー調査団：平団長、清家団員、今井団員、望月団員 

ミャンマー側合同評価委員：全員 

 

 日本側より、評価案として①AD trainerの育成、AD trainerによる普及員への研修システムの導入、

②小規模インフラコンポーネントの導入、③PDM等の変更、④PBANRDの常勤C/P（1名以上）

の要求を示し、すべて先方了解。特に①AD trainerの育成については、PBANRDが主導すべきと、

コーディネーターのU Maung Maung Yiからも説明があり、PBANRDのU Soe Lwinは大きくうなず

いていた。 
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 農業畜産灌漑省のU Nay Winは、終始個々の代替作物・技術に関心がいっており、「代替開発」

のコンセプトを十分理解しているとはいい難かったが、これはU Nay Winの個人的な特徴という

よりは、農業畜産灌漑省の官僚である限りやむを得ない傾向であるように思えた。その意味から

も「代替開発」を本プロジェクトのコアの技術に位置づけるのであれば、PBANRDの主体的関

与は不可欠に感じられた。 

 （U Soe Lwin）インフラを加えるというが、日本側の予算は変更可能か。 

 （今井）可能。 

 （U Soe Lwin）代替作物・技術を取り入れてもらうためには、農家に魅力的な技術でなくてはな

らない。現在のmodel villageでの取り組みは、小規模で農家にとっての魅力がまだ十分でない。

モデルのscale upが求められる。本当に儲かることは、farmer to farmerで広まる。 

 （U Nay Win）農産物加工を農家が行うことが大事。ほとんどの農家は原料生産しかしていない。

また、ジャガイモが代替作物になるのではないか。ネピドーから車で3時間の至近距離で、ケシ

栽培が行われていたが、オランダのNGOの協力により、収益性の高いジャガイモが広まった。

シャン州北部でもクッカイでlocal varietyを生産しているが、高収量品種を導入することで、シャ

ン州北部においてもジャガイモが有望な作物になり得るのではないか。メイズの単収に対抗でき

る収益性があれば広まる。農家が代替作物に投資を行うための資金供給が求められる。多目的リ

ボルビングファンドを設置できないか。ネピドーでは、目に見えない成果だけではなく、目に見

える成果を説明する必要がある。 

 本会議の結果を踏まえ、recommendationに「モデル活動のスケールアップ」を追加した。もとも

とプロジェクトで考えていたことであり、実現可能。ただし、プロジェクトでは、例えば、養豚

の1戸当たりの頭数を増やし規模の経済を得る、養豚農家を増やすなどのスケールアップのイメ

ージで、巨大な展示圃場を造るようなイメージではない。 

 AD trainerによるトレーニングについて、省庁横断的な枠組みとなるが、プロジェクト終了後を

見据えた実施体制について議論した。 

 ①既に体制・予算のついている各省庁の研修機関（CARTEC、YAU、国境省職員訓練所など）

で各省庁の担当範囲の研修を継続する…実現性は高いが、縦割りとなり、省庁横断的な代替開発

の知見継承につながりにくい。Stateレベルに各省庁を巻き込んだ枠組みが必要。 

 ②CCDACが中央レベルの省庁横断的コミッティの取りまとめとなり、Stateレベルでも同コミッ

ティが設置され、その下に各省庁を位置づけるあり方があり得る。CCDACは予算はない。各省

庁が予算を持ち寄り、担当分の研修を行う。研修対象者は当該省庁職員だけでなく、必要に応じ

て他省庁も招く…一つの方向性として、検討の価値あり。 

 ③現地レベルでの省庁横断的調整機関としては、GAD（General Administration Department）に権限

があるが、GADは多忙につき、研修開催のロジ業務を行うことはできない。 

 以上を踏まえ、プロジェクト終了後は、個別技術の研修は、各ライン省庁が予算・人員を充て継

続し、包括的な研修はPBANRDが他省庁を招いて実施し、住民へのサービスは、各ライン省庁

が提供することを、現時点で議論した。ただし、この議論は、時間をかけて積み重ねる必要があ

るため、プロジェクト後半で継続協議とした。 

 なお、DOAの普及予算については、まず地域ごとに配分され、各地域で項目ごとに配分される

（農薬にいくら、など）ためDOAについてはこの予算に代替作物の普及を入れ込む…特に普及

予算の獲得に向け、この視点で、DOAとの対話を要継続。 
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日 時 2016年11月18日（金）16時00分～19時00分 

場 所 プロジェクトオフィス 

議 題 専門家ヒアリング 

出席者 中間レビュー調査団：平団長、清家団員、今井団員、望月団員 

日本人専門家チーム：吉田専門家、今村専門家、片山専門家、中村専門家、藤山専門家 

 

 議題１：生計向上コンポーネントのアウトリーチ方法（PBANRDによるタウンシップレベルで

のリードが期待できないなかで、モデル村の活動をいかに山岳地の村落に普及させていくか） 

 ブタはLBVD、養殖はDOFなど、現業省庁による普及 

 Civil Society Organization（CSO）や大学による普及（コミュニティのCSOをモデル村に呼ぶ） 

 スタディーツアーで住民をモデル村に呼ぶ（PBANRDはその類の予算をもっており、プロ

ジェクト終了後にも本来業務化できる可能性あり） 

 まずは、とっつきやすい配布型（ソーラーパネル）で、PBANRD職員に経験を積ませる。

政府の役割は何か考えてほしい。 

 生計向上コンポーネントは、農業普及とは異なり、住民参加のプロセスが大事。このプロセ

スは、座学だけでは実践できるようにならない。 

 議題２：農家や住民向けの研修をプロジェクトでどの程度取り組むか。メインは普及員の研修で、

農家をそこに呼ぶ位置づけだが、どの程度やるかのイメージを共有しておかないと、あとで説明

を間違えかねない。 

 PBANRDについては、スタディーツアー型の研修に引率者としてPBANRDが参加し、責任

感や達成感を感じてもらいたい。また、スタディーツアーと配布型事業を組み合わせ住民に

来てもらうインセンティブを付与するなど。国境省に村を選ばせるのも、オーナーシップ醸

成に有効。スタディーツアーで村人にラショーに来てもらい、ラショーでニーズアセスを行

うことも検討。これをPBANRDと住民の関係性構築のきっかけにする。 

 生計向上コンポーネントでは、広く皆に情報提供し、研修に来た人のなかから芽の出る人を

絞り込みさらに詳細な研修を行うというプロセスを踏んで、やる気のある農家をターゲティ

ングしている。 

 農業分野については、農家向けのみの研修は基本的に行わず、普及活動のなかで農家研修を

位置づける。農家を呼ぼうとしても、コミュニティの有力者が来るなど、事業効果の薄い活

動になってしまう。 

 Farmers Field Dayは研修とはいえず、「Information Dissemination」に位置づけられる。

試験圃場が主催して年1～2回場内解放を行いスピーチなどを行うもの。 

 議題３：PDM 

 プロジェクト目標の指標「750戸…」は実現見通しあり。実施済みパイロット事業で490戸が

技術を導入済み。加えてモデル村で150戸程度は技術導入見込み。これらに加えて、将来普

及員による普及が100戸程度進めば、750は達成できる。 

 AD trainer 育成、ToTという新しい活動が追加されたため、活動の削減が必要。成果3（農業

技術）、4（生計向上技術）の指標を20ではなく、10以上に削減することで、数字を達成す

るための形ばかりの活動を避け、内容のある活動に集中したい。活動2-5代替作物別マニュ
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アルの作成については、マニュアルの類は既存のものもあるので、より簡素なものでも達成

したと読み込めるよう、普及マテリアルの作成とする。 

 議題４：Primary target groupによる普及予算補助の活動における、普及対象地域を元麻薬栽培地

縛りにするか否か。 

 ケシ栽培歴のない場所で普及してもよいが、麻薬代替との関連を説明させる。例えば、ナム

カンであれば、食糧自給ができていない地域内に麻薬生産農家がいるので、地域全体の食糧

安全保障を向上させるために、コムギを生産するなど。 

 議題５：Primary target groupによる普及予算補助の活動メニュー 

 例えば、「イネ、ダイズ、コンニャク、ハトムギ」のなかから選択させ、各作物について①

農家への研修、②展示圃場の設置、③種苗の配布をパッケージとして普及員の活動を支援す

る。 

 議題６：Pilot Siteにおける遠隔管理と、Primary target groupによる普及予算補助の違い 

 Pilot Siteにおける遠隔管理では、農家の生計向上までつながらないと成功ではなかった。普

及予算補助については、同じく遠隔であるが、活動すれば成功ととらえる。モニタリング結

果は問わない。農家の生計向上につながらなくても、よしとする。 

 

 

日 時 2016年11月19日（土）9時00分～13時00分、17時00分～18時00分 

場 所 PBANRDラショー事務所 

議 題 主要C/Pへのヒアリング 

出席者 中間レビュー調査団：平団長、清家団員、今井団員、望月団員 

ミャンマー側合同評価委員：全員 

日本人専門家チーム：吉田専門家、今村専門家、片山専門家、中村専門家、藤山専門家 

PBANRDチーフC/P 、DOAチーフC/P、DOA State Manager、DARナンモン農場長 

 

 （DOA State Manager）プロジェクトは農家への普及より人材育成に注力しているが、そのなか

でもModel building活動を将来拡大することを期待。 

 （DARナンモン農場長）プロジェクトによりDAR試験圃場、DOA普及員、農家の連携が向上し

た。プロジェクはハトムギなど新たな作物の導入につながった。ケシ代替作物の導入においては、

収益性が重要。中国市場一辺倒ではいけない。収益性を確保するためには、国際市場の動向を把

握する必要がある。プロジェクトには、作物の国際市場に係る情報を提供してほしい。DARで

は、マーケット情報が不足している。農家にとって収益性の高い新たな作物の導入を引き続き試

験したい。 

 （DOAチーフC/P）専門家とC/Pの間でのコミュニケーションの問題。C/Pの方がよく知っている

こともあるので、C/Pの声に耳を傾けてほしい。現在はすべて専門家が決めている。また、より

大きな展示圃場を設置してほしい。その方が普及しやすい。 

 （PBANRDチーフC/P）モデル村の各活動のスケールが小さい。例えば養豚の支援を拡大しても

らえると、生計向上につながる。治安情勢は悪く、当初パイロットサイトに立ち入れない状況が

続いているため、モデル村での活動を継続してほしい。元麻薬中毒患者の社会復帰のために養豚
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研修を行うなどの麻薬に結び付いた活動を強化してほしい。また、保健省との協力関係を要強化。 

 （U Nay Win）ジャガイモの可能性は。 

 （C/P、片山）DARで試験したが土に合わなかった。ジャガイモには水が必要。当地では、灌漑

がないので、雨期に作る必要があるが、雨期は水分過多で病気が発生し、毎週消毒しなければな

らない。消毒のコストがかかり経済的にペイしない。 

 （今井）PBANRDの役割として、住民のニーズを把握し、各省庁につないでニーズに対して適

切な行政サービスを提供する旗振り役を想定している。モデル村でのような活動を、ムセ郡、チ

ャウメ郡、ラオカイ郡でPBANRDが行うことを期待しているが、そのめざす方向性をPBANRD

として共有できているか。 

 （PBANRDチーフC/P）人員不足で、モデル村でのような活動を、ムセ郡、チャウメ郡、ラオカ

イ郡でPBANRDが行うことは不可能。例えば、ナムサンやクッカイには、プロジェクトのよう

な活動をし得るポジションの人員がたった2名しかいない。彼らは通常業務を抱えている。追加

的な業務は困難。 

 （今井）遠隔地域でのプロジェクト活動のモニタリングが課題と認識。C/Pの認識はいかがか。 

 （DOAチーフC/P）タウンシップ普及員は現地人を雇っているので、コミュニケーションの問題

はない。プロジェクト活動が多年生作物（クルミなど）だったので、まだ結果が出ていないだけ。

また、ムギやコメの結果がよく分からないのは、普及員と農家の連絡が途絶えており、普及員が

結果を把握できないため。さらに、例えばラオカイの緊急援助時には複数機関の支援が入ってい

たため、どれがJICAの支援の効果か、切り分けることが困難。 

 （吉田）モニタリングを困難とする一つの要因は、タウンシップ事務所から当初のパイロット

V/Tまでの距離が遠いこと。30分～4時間近くかかる。 

 （DARナンモン農場長）仮にタウンシップオフィスの近くで普及するとしても、遠隔地から住

民を呼ぶべき。そうしないと、麻薬代替への効果が薄まる。 

 （今井）モデル活動を拡大すべきという認識をミャンマー側評価団が有しているが、プロジェク

トとしては、どのように考えるか（山岳地に適用するために、あえて小さなモデルにしていると

いうことではないか、という趣旨の質問）。 

 （中村）モデル活動は拡大していくべき（件数、1件当たりの規模の双方）との認識を有してお

り、その点で、評価団の提言に異論はない。 

 

 

日 時 2016年11月19日（土）13時00分～17時00分 

場 所 プロジェクトオフィス 

議 題 報告書最終化 

出席者 中間レビュー調査団：平団長、清家団員、今井団員、望月団員 

ミャンマー側合同評価委員：全員 

 

報告書について、ミャンマー側評価団員と逐一レビューを行った。特段のコメントなし。修辞上の

修正のみ。4時間にわたって報告書の全文を確認できたことは有意義であった。 
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日 時 2016年11月20日（日）9時00分～13時00分 

場 所 プロジェクトオフィス 

議 題 PDM最終化 

出席者 中間レビュー調査団：平団長、清家団員、今井団員、望月団員 

日本人専門家チーム：吉田専門家、今村専門家、片山専門家、中村専門家、藤山専門家 

 

PDM最終案について専門家と逐一レビューを行った。 

 

 

日 時 2016年11月22日（火）10時00分～11時30分 

場 所 国境省PBANRD 

議 題 最終報告書案の提出 

出席者 中間レビュー調査団：平団長、清家団員、今井団員、望月団員 

ミャンマー側合同評価委員：全員 

 

先週までの議論を踏まえた最終報告書案の提出を行った。日本側からは、本文1-2の経緯を加筆修

正した旨説明。ミャンマー側が1-2全文を読み込んだ。また、プレゼン案をPC画面上で提示し、ミャ

ンマー側との分担を協議した。進捗、5項目評価、提言の3点について当初ミャンマー側は提言を日本

側に発表してほしいと言っていたが、協議の結果、ミャンマー側が提言を発表することになった（進

捗：今井、5項目評価：望月、提言：U Soe Lwin）。 

 

 

日 時 2016年11月23日（木）10時00分～12時00分 

場 所 国境省PBANRD 

議 題 最終報告書案へのコメント回答 

出席者 中間レビュー調査団：平団長、清家団員、今井団員、望月団員 

ミャンマー側合同評価委員：全員 

プロジェクト：全専門家 

PBANRD課長、Assistant Director、他 

 

最終報告書案への国境省本省コメントを得た。また、プレゼンの練習を行った。 

 （U Kyaw Win）①目に見える成果、目に見えない成果をバランスよく達成することが大事。研

修5割、普及資材支援5割のイメージ、②AD trainerの研修プログラムの具体化が必要、③普及す

る代替開発技術は農家にとってより収益性の高いものでないといけない、④リボルビングファン

ド運用のキャパシティ・ビルディングにより、事業の継続性を高める、⑤研修参加農家は広く募

り、技術を取り入れる者には初期投資の支援をしてほしい、⑥モデル村はUpgrade必要。 

 （国際関係課副課長）PDMの修正点を要説明。キャパシティ・ビルディングはよくあるアプロ

ーチで、受入れ可。ただし、本プロジェクトにしか役立たない技能のキャパシティ・ビルディン

グではなく、他の仕事にも生かせる能力強化を求む。例えば、AMDAがサンプル料理教室（？）
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を行ったが、プロジェクト終了後は、続かなかった。代替開発へのフォーカスは、政策と整合的

であり良い。提言の枠組みは、地方レベルでのCCDAC、PBANRD、DAR、DOAの連携を要する

ものであり、調整の枠組みが必要。GADとの関係も要整理。多くの調整が必要となるので効率

的な枠組みをつくらなければならない。代替作物は、需要の拡大するチャとコーヒーが良いので

はないか。モデル村は今後の業務計画（work plan）を示してほしい（おそらく、最終的にどう代

替開発に結び付けるのか知りたいとの趣旨と理解）。コミュニティ・インフラでは、生活のため

だけではなく生計のため、特に農業用水の取り組みも含めてもらいたい。残りの期間では、目に

見える成果と、目に見えない成果をバランスよく達成してほしい。モニタリングが大事、研修す

るだけでなく、住民がadoptするところまで、プロジェクトでカバーしてほしい（→Primary target 

groupはadoptまでやる、Secondary難しい）。 

 

 

日 時 2016年11月25日（木）10時00分～12時00分 

場 所 アマラホテル 

議 題 JCC 

出席者 中間レビュー調査団：平団長、清家団員、今井団員、望月団員 

ミャンマー側合同評価委員：全員 

プロジェクト：全専門家 

国境省PBANRD局長、国境省PBANRD副局長、国境省教育研修局副局長、シャン州担当

課長、国際関係課長、農業畜産灌漑省シャン州担当大臣、他 

 

特段の異論なく報告書が認められた。主なコメントは以下のとおり。適宜回答。 

 （PBNARD国際関係課長）当初PDMのoverall goalやproject purposeの達成状況を知りたい。国連

ガイドライン〔SDG（持続可能な開発目標）を指すらしい〕と本プロジェクトの整合性を説明し

てほしい。残りの期間の具体的な活動内容を再説明願う。 

 （DAR）種子や肥料などは、正規のものを使ってほしい。中国からの非正規の肥料は重金属等

で汚染されている。 

 （商業省）ラショー等に商業省の事務所があるので、現場レベルで協力したい。 

 （PBANRD副局長）タンヤンやモンガイなど、現在でも麻薬を作っているような地域をSecondary 

target groupに加えてほしい。 

 （Assistant Director）AD trainerの研修は、例えば1日だけの形だけのものでなく、長い時間をか

けて行ってほしい。 

 

以 上 

－144－


	表紙
	序 文
	目 次
	地 図
	写 真
	略 語 一 覧
	中間レビュー調査結果要約表
	第１章 評価調査の概要
	１－１ 調査団派遣の経緯と目的
	１－２ 調査団の構成と調査日程
	１－３ プロジェクトの概要（中間レビュー調査調査時点）
	１－４ プロジェクトをとりまく環境の変化

	第２章 評価の方法
	２－１ 評価の枠組み
	２－２ 中間レビュー調査のポイント
	２－３ 情報収集手段

	第３章 プロジェクトの実績と実施プロセス
	３－１ 投入の実績
	３－２ 活動の実績
	３－３ 成果の達成状況
	３－４ プロジェクト目標達成の見込み
	３－５ 上位目標達成の見込み
	３－６ プロジェクトの実施プロセス

	第４章 評価結果
	４－１ 妥当性
	４－２ 有効性
	４－３ 効率性
	４－４ インパクト
	４－５ 持続性

	第５章 結 論
	第６章 提 言
	６－１ 人材開発への転換（プロジェクトに対する提言）
	６－２ コミュニティ・インフラ・コンポーネント（プロジェクトに対する提言）
	６－３ モデル村における活動のスケールアップ（プロジェクトに対する提言）
	６－４ PDM プロジェクトアプローチの見直し（プロジェクト、JICA、PBANRD、農業畜産灌漑省本部に対する提言）
	６－５ PBANRD によるフルタイムスタッフの任命（PBANRD 本部に対する提言）

	付属資料
	１．協議議事録（M/M）、合同評価文書
	２．合同評価結果プレゼンテーション
	３．評価グリッド
	４．面談記録




